




4 第21 回工高生デザインコンクール入選者

日本主主築協会主 fmによる昭和50年度の松: 記コンクールの入選者か

下 Jじのとおりきまりましたので発表し、たします。

なお、入選作品は次号 (51年 1 )-J 号 ) に- tu・1ゎ、たします。

・設 計 課 題 団地|人l に処つ 「特定量1; f!1.! luJ  J  
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叫建築 6 団体合同新年交礼会

恒例 によ り建 築 61守|体 合同の 新 年 交礼 会を下記のとおり sfJ Hll いた

します 。 相 互廻 礼 の煩を省き、ＭＭｾ・に会して年頭の祝， ｗ を交換いた

したいと存じます。

日 時 昭和]51年 1 月 5 日 U J ) 午後 1 時30分 - 211寺30分

会 場 大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル 8 階 宴 会 場 ( 束 区 内 本 町 )

会 費 1，500円 (当 H欠席されても 会代はいただきます。)

申 込 Ｑ Ｒ 月 Ｑ Ｕ 日までに会 Ｇｬｾ を添え 、本会 Ｈ ＵＴ Ｑ 大阪市東区北浜 Ｓ

- 37 日本建築協会総務課 T E L06- 231 - 9648) へお "1込

み 下 さ い 。 参 加 者 名 簿 を 作 成 い た し ま す の で 〆 切 日 を 厳 守

願 い ま す。

日向和田年 中 に 建 設 関 係 功 労 者 として叙 勲および褒章を受け られた

万を招作してその栄営を 祝 します。

共 催 団 体

日 本 控 築 協 会 大 阪 府 建 築 上 会

日本建築学会近畿支部 日本建築家 協会 関西 支 部

大 阪 ， 建 設 業 協 会 日 本 ill 築 材 料 協 会

司会員忘年懇親会の中止について

お知らせ

恒 例 の 日 本 建 築 協 会 主 催 、会 員 忘 年 懇 親 会 は 本 年 も 諸 種 の 事 情 に

..... r ビル防災のゼミナール」

… 防災計画に対するプロフェッションを問う・

近 年 、 感 築 が お 肘 ，) 立総脱化するとともに、その用途や材料の多

機性が ｾｉ しています 。 この械な状況のもとに、ヒ‘ル災ヨｽに対する安

全 の 雌 保 、 と く に 挫物 内 部の人命の安全性を高める ことが急務であ

り、主主築に何らかの ｊｦｾ で拘わっている者の義務と忠われます 。 また建

築の設計行為とは、，法築に| 刻したあらゆる知識と技術の梨付けが必

要 であ リ、そ の実施 お である 者は、総令的な能力と知識を常に向上

させる 必 要があると A 与えます。

そ こ で 、 日 以 * も 問 題 と な る ビ ル 火 災 に つ い て 、 笑 例 、 消 防 行 政

と設計 者の持っている 問題に つ い て 符 で 考え勉強するという企両を

たてました。

今恒l、立1;: な経験にもとづいたお話に実例の映画をまじえて勉強

会を IjfJf H!. ｾ、たし ます。会 ｬｾ￥ ｬＧｩ氏 の 防災意識の向七に役立てば幸いと

思 い ま す。

多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 昭和 51年 1 月21 日(ノド) I郊場13 :  00 ・開会 13: 30- 閉会16 :30

会 場 関 西 屯 カ 大 阪 南 サ ー ビ ス セ ン タ ー ・1 階 集 会室

大阪市南区世!gi 皮新地 6 番 丁 6 の 4

難 波 セ ン タ ー ビ ル 1 階 ・電 話06- 631 - 3333

ただし 、地下鉄御堂筋線 ・「難波」駅下車 ・高島屋の来

{目IJ 、筋向い

講 師 思日 l一 則 l¥: ( 前大阪市消防局予防部長 )

映 画 ・サン ハウ ロの ジョエ マ ビ ル の 火 災

・けむりから' 1 : . 命を' : ]' るために

・断たれた jllijrff 路

定 員 501"，

会 費 300同

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き は 1名に 1枚 限 りとし、氏名 ・

勤務先及び所布地名 ・述 絡 屯 話 番 号 ・返信用宛名 ・郵 便 番 号

を記入し「ビル防災のゼミナール」と明記の上、 1 月12 日

( PJ ) まて1こ建築協会事業課へ。ただし、定員を超過した l時は

拙 せ ん に て 決 定 し 、 参 加 証 を お 送 り し ま す。

備 考 今回は関西屯 力( 仰のご厚意により南サービスセンターにて

開 催 い た し ま す。 同センタ - 1 階のフロアは笑験展示 コー

ナーなどのショールームにな ってお りますので自 由に ご 観

覧下さい 。

より中止することになりましたのでお知らせいたします。 口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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岡山御津カントリークラフン、ゥス

| 崎山県待Ui ltll1i御 i l主 町 大 乍 矢 知

武 藤 倫 男

ク ラ レ 営 繕 部

大 林 組

岡 山 駅 よ り 国 道 5 3 号 線 を 、 旭川 沿 い

に 北 上 す る こ と 半 時 間 、 武 藤 氏 の 出 身 地 、

御 津 町 金川 に渚く 。 岡 山 御 津 カ ン ト リ ー

ク ラ ブ は 、 町の 総 合 開 発 計 画 の一 環 と し

て、 同町東部丘陵に、 こ の 程 完 成 を み た

ものである 。

理 想 と 情 熱 の 人 、 地 元 自 髭 勝 彦 町 長 は 、

クラブノ、ウスの建設に当 り、 こ こ を 「 県

下 に お け る 建 築 美 の 拠 点 と し た い 」 と の

2  

注 文。 武 藤 氏 に 敗 修 を 願 い 、 設 計 の 基 本

を、内音Eに つ い て は 、 プ レ ー ヤ ー に さ わ

や か に 究 ろ い で も ら え る も の 、 外部 に あ

っ て は 、 郷 土 の 建 築 と し て 、 地 元 の 人 に

愛 着 を も っ て 受 入 れ ら れ る も の 、 の二 点

に 遣 い た 。 芝 の 緑 と の 対比 か ら 決 め た 屋

根 の色は、名陶イmj前 窯 と 相 似 と な っ て 、

コ ー ス 全 体 を ひ き 締 め 、 効 果 的 で あ っ た 。

グ リー ン を 基 調 に ま と め た 内 部空間は、

武 藤 氏 !主|ら担当さ れ た 家 具 と 相 ま っ て、

ｾ ， Ｗ 楚で務才［いた雰囲気が待られ、好評で

あ る 。

氏 は 、 こ れ を 終 作 と し て 2 5 年1i ¥1勤 め

た ク ラ レ を 去 り 、 こ の 度 、 Z問先所 を 開 設

さ れ た 。 次 作 は 、 独 立 第一 作 となる 。 名

作 の誕 生 を 、 待 望 し て 止 ま な い。

豊 辺 弘也 / 掛 ク ラ レ営 繕部長
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岡 山 御 津 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス

施 主 ク ラ レ 不 動 産 株 式会 社

監 修 武 蔵 倫 男

設 計 株 式 会 社 ク ラ レ 営 繕 部

( 構造) 練 式 会 社 大 林 組 設 計 部

( 設備) 株 式 会 社 大 林 組 設 備 部

施 工 株 式 会 社 大 林 組

家 具 ク ラ レ イ ン テ リ ア 株 式 会 社

建 築 面 積 2 ，202 . 1 m・

延 床 面 積 2 ，940 . 0 m'  

構 造 規 模 R . C 3  F  ( 地下 l F 地 上 2 F )  

工 期 昭 和50年 1 月 一 昭 和50年 9 月

ゴ ル フ 場 概 要 18ホ ー ル 、 6，853ヤ ー ド 、 P A R 7 2

4  

2  ｾ皆平面図 1 / 1000 

34申H 土品占;

29物 t世世 3ロ2 食

30ホ一，ルレ 3ね3喫茶コ一ナ一 36厨 切

B E TF  1 階 平 面 図

1 エントランスホール 6 パ ー コ ー ナ -

2 ，d . ，! ゲ ;a .t，品 7 ラ ウ ノ ジ

3 ヵート 1，11 8 7 ロント

4 ヵート? 年機場 9 コースエントラスホール

5 キャディーマスター宅 10ス タ ー タ ー ホ ー ル

11/:ち守1; ，栴

12.jn J，宅

131生日宅

14U  1・11

19女 子 便 所

20女 子 ロ ッ カ -

21女 子 脱 衣 宅

22女 子 浴 宅

l S;;t 府 23術B在宅

キーステーション 24 男子月見主文己主

16空間i機 械宅 25Yl 子 浴 屯

17  ｾｽ子他所 26 ' / ネン宅

18Y} 子 ロ ッ カ ー 宅 27f>l! 所

1  

)  



t  

西側よりみる

' 守

塩 野 義 製 薬 福 島 分 室

監 修 土反倉 建 築研 究 所

童ｾ雪 十方包 Ｒ 二 ↑ T 中 3 二季第J苫

所 在 地 . 大 阪 市 福 島 区 鷺 洲 5 丁 目 12番 4 号

敷 地 面 積 : 12 ，933. 57 m'  

建 築面 積 1，512. 72m'

廷 床 面 積 4 ，404 .2 2 m'

事荷造規模: i鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 地 上 3 階 、塔屋 1 階

工 期 : 昭 和49年 9 月 一昭 和50年 9 月

3階平田l 図

1/ 1000 

断面i図
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塩 野 義 製 薬 福 島 分 室

設 計 施 工 竹 中 工 務J吉

塩野義製薬術品分ヰミは本社機能

を も っ 建 物 と し て 詰|固 さ れ た も の

である 。 長l-jlIjj t也は大阪市の北問、

初 島 区 で 準 工 業 地 区 の 中心 に 位fFf

し、交通祉の多い討中左江柳 川線 に

接 し て い る 。 fJI.イE 、 研 究 所 施 設 の

ある !JJ j ( j 也の一 部 を 谷 制 限 度 ま で 有

効 利 用 す る よ う に 、 全 体 の tJH史が

決 定 さ れ た。 託宣言| する 1: で 4 つ の

条 件 が 設 定 さ れ た 。 r良 好 な 肘1i二

段 境 を 作 る J r 本 社 機 能 を 有 機 的

に 継 ぐ J r既設研究所外観とのノ〈

ラ ン ス を 計 る J r設やIH機 能 の 充 実

を日 |ーる J ・J';;{0、 共 読 め 災 科 機 能

を lリHI aに手子出It す る た め " ' 1i ! i をもう

け、 1以 ら れ た ス ペ ー ス を 有 効 に 柄

用 し た 。 全 而 ガ ラ ス の rl"庭 は 光 り

の ｬ 怠である 。 外崎 ｬｾｦｊ I  I 古1¥を少なく

し、 rloi . 定で日f J Jj ) ( ! 必を J守 せ る よ う に

した 。 外 ＱＺ ［Ｑは隣接するイ ｾｦ 究所との

ハランスを{ 米つためにノぐラ 1' lx i
¥リ1""

1T Ji文しコンクリ ー ト11: 1-_ とし、初l

究 ｲｾ ｪＭ との谷Ｎｦ ｲＡ のノ〈ランスを巧 ｬ 邑し

て疋 ｽＩｊ 移の平 ｬ 而とした 。 ＱＴＱＱＱＱＱＱ に ｉｾ 1  

ｾｉｩｪ したグリ ー ンス ペー スは、杓米、

この倣 ｉ 也全体が ｾＢｫ でｪｊｦＮ Ｑ まれる計 Ｑ ， ｬｩｪ

のスタ ー トである 。

狩 野 忠 正/ 竹 中 工 務 底

写 真 左 中 嵯

上中縫をみる

下 北 面

搬彬東出刊I彦
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新 多 聞 団 地 セ ン タ 一 地 区 高 層 棟

設 計 昭 和 設 計 施 工 新 井 組

監 理 騰 尾設 計 事 務 所

所 在 地 : 神 戸 市 垂 水 区 多 聞 町

建 築 面 積 424. 416m'  

延 菌 積 : 4，150.  598m'  

精 進 規 模 S R C 、 14 F  

工 期 1974 .3 .28- 1975. 9. 3 



建築と社会

第56集

1975年( 昭和50年)

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

特 集

図111館・・・・ー

Eコ

τ 7  dら

点ifit の 新 建 築・ ・・・ 0 ・ー ー・ ・・ ・・ ・…・・ ・ー 2  

インテリア ・ ・・ 0 ・・ーー . . 一……・・ ー 3  

P C板 を 使 用 し た 工 業化 住 宅.....・・… ・ー・・ 4  

社 会 建 築 ・法 ー・ ・ー・・ …ー ・ ・ー- ・ー 5  

者11市 の 景 観 と 泊 設・ ー ・・・・一一 ー・ー・ー. . 6  

建 築 と プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 構 造ー ー7

生 活排 水処 .fl j! } j 血設のあり万 ・・. . ..・ . • 8  

人11日環 境 としての ター ミ ナ j レー - ・. . . .・e ・9

騒 音 対 策 と |坊 音 材 料ー…・・ ・ 一一… ・ー 10

第22回 青 年 技 術 者。. . .. ・ ・・・ ・・ー ・ー・・ ・… ー・ー ー 11 

集 令 住 宅 の 設1i ii! " ・・ .. ...・ H ・. . . ーー一 ・.... .1 2

作 品 作 風 争

図 書 館 ( 後梢)

東 海 の 新 建 築 ( 出品 ) …・ … ・・・ ・・ ー ' 2 

イ ン テ リ ア作 品 実 例

判 明 文 化 ホ ー ル エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル / 熊 谷 組 大

阪 支出 玄 関 ホ ー ル / 高 松 プ レ ジ デ ン ト ホ テ j レロ

ビー / 京 高Il't' 央 信 用 金h巨木町営業室/ 大 協 本 社

ビJ レロビー / 泉州、| ビル結締式場待作ロビー/ 広

山 銀 行 協 会 中 会 議 室/ 森 下 裂 薬 本 社 ビ l レホール/

it!lfIl lH市 合 同 庁 令 市 議 会 議 場/ 大 阪三伝 ビ ル 会

議 宅/ 日本ケース ) L 番 館 プ レ ジ デ ン ト ・ルーム /

大 永 ビ ル サ ウ ナ 室/ T 邸 リ ビ ン グ ル ー ム / H正11

リ ス ニ ン ク ル ー ム 。 ーー・・・ ・0 ・・・・・ 3

塵 撲 処 理 工 場

大 阪 市 環 境 事 業 局 東 淀 工 場ー一. . . 一ー ・0 ・・ 4

設 計 大 阪 市 建 築 応 大 建 設 計

地 工 大 成 建 設 、 丸 紅 、 目 立 造 船

京 日11市 南 第 二 h'J .ha工 場・ 0 ・ .•• •. •. ・・ 4

設 計京都市住毛局束畑建築事務所

地 工 / l U 組 三 菱 重 工 業

名 前l五市消r，a局 緒 子 石 工 場・ーー・・… … ぃ ..4

設 計 . 名 古 屋 市 建 築 局 大建設計

地 エ ー佐 藤 工 業 ?  7  " 7  

ク ラ ブ J 、ウス

ｭｩ ｾｩ ￭ ゴルフ ｪｊｊ ， 楽 苦 Ｑ Ｑ よかわコースクラブハウス

一5

設 計 今 西 建 築 デ ザ イ / J レーム

地 工 東 急 建 設 不二建設共同企業体

ロ イ ヤ ル 多 凹 カ ン ト リ ー ク・ラプハウス ー ..... 5  

，1主 計 :) 1 上 久 雄 建 築 設 日T' IQJ; 所

組 工 大 和 ハ ウ ス 工 業

同 木 J点 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス ・ ー ....... ... .... 5  

設 計 : ￭ｾ｜ 松雄築設計事務所

施 工 背 木 建 設

会 館 建 築

京 都 朝 日 会館ーー ー ・・・ 0 ・0 ・・・ 0 ・・e ・0 ・・・ e … … 6

設計胞工 竹 "1' 工 務 1;ti 

府 民 セ ン タ ー ビ ル

与三

J  

大 阪 府 中河 内 府 民 セ ン タ ー ビ J レ・・・・・ ・ e ・ 7  

設 計・大阪 I(，f '也築古1，';:，' UI J こ'1' 耳l

村野、t t : 住築 '1> fli I祈

監 理 大 阪 府 ill 築古1，'i :，' Ｊ丹 ｛ Ｇ ｉＧ Ｂ ｾ
地 工 。阪 LI i主 設

大阪府北ｩｵｊ ｬ 如何 ｌ ｾ センタービル ー ・ …一 7

設 ｩｈ Ｚ 大阪 ｉ ｉＮｦＧ Ｎ ｩｬｬｾ 111，' ，計約T. '1' ;  ，，:Il 
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排 水 処 理 場

神 戸 市 下 水 道 局 垂 水 排 水 処 理!場 ・ ーー一一 ..... 8

設 計 。U 本 水 道 コ ンサルタ ン 卜

設 計 事 務 所 洋 洋 社

総 工 iiiJ III 建 設 工 業

奈 良 県 浄 化 セ ン タ ー ... . ・・・・ ・・ ・ ・・ 0 ・・・ 8

設 計 : t I 本水道コ ンサ ル 7 ン ト

設 31 ・1> 務 所 洋 洋 社

施 工 奥 村 組

研 修 所
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設 計 中 間 I也 万 立II ｾ＠ );' )  

施 工 奥 村 剥l 村 t 工 業

神 戸 新 附LI 二月 リ バ ー サ イ ド タ ウ ン ー・ ー.. .. .・ 9

設 計 施 工 竹 中 工 務 117 

大 分 銀 行 ;tM! T 院研修所… J - - ー ー・・・ ・9

設 . J十 日 独

地 工 佐 伯

設

ill 設

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー
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設 計 日 建 設 計

地 工 竹 中 工 務 1121

ダイエ ー鹿児品ンヨ ツパ ー ズ プ ラ ザ ・・ ..... 10

設 計 総 工 竹 '1' 工 務 J;l; 

ス ポ ー ツ 施設

大 阪 府 立..:; ，I}: 少 年 海 洋 セ ン タ ー ……・ 0 ・e ・e ・. .. . ー11

設 計 大 阪I(.f -ill築時11 坂 介ill 築研究所
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地工事 ｩ 本ｾ ; u t 工 業

忍 ヶ 丘 7 レセントヴィラ ー ・ ・ー・・・・・ - ー・ 12

設 計速泌州生雄築設 ｾ ｉ ・ Ｑ ｊ Ｇ［Ｎ 務所
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12中 型 紙 1J:l 1ハイツ ・・…. . . .・ e ・.... . .. . . ・ーー ーー 12 

設計施工 。竹 中 工 務 応
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プレハププー J レ/ 青 木

7・- ) レの機械設備と衛生管理(水質基準と消

毒 設 備 ) / 山 本 安 彦… 7

・日 本住宅公団設立20周 年

回 日本住宅公団20年のあゆみと今後の開

発の方向/ 中村 司

固 日本住宅公団関西支社昭和49年工事俊

良紬工表彰作品

ｾｪ 山 団 地 センタ一 地 区高層建築 ー… Ｐ ・ ・ Ｐ … Ｎ Ｙ

・建築吹付材

建 築 I吹付材 概 論/ 日本建築 l次付材工業会

建 築 l次付材製品分類表

建築吹イサ材製品一 覧 表 ( NS  K工業会大阪

支部関係・・・ ー. . .. .. . . .. .... ... . . ・… … ーー11

図 ... 霊童

巨ヨ

館

回 総 論

これからの図書館 ・・ 森 耕 一 1  

国 企画から作品 まで

兵庫県立図書館十明石市立図書館

ー近 沢 輝男/ 竹 山 ｦｾｬＧ 珂 ・ 1  

同志社大学図書館 ・0 ・0 ・栗原嘉一郎 ・・1

茨木市立図書館 ー .... 1畢 井 平一 一1

園 地域図書館をたずねて

篠 塚 宏三 / 中村 恭三 / 片 倉 健 雄 一1

図書館作品実例

広 島 市 立中央 図 書館 - 大阪府立夕陽丘図

書 館・ 福 山市 民 図 書館・龍谷大学図3 館

枚方市立香里ヶ丘図告 館・

赤 穂 市 立 図 書館

東 海 の 新 建 築 事

愛 知 県 政100年 記 念 事 業 に つ い て

愛知県企画音ｾＮ Ｎ ••••••. . •• ••. .• • •• .•. . .... .. ..・ 2  

愛知県労働者研修センター

設 計 愛 知 県 ・安井建築設計事務所

地工 。西松建設 ・・ 2

愛知 こどもの国

設計 ' 愛知県 ・平チ勝設計事務所

施 工 徳 合 建 設

愛知県教育センター

設 計 愛 知 県 ・日 建 設 計 総 工 佐 藤 工 業 日 2  

愛知県緑化 センタ一本館

設計 愛知県 ・東海設計 総工治水主I l 設 .. ..... 2

1 0  

愛知県議会議事堂

都市の景観と施設

設 計 愛 知 県 ・久米建築事務所

施 工 戸 田 建 設 2  囚 恥 帆 弘f澗

第二 星ケ丘ビ J レ 者Ilr打の荻絞めあり方

設計 ・施工 ・竹中工務府 2  対 談 足立 孝/ 久保

日本生命役目J ビル 国 各 論

設計 ・施 工 竹 中 工 務 庖 2  大 阪 1I?:l ;f 050年 の御堂筋 ー塩 谷

手主

J  

山内一生 アトリエ

設計 ・施工 清水建設ー ・ ・・・・・ー・ .. . 2  

朝日麦酒名古屋工場

設計 ・伊藤建築設計事務所双昼社竹腰建築事務所

施工 ー大林組 一. . . ・. . . . . …・ー ・・ ・ 0 ・ … ' 2  

御 殿 場 市 玉 穂小学 校

設計 : 阿 設 計 施 工 : 浅 沼 組 ・… ー 2  

東海銀行半悶祭

設計 ' 東 海 設 計 施 工 徳 念 建 設 ・ 0 ・ . •.• • .. 2  

インテリア 4ら

囚 イン テ リア文化論

文化としての日本のインテリア / 乾 由明 .. 3

インテリアというのは/ 清 家 消 … …. . . ・ 3

インテリアデザインの本質論/ 箔 岡 菩 久 雄ー 3
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在、のすきな ｾｈ ｜ｉＯ

鈴 木忠 J i 日1¥・稲 1ご政{ 討 ・内 i fHI J1多 .. 9  

ｉｉｉｦ ｨＡＮ ｾｈ ｜ｊ Ｏ 上谷ＧｦＡ Ｎ !I;¥。 ア メ リ カ あ ん ど ノ キ y

コとぴある記/ 綴 111茂 夫 ー 10 

r;f;!，の さらいな空 Il ¥I J / 戸 III 敏 行 ・戸 川 市 傍

大 森 雅 史 . ｲｾＧＺ ｪ 稲 ｩ 立ｦｉ月 恭 一} I : 秀雄。

， Ｇｾ Ｚ， ｾｦ ・ ｾ Ｑｩ ｜ｊｫｬｪｩｦｩｪ ノ ー ト Ｏ ｾ［ Ｎ ［ｻＱｊＮＮ Ｚ 秀 雄 ー -・ 11 

建築と社会ニュース や

4ら

住宅建設促進協議会。建 設 業のジョイン ト ・

ヴェンチャ一 。 住 築 ｊ 会準法 改正案 等 議 ｾｬ 会 Ａｬ 日

ｦｭ 。 十日会創立 ＲＵ 周年記念祝 Ｑｾ 会 。 西洋建築

思 潮l史。 住環境を fj ニ民とともに 一新，注。 樹 の

言言シ リ- 5 くろまつ ・ー・ 0 ・ー・ 0 ・・ 0 ・0 ・0 ・ー 1  

1. t築 6 団体合同新年交礼会。 日銀大阪支応外

観保存。 1If{和 49年 Ip者1I 往築1 1 ' 。樹の話シリー

ズ . 6  やぷつばさ 。 ... .. . ... .. . .・・・・ 0 ・・・ 2

1制l堂 筋 の一 部に、総のモー J レ九旧 !: .¥.f'1{ V，l立松

江1' 1" 学校の保存。 長尺既存絵杭{ J J 削工法の H日

発。樹の話シリ ー ズ. 7  こぶし ー .... ..... .・ 3

米大 寺大仏殿昭 和大修ｊＢｾ Ｎ 。 新刊紹介 「 新しい

椛泣 設計の実 Ｑ［ｾｾ ｊｯ ｾｉｩＺ 評 ｲ ｰ C 板 プ レ ハ プ 工 法」

/ 日 木 登。樹 の 話 シ リ ー ズ ・8 そめいよ

しのざくら ー・ ・・ ーー. . . . .. ....... .. 4  

恒 例 の A B C ショー '75open。 集令住宅プレハ

プフェア 開催。 樹の話シリ ー ズ 9 . ポプ ラ

5  

ｾＢ｜ Ｒ Ｑ 回大阪 Ａ日 住 築 コ ンク ー ｊ レ 。 樹の話シリー

ズ ・10  . y イサンポク ・・・・ ・・・・・・・ 0 ・・・ 0 ・・・ ・・ 6

r S P A C E j の開発、 樹 の話シリ ー ズ ・11

えのさ むくのき ーー‘ 一 ー 一ー一一 ー“ 7

Ｎｉ Ｚ ｉ Ｎｾ 川紀 ￯ｾ をかこむ討論会、 ｃｏｆ ｉ 大阪 Ｇ ｉ ｈ Ｚ￭Ｕｦ ｩ 斤

1  1  
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1m設、 旧 堺紡紛の司1
1
11張、 『正 し い H 型 鋼椛 造 の

た め の 講 智会』、樹 の 話 シ リ ー ズ . 12 しんじ

ゅ …・・一一・………ー・・・・ 0  ………・…. . . . ・ ー.. 8

"T 国 建 築学 会 訪 日 代 表 団 来 阪 。 樹 の 話 シ リ ー

ズ . 12 あ き に れ . . . . . . . . . . . . . .. ... . . . ・ ・ ... . 9

日本 銀行 大 阪 支 桁 改 築 。 第 l 回1 J JOJ 新 主主学 校

I.mかれる。

担tの 話 シ リ ー ズ ・ 14 な ん さ ん は ぜー ー - 一 10

明 石 高 専 '75建 築 展。来年に I F HP兵 庫 国 際 会

談 。 新刊 紹 介 / 古噴 の 設 計 。樹 の 話 シ リ ー ズ

15 トウカエ デ ・・・ ・・ e ・ 11 

ｾ Ｑ Ｒ 回よろず 相 談住毛皮 。 大阪建築設計民連Ａ

協 会発足。 fMの 話 シ リ ー ズ ・ 16 ヒマ ラ ヤ ス ギ

12 

都 市 設 計 資 料

( 1 )  歩道相官 ・デ y キ / 神戸-1: 11市設計 資料研究会 6

( 2 )  橋 ー そ の l ー / 神戸者11市設計資料研究会 ・7

( 3 )  橋 ー そ の 2ー / 神戸都市設計資料研究会 ・ 8  

( 4 )  道路/ 神戸都市設計資料研究会 . •. ・・・ ... 10 

構 造 の 頁

7. かわった自己筋法一諸外 国 の 例 / 森 田 司 郎 ー1

8. 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト柱・ 梁 の せ ん 断 補 強/

徳 凹 裕 英ー 2

9 . 床 の t辰動 障 害/ 高 原 道 夫 ーーーーー ー3

10  屯 算 機 に よ る R C 建 物 の 桃 進設 計 ( そ の

1 )  / 桑 Jf3 松 夫 ... ・ e ・・・ ー4

11 屯 算 機 に よる R C建 物 の 椛 造 設 計 ( そ の

2 )  / 桑 形 松 夫・… … ・… … … … 一 .... 5

12. 典主E鋼 材 ば りの IlI.I げ 性 状 に つ い て /

藤 原 Jl 野義・・ . 6

13. R  ｃ 椛 造物の両 Ｎｴｾ 安全性序論Ｏ

山 田 稔 ・河 村 康 ー 7

14 . 鉄 骨構 造 建築 物 の 鋼材 設 ( 小 ば り の 影 響

について ＩＯ 須 Ｑｾ 好Ｇｑ［ .  [1 中 茂 樹…・・ーー 8  

15. 鉄 骨 椛 造 物 の 鋼 材1，1と 悲 礎 の コ ス ト /

須 賀 好51 ・八 木 省三 ・・ 9

16 . 新 し い 荷 量 規 準 に つ い て / 川 村 純 夫 ... 10

ＱＷ Ｎ 支持ぐいのｾの殿様カＯ 小浪 !jl .. ーー 11

18. S  R  C 部 材 の せ ん 断 設 計 法 / 南 宏 一 12 

設 備 の 頁

7 . 排水糟、羽水槽 の 計 画 と 設備 /; 永 谷 法一 一 1

8. 冷 却 塔 と 煙 突 の 位 置 / 沌 口 J S保 ー…・… 2

9. ス リ ー プtl " i 凶の問題点/ 菅木 茂 一ーー 3

10. サ ー モ ス タ ットの概 要 と 取 り 付 け 位 置 /

竹 崎 哲 郎・1

11 目受 水松i 内 の 水 の 汚 染 と 問 題 点/

河 j;1t 隆之 .. . 5

12 冷 却 塔 の 騒13ー と そ の 対 策 / 池 沢 広和 . 6

13. 床 暖 房 の 配 信 ・ と 縮 工 / 三 木 itvG.. ... … 7  

14. 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー に つ い て /

中 野 賢 治… 8

15 帯 熱 そ う の断 熱 に つ い て / 金 子 稔 ー . 9

16 ビ ル に お け る 沼 気 の 省 エ ネ ノ レ ギ ー に つ い

て / 柏 l王l 裕・ ・ . . •••. ・ e  ・・ ... ーー10

17 . 消 火 設 備 の 改修 工 事の 問 題 点 / 中岡弘ー 11

18 . 冷品t 水 発 生 機 の 配 泣 計 画 に つ い て /

内 田 昌 文 12

施 工 材 料 の 頁

1 2  

4ら

7  大規模地 中 ｉ ｾ ｾ Ｚ ， ｾｦ 撤 去を ｻ 半う地下工事Ｏ

木 村 征 夫 1  

8 .  ti 't層 工 法 / 長 野 瓦 平 ・… ー・・・・・ ・ー ・ .. 2 

9  土 の 動 的 伯，1 ' 1 / 柴悶 微 .................. . 3

10.  R  ｃ 造による超ｩＧＮ Ｇｾｪ J音ピ l レ / 金 子 宏ー 4  

11. 建築手j'tt? のmn: 化 / 相] 山登喜: l i ! E" . . ・ 5  

12. 長 尺 松 ぐ い の 切 削 工 法 / 浅 野 満男・ 6  

13. 緩 性 火 薬 に よ る コ ン ク リ ー ト の 破 砕 /

日本建築協会主主材 委 只 会 ・牧 悶 顕 治 7  

14 . 奈 良 大 仏殿匁(&J 恨 工 事/ 伊 藤 善三 - … 8

15. ス ク イ ズ 式 鉄 筋 継 手 工 法 / 松 井 攻 ー 9  

16. 集 合 住 宅 の 浮 き 床 工 法 / 木 村 朔 ー … ー … 10

17 ア ル ミ 型 枠 を 使 っ た 無 足 場 工 法/

岩 崎 喜男 ー 11

18. 木 材代 仔 材 料 の 附 発 に つ い て /

岸 谷 孝一 12

日本建築総合試験所だより や

4ら

29. 新 年 の ご あ い さ つ / 坂 m. :Ii!t. . . . . ーー 1  

30 大 淀 分 室 に お け る 取 扱 業 務 そ の 他 に つ い

て / 中 山 次utt. …ー. . ・. . ・・. . .. ・0 ・・・ 0 ・ 2  

31  耐火椛: @ .  IりJ 火f . Yi ili お よ び 乙 種|坊 火 戸 の

個 別指 定についてＯ坂啓 ｾｾｉ ＿ .  .  .  . ーーー・ 3

32. 工 業 化 住 宅 認 定 制 度 に つ い て /

阪 国 慾 次 .............. . .. . 4

33 音 響 ・熱 部 門 の 現 状 / 一卜 合 毅 ・ ・・ 5

34. 工 業 化 住 宅 性 能 認 定 に つ い て ( そ の 2 )  

構 造 耐 力 性 能 に |却 す る 試 験 に つ い て /

。一 上 回 哲 夫 . 6

35. 1坊 火 材 料 に つ い て / 藤 川 怒 ー ー・ ーー 7

ＳＶＮ 新建材認証ｦｉ ｾｉｊ 交のあらまし Ｏ

ハ… 0 ・・・・・… .i E法 院 陽三 ・. 8

37. 繊 維 イ ン テ リ ア 材 料 に よ る 省 エ ネ ル ギ

効 果 / 長 総 1j.f彦 .. . . . . . . . ・・・・ 9  

38 . 防 火 構iit に つ い て / 坂 啓 智 ・ ーー・・ 10

39. 優 良 住 宅 部 品 (bet ter l i vi ng) 認 定ftil J.支に

関 連 し て / 谷 村 嘉 英・・ ............. 11 

40 鉄 筋 コ ン ク リー ト 造 建 物 の 耐 久 性 調 査 に

つ い て / 民 野 善 孝・一一 .. ... ............. ..12

若い会員の集いレポート や

4ら

怨 築 家 の た め の 「み ど り 」 学 習 会 一 街 中 の 樹

木 の 観 察 / 本 日 l雌 ・般 米 議二 ・田 頭 良 之 助 ・

原 因 奉 紀… 1

名 古 屋 の ふ る い ま ち と あ た ら し い ま ち を み る /

-千 葉 手口l戎 ほ か ー・ 2

コ ン ビ ュ ー タ と の 対 話 /

野 崎 秀 雄 o : r 子四喜八自11 ・4

解体修理 Ａ中 の立 Ｚ ￯ ＴｊＡｾ見学会Ｏ

本 多 克 チ ・':1' 村 信 夫 ・上谷: i l l . 男 ー5

策 手 建 築 家 に IHI < 一 一束 孝 光 氏 ・安 藤 忠 雄 氏

山崎 泰 孝 氏 の や り 方 / 飯 田 彦 治 ・三 宅 弘

小川 克彦 ・ 型 ｊ Ｇｾ ｉ 伺 ｈ Ｎ Ｎ 中 山鳥 ｩ 字 Ｐ ・ ･ ・・ ・ 6  

TE単 団 地 の ‘ み ど り " の 観 察/ 大 11尚駿 子 。… 8

解 体 修理 中 の T封 建 築 見 学 会一 国 宝 ・東 福 寺三

門 そ の他 / 赤 木 間 文 ・東野 良 平 ー・ー 一 一 . . 9

レク リェ ー シ ョ ン 施 設 を 考 え る ー一一大 阪 府 立

青 少 年 海 洋 セ ン タ ー / 大 久 保 久 能 ・稲 本 敏子

竹山 儀; fJ i . ... . ・・ . . ぃ・・・・ 0 ・・ 0 ・..・ e ・0 ・・ ・・ .... ..1 1

雑 ・ 追 悼 文

4ら
年 頭 の こ と ぱ

号
ｾ＠
J  

' 75年 を 迎 え て / 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次 ー 1  

本 年 の 抱 負

日 本 建 築 協 会 常 設 委 只 会 本 年 の 抱 負 / 日 本 建

築 協 会常 設 委 只 長 ・・・・・・… ・ーーー ー ・ ・ ...... 1  

デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

ユ ニ ットを 組 み 介 わ せ た 「 プ レ ハ プ白コ宅」 ・υ 1

トピ ッ ク ス

第 1 田村1戸 il ' i 辿築文化 n決定/ 自白井 美 彦 一2

竹 腰 健 造 先 生米 寿 を 祝 う 会

米寿を' i II うI : l / mi 辺fj1太白11...... 一. . .. . . . . ー4

追悼記

放 桐 本 捕 邪i 氏i ! l 伸文/ 北 垣 智 逃 ( 会告榊1) ..... . 5

放 西 村庄市氏i ! l 伸文/ 小林凶自II (会告側 ) ・・・・ 5

放 増 井 敏 克 氏 追 悼 文 / 北 垣 智 造( 月報欄) … 7

故 ィ 龍 邦一 氏 ili 仰文/ 福 中 定 三 自II( 月報榊:j) ーー 7

自主 山下 宗一 氏 追 悼 文/ 薮 本 芳 一( 付朝i側) … 12

A

S

A

 

昌二

匡司 4ら

日商岩井側大阪本社ピル新築工事的見学会 ( 第 2 回)0 i. 'h円

白 庁内西宮工場見学会. 荒い会只の* い 田解体修理中町古

他築見学会(3ト tJI水寺釈迦堂C1fI文) と成就院嵯間一。 日本

主Il 築協会名株会長竹月書館泣先生米舟を tll う会|制1mご袋内。

会目的受託。 ・ ・ ・. . .. .. .. . . ... . .. . ..・・・・・ ・・・・・・ 1  

ilfri 行総会! 制f I I iのお知らせ。 r凶会連作協定 工 ・r; 請負契約

約;¥k j の改正につい て 新 . ｭ ｬｾ ミテル新築工 ｬＧ 向見学会 。

第11回 「よろず相談住宅l員 j 1別llIi ・0 ・目・・・・ 目・・・・・ ・・ 0 ・.. 2  

ｲ ｾ Ｇｩ手建築家にｊｬ ｦｬ (  j 一点孝光氏、安雄忠雄氏、山崎泰孝氏

のやリ方一一ー.0 ql 之}::j センターピル新築工 '1>の見学会 ( tf1

Ｒ 恒 Ｑ ＩＮ 日本 ｩｬｬｾ 協会 町 民示窓紹介 。ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ 3  

i佐市 総会結* 軒itr. 」f本 ダイヤヒソレ新築工事的見学会 ( 首1

Ｑ Ｑｾ Ｑ＠ ). 近畿大学i雪下官11並びに附属病院の新築工・l' 見学会.

ill 築家のため の r;，. どリa 学習会( 第 3 回) 百二塁団地的 帆み

どリ 仰の観銭。 ・・・・ ・・ ーーー ーー ・・・ー・・・・ 0 ・・・ 4  

ｾ時評波民会決議 肉 お知 句 せ 。 病院建築に ｬ 見 ｬ する研修会 Ｎ

j.([ 悼文/ 綱本納雄氏 ・内村庄市氏 ー・ ー一ーー ..... . 5  

解体修理中町[' lits築見，，("会 ( 第 4 回) llil ::ii ・* 偏寺山門そ

町他 。i昨'j;:; 総会I : fHlIi j;凶知 . 西山記念会館 と旧ハンタ 住宅

Ｈ ｉｔ｜袈文化財 Ｉの ｾｾＢｬＺ 会 ｬ 昭和 ＵＰ Ｄｈｾ 日本建築協会旦 ｾι ｬ Ｇ 町

会務分ょ下、 会只 町受rt . lI !j 布150$1"1主日本ill 築協会常設委只

会委U. 沖縄海洋V . i l l 築写A JI< ( ( 反称) 刊行 ーー . 6  

II{{ 有I49if'/1: '1':) 佐世i作. lI !j .fl 149年度決算報告.r 第22回青年技

術. / ' 0特集号」の応募に ついて. 梅と人Hl Iとの対訴ー沖縄海

洋F恥主築写真集の刊行 ・・・・ - ー ー・・ー 7  

災自:'j 実験ソ ーラハウス 1 サ(太陽批利用冷 1I t ; 房システム )

阿見学会. 海とレクリエ ー ンョン純i設を巧える 〔大阪 I(.f 海

洋センタ ーl. 大阪駅iiiitt1 2 ピル の見学会 ( 第 1回)( 大阪駅

前市街地改造・1>1i m2版新築工 1"l . I'I' 縄海洋h民主築写 J 'i句

集巾込受付。制院生II 築に l則する研修会 (普通コ ース) Ｑ 別ｦｉｾ Ｎ

lT年技術お のみ主さま ヘ ー・ー・・・・・・・・・・・ー 一・ーー ーー 8  

ｪｴｦｲｩｾ 総会議決輔 ｩｦ･ｲ Ｍ 会 ｮ の ＧＺＲＺ ｲｴ (ill 設大臣表彰 ). なに h の

か 〈れた散歩道を歩 〈ーディ スカパ一大阪 その 1一。

ｬ 昭和 ＵＰ ＤＱ Ｇ Ｑ 主 ｊ 在 宅 ｾ，Ｚ下会 Ｈ ￬ｩ｜ Ｑ 印 Ｉ 大徳寺 町 茶 宅 比＿ の 会 Ｈ ￜ

投 縞 蒜 * -' ｲ 訟 の 〈き 句 ｌ 少なｾＱｉｉ Ｑ ｊ .. ..... ... .... .... 9  

京郎前1* ヒソレ新築工 '1>の見学会a 大1*ミ干の茶宅見学的会(2).

ill 築家のためのホみ どリ' 学習会 ( m 41面) ーみどリを建

築に . ｉ 昭和 Ｕ Ｐ ＡＱ Ｇ Ｏｩｩｬｬ 築工Ｇド実務 ｊｦ ｾｬ 会ｼ別 Ｑｭ お拘 ｬ らせ 。 沖縄

海洋Fぬ主築写真集 何百i.f!i につ いて. 第12困 「よるず相談f主

''t l昆 叩 ｲ ｩｬｬ 築 ｊ ｓ［本 ｾ ｦ 阿 の ため の 環境ｕｬ ｬ 姐 ｊ 予測 と対

策 Ｍ ， ［ ｾ ｾ￞ｬ 会開 ｉ ｉｬｩ Ｎ .... 目・..・・ ・・e ・ ... ••.. ・・・ e  ・10

主Ｑｬ ｾ Ｖ 団体介 ｼ 石川 ｲｓｉ ＺＮ 交礼会 Ｎ 会 ｪｾ 忘年ｾＡ｜ＪｊＡ会 的 ｯｊ Ｇ ｊｃ に つ い

て. ｲ ￭Ｎｬｬｾと社会 ｊ ｊ パ ｹ クナンバ ーの お知句せ ・・ー・ ＱＱ

ｾＱ ＲＱ 回工高生 デ ザイ ン コ ンクール 入 ｩ 猛打 Ｎｲ ピ ル 防災 の ゼミ

ナ- / I，.. J o処築 61' "14<イト1，;1新年交礼会. 会J i 忘年惣級会的'1'

11:. . . . . . . . . . . . . . . .. .  ーー ーー 一 .. ・・0 ・・・・・・・ ... ... .. . 12

月 報 4ら

• 

日本i . I l 築協会 Hlill 的動き ( 11円相49年11) J 分) ・ ・ ー 1  

日本i . I l 築協会Fl lill 町並i}j き ( 昭和49年12月分) ・ー・ー ・ー・ ーー2  

H本ill 築協会HHII の動 さ ( 11円相 50.1ド 1 月分) ・ー ー・ー ー3

日本.ill 築協会月川町動き ( 昭和 50!1' 2  rJ 分) .. .. .. . ..・ 4

n本ill 築協会 JJIIII 的問J き ( II{{ 和50!1' 3 月分) ・ ・ .  5  

円本ill 築協会 n川町印J き ( 11円相 50!1三4 J I分) ・・ .... . ..・ 6

n本主II 築協会 Jllill の動き ( 昭和 50!1' 5 月分) 一 ・ー ー 7  

H 本主I l 築協会 J11i11町並hき ( 昭和 50年 6 月分)・・ 一. ..... 8  

日本i . I l 築協会月間的抑J き ( 昭和50年 7 月分) ー ー・. 9  

Ｑ Ｚ Ｑ 本 ｩｬｬ 築協会 ｈｬｩｬｬ の ｾｲ Ａｊき Ｈ 昭和 ＵＰ 年 Ｘ ｈ 分 Ｉ ・ー・ ・・・ー 10

日本総築協会n川町即J さ ( 昭和 50!F 9 月分) ー ... ・11

H本主I l 築協会 JI Iii Iの仰J き ( 昭和 50!1' .10月分) ・ー ・ー ー12
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大阪市における「大規模建築物の建設計画の事前協議に関する

取扱要領実施( 技術) 基準」の実施

続要

て阪市において、昭和 49年 5 月 1 日より、 「大

規桜建築物の建設計画のZJ"; T i I j 協殺に附する取扱

二重配管を考慮すること」と定めている 。

第 4 ( 消防水利施設)

消防水利地設の設出4主主幹として、建設計画区成

要領J ( 本誌1974年 6 月号法令コーナ - 81にぬ，1主) 内の各部分から消防水利施設に至る距維が70メ

に基づき、一定規模以上の建設計画に対する 「司王 ートル以下となるよう消防水利施設を設置する

前協議制度」を笑施してまいりました 。 さて、 こと、消防水利施設の桃j立は 40立方メートルま

このたび同要領の「実施( 技術) 法準」ができ たは 100立方メートルの答品をもっ鉄筋コンクリ

ましたので、ここにその内容の概絡をお知らせ ート造地下式防火水村i を原 ftlJ とすることを定め

いたします。 ている 。 また防火水仰にかわり一定条件を備え

なお、全文につきましては、大阪市建築局建築 ている場合は消火栓て許可とすること 、周辺の既

指導部指導課て、配布いたしております。 存の公設消防水利施設を有効とみなすことを定

( 大阪市建築局主. I l 築指持部指i ! ，! : I I l 尾野雄三 ) めている 。

大 規 模 建 築 物 の 建 設 計 画 の 事 前 協 議 に 関 す

る 取 扱 要 領 実 施 ( 技術 ) 基 準の 概 略

第 1 ( 交通安全施設)

交通安全施設の設置基準について、そのt !UJ i お

よび設置にあたっての留意事項を示し、歩道改

築および間切りについて定めている 。

第 2 (下水道)

下水道地設の設置基準について、「建設計画区域

の規模、形状、地形、建築物の用途及び降雨量

等から想定される汚水及び雨水を、有効かつ週

切に排水できるものであること 。 ただし、 ili が

周辺の状況を考慮して排水設備を必 ｾｬ する必ｾ

があると認めた場合は、事業者は、 rnの方針 lこ

協力するものとする」と、基本的巧えを示し、

処設計画i区威内の排水設備と公共下水辺との被

絞等および区域内排水管の管径の$ ' ? 出万法並び

に区威内の計画汚水量が市の下水道計画による

汚水量i を超える場合および公共下水道の他の地

設に; 拶響のある場合の錯置について定めている 。

第 3 (上水道)

第一に、上水道施設の設置基準について、給水

施設の設計の原HI J および計画給水11J : のt ) 定 } j 法

を示して、「給水方式は、給水栓まで白接給水する

直結方式又は受水槽への給水口まて。給水する受

水槽方式のいずれかとし、原I 1IJ として ーの建築物

に直結方式及び受水槽方式を併用しないこと 」

として、受水槽方式によらねばならない要件、

受水槽の設置場所および椛造、日正設給水装世の

統合および撤去する場合の十if 世、メーターの設

置基準並びに附近の給水状態に余裕がない場合

の併置について定めている 。

第 5 ( 消防活動等に必要な道路等)

建設計画区域内の火災等に際する悌子阜、スノ

ーケルll1および政水浴J j 1が進入して消防活動を

行うために必要な道路、通路または ｾｲ 也の設泣

恭準として、 t弟子111害事が二方向から容易に進入

できること、自力 ｩｬｬｩｾ 佐が困維で ｬ ｾｦｊ 口音 Ｑ Ｑ のある外

壁而の少なくとも - TI旬以上に平行して設けるこ

と、建築物から 5 メー トル以上はなれないこと、

車両重量20 トンに耐えられる構造とすること、

幅員は原 MIJ として 5 メー トル以上とすること等

を定めている 。

また、綿子111の有効活動aむ閤図、 t弟子卓等の右

左折に必裂な道路等の中日只表および右左折に必

要な隅切りの範囲図をやl している 。

第 6 (ニ・み収集施設 j

「ごみ収集施設とは、ダストシュート、持出し

ステーション及び空気輸送地設 ( 以下「一般ご

み収集施設」 という 。) ｾｪｾ ぴに粗大ごみ集戦場を

いう 」 と定義し、用途別設置基準として、 「専ら

居住の用に供する建築物にあ っては、 一般ごみ

収集地設のうちのいずれか一種類の地設を設置

するほか、制大ごみ' * 相場を設i I T すること J r I苫

古I i 、事務所等と併せて居住の用に仰ぐする建築物

にあ っては、 一般ごみ収集地訟のうちのいずれ

か一種類の施設を、居住の用と、居者i I i 、事務所

等の用に区分して、それぞれ別例に設置するほ

か、粗大ごみ '*fl 't場を百貨世すること J r その他の

建築物にあ っては、持出しステーションを設置

すること 」 とし、 一般ごみ収集施設および組大

こ' み，*.IJ '[場の椛造について定めている 。 また、

集積場へ収集車両が容易に進入でき、かつ前進

のまま退出できる通路を設置Iすることと定めて

いる 。

第 7 ( 適用の緩和等)

また、核道の原則J (中高貝 6 メートル以上の認定

道路に接続しなければならない ) を緩和できる

要件を定めている 。

×  ×  

なお、この基準は、昭和50年 9 月22 日から実施

している 。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

「建築関係法令の研究 4J まとまる

日本建築学会建築計画委員会建築規準小委員会

では、白石- P- S - 三主査を中心として、近畿支部の

委艮によって、建築法令を法学的立場で研究し

てこられたが、今般、 「建築関係法令の研究4J

をまとめられた。これは、昭和47年版、 48年版、

49年版につづく第 4 111)- 自にあたるもので、内容

は法令コンメンター j レ、独立論文、委貝会議事

録抄の 3 部で成っている 。

今固め法令コンメンター l レには、つぎの 39項目

の具体的適用例に対する評釈が集録されている 。

(前回は 58項目であった )

( 採光 ・換気 ・便所) 5. 6 省略

1  . 道路に面する窓の有効採光商般のj ? : 定に

ついて

2  中庭に面する' ! i E . の有効採光面ti't のt ) : 定

3  有効な採光面積の算定に隣地斜線制限を

考慮できないか

4 . 随時開放することができるもので仕切ら

れた 2 室の採光と換気

(防 火) 9. - 17 省略

7 .  r屋般を不燃材料でふく又は造る」と「外

笠を不燃材料で造る 」の定義

8 . 簡易耐火建築物の屋根王手材に強化ポリエ

ステノレ板を用いる問題

( 階 段 ・ 廊 下 ) 20.  - 21 省略

18 . 法定以上 に任意に設ける階段の構造

19. 出入 口扉の 開放 l侍に廊下、階段の有効 lt ffi

が減少する問題

(排 煙) 24.  - 30. 省略

22. 排煙規定における居室と廊下の区別

23. 防煙区画の設け方について

(敷地・斜線制限・地盤面・階) 33. - 39. 省略

31. 中日 4 m未満の道に接する敷地における問

題

32 .  rみなし道路」の問題点

そのほかの独立論文等にはつぎのものがある。

・建築基準法令における文理解釈と論理解釈

. 防火と避難の法理

・大阪市美観地区条例 (仮 称)案要綱について

. 近代的土地所有権と社会的土地所有権

• rその他これらに類するもの 」の解釈(討論)

. 建築物の用途名称による建築基準法令該当

条文索引

・建築|掲係法令参考文献目録

第二に、回収利用等の水の合理的使用について、

「ー の建築物 ( 住宅用の場合を除 ( ) の 1 日当

り最大使用水量が1000立方メートル以上の場合

は、水の循環利用をはかること 」および r 1 日

当り最大使用水量が1000立方メートル未満の場

合及び住宅用の場合においても、館17/<1佐官出具ーの

使用 若手、水の合理的使用をはかること 。 また、

住宅用以外の場合には、将来の術I1i 利用に {imえ

「主要領」 第 2 に定める規模の建設計画であ って 腕入の申込先は、日本建築学会本部資料頒布所

も、公共公益施設等の ｬ 刻￬Ａｬｉにおいて Ｉｪｩｾ 響の少な (東京都中央区銀座3- 2- 19 電話03- 535-6511 )、

いと認められるものについて 、「要領」を適用し または同近畿支部 (大阪市西区靭 l ー118 大 阪

ない場合の姿件を定めるとともに、工Jtll が数次 科 学 技 術 セ ン タ ー 内 電 話i06- 443- 0538) で、

に及ぶものについては全工期の規肢で「要領」 ￥ 1，500で頒布中。

の適用を判定することを定めている 。 UI Jl lll l11J1J1J1llU1111111111111111111 Jl IIIUI JIJI Jl IIIII JlJl ILUU 
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水に、スキをみせるな。

0.01 ミリのスキ問でも、 7K は遠慮しません。

〈日アス 〉は、防水工事 ひとすじに 50余 年。

この小さなスキ聞との、 長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマー トによ

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 (特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国90 カ所にも

およ ぶ く日アス 〉ネッ トワークの、水 もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目くださ い。

地 区

北海道

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

日新建工(株) 仙台支l苫

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会牡

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京渥膏株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

里子ロ 工材株式会社

務図工業株式会社

富士エ材株式会社

1事涯青興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条;1膏工業株式会社

7 サル渥膏工業株式会社

大和工業株式会社

;1青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1膏株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業(株 ) 大宮支底

石田建材工業(株 ) 宇都宮出張所

;! _ 青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商底

同和建築株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社
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区

区
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U
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市

市
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m
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m

m

m
剛
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部

部

部

部

m

m

m

m
賀

市

市

市

市

宮

富

市

市

市

山

市

山

市

市

市

市

在

悦

川

路

脱

小

ム

口

京

京

京

・

山

小

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

い

を

尽

京

・

尽

刑

制

浜

浜

崎

野

町

山

部

門

γ

潟

野

本

間

岡

沢

井

水

附

所

船

岡

地

釧

ル

バ

仙

東

京

点

取

点

点

東

京

市

胤

東

京

白

米

点

点

京

市

胤

点

点

点

東

京

航

陥

債

山

k

J

山

子

・

一

下

水

新

民

松

山

-

H

川

t

M

K
川

崎

電 話

T  E  L  (231)  7  5  1  1  ｦｾ＠

T E L  ( 32 ) 0  0 8 4  

T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

T  E  L  (221)  5  0  1  5  

T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

T  E  L  ( 62 )  4  1  0  1  ｦｾ＠

T  E  L  (842)  1  4  3  1代

T  E  L  (385)8153・(389)4創6

T  E  L  (802)  3  8  7  1代

T  E  L  (363)  ，1  3  4  1代

T  E  L  (，162)  5  3  4 1 f t  

T  E  L  (634)  0  8  2  1代

T  E  L  (433)  1961  . 8485 

T  E  L  (883)  3  1  3 1 ft 

T  E  L  (803)  34 8  1  - 3  

T  E  L  (252)  5  9  0  3  

T  E  L  (803)  2  .1  11f t  

T  E  L  (403)  0  1  7  1代

T E L  (444) 3 5 3 1  f¥: 

T  E  L  (263)  4  8  6  1代

T  E  L  (634)  0  1  6  1代

T  E  L  (362)5697・(369)5697

T  E  L  (208)  0  2  5  6 代

T  E  L  (643)  3  9  6  3 代

T  E  L  (842) 6  3  1  1代

T  E  L  (802) 4 7  5  1代

T E L  (861) 2 7 0 6 - 8  

T E L ( 22 ) 4 2 8 8  

T E L  (<121) 6 5 2 1 - 2  

T  E  L  (231) 4 4  6  1  

T E L  ( 22 ) 3 3 0 1- 3  

T E L  ( 53 )  1 2 2 5 - 9  

T  E  L  (35)2816・(34)制24

T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

T E L ( 41) 5 1 4 1  代

T  E  L  ( 45 )  2  2  5 1 ft 

T E L  ( 27 ) 0  2  9  8  

T E L  ( 58 ) 3 1 8  7  

T  E  L  ( 22 )  0  9  9  9  

T  E  L  ( 23 )  0  3  9  1  

T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

T E L  ( 23 ) 0775 '  0885 

T  E  L  ( 45 )  2  2  2  1  {t 

T E L  ( 85) 9 1 5 1 - 2  
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日新建工( 株) 大阪出張所
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7 ) レエス工業株式会社
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中村涯青工業株式会社
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株式会社巴商会

大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

株式会社7 ルマス河野商底

株式会社山 本商会

大三工業( 株) 高知支底

安藤工業株式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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中 部 支部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19(妓 阜 正 ピ ル ) 日 新 工業 名 古屋 出張 所 内 宮 ( 741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日新工業 大 阪 支l苫 内 包 ( 329)

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  日新工業 九 州 出張 所 内 包 ( 451 ) 1095 代

東 北

関 東

信 越

北 陸

近 畿

中 国

四 国

九 州

1 4  



築 と 社建
A

Q

E
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ニュース lii. いをお送リ〈だきも」

第 12回 よ ろ ず 相 談 住 宅 展 開 催

11 Ｉｾ＠ 7 日 - 12 日 の 6 日HIJ 、 そ ご う (i 1'( 1;>; 7  1; 皆特

設 会 場 に お い て 、 日 本 位 築 l励会主H l i 、 大 阪 I{.f' .  

大 阪 市 ・ 住 宅 金 融 公 1，11 ' 日 本 fi ，毛公 開 ー仰i 日 新

Il I I 社 後 仮 に よ る 恒 例 の 情 よ ろ ず ，1m 斑L i ミ毛皮" ( 第

121日) ヵ'1mHl i さ 11. "こ 。

子守?円空住宅民

大 阪 建 築 設 計 監 理 協 会 発 足

さ る 11 ) J  1 口、J l ミ区の住吉IS kJ! f託 会 館 に お い て 、

ｉ ， ｬ ｬｪ 佐 ｆ ＺｪＧＺＶｍＭ ｆＯｪ 休 『 大 ｬ 仮処ｾ :ut ， Ｑ Ｑ ｾ＠ｾ Ｚ ＺＺ凪 ｊｬｬｬ 協会 』 の ， 没

ぷ 総 会 が (; fJ Hl i さ れ 、 初 代 会 民 に 山 市1れ 主 夫 氏 ( 大

組 E没，11 取 締 役 社 長 ) が li..t H:、 正 式 に 発 足 し た 。

，｛止，ｴＭｉＧ Ｎ ｉＮＺ［［ ｛ｪ Ｑ ｉＮ ｴ ＮｚｩＭｴＩＵのｾＧＱ 三 ＭＯＧ￭ Ｇ Ｈ ｉ Ｇｊ Ｇｩ Ｇ立ド ｬ Ｇ をめぎす ｦｯ［ｪ会は、

イ1:: 1仮 '.'l; 佐伯: 築 ' Wl j j 所 の イI ぶ ( 設 立 発 起 人 42H 、

44名 ) が I母 体 と な っ て 進 め て き た も の で 、 1 "1  

税 布 154社 がl川 入 し て い る 。

なお、役以入手、定，7 b ; など位話役によ っ て 進 め

ら れ て き た 名 従 は 、 問 主 将 会 長 が- Ui f f l り と な リ

会 長 の も と で さ ら に 検 討 が ))11 え ら れ る 。

〈設立趣 芯 ｩ ｾ ｩｾｾＩ＠

抱E築 設 計 思i 恩 来一務は、 そ の 第 三 者 的 中 立 性 に 拠

。ｽ、人 ｬ ｾｬｊ のよりよき生前開境を自 ｉｊ ＮｩＱｴし、これを

f呆J寺 す る こ と を 目 的 と し て お り ま す カ 人 わ が lfil

の tnザl ・法 制 続 済 お よ ひ ' 社 会 の 特 株 性 に 依 リ 、

現 花 そ の 目 的 を 十 分 に 換 し え て は お ら ず 、 む し

ろ 最 近 は 逆 行 し て い る と も い え る 状 態 に お か れ

て い ま す 。

本 米 、 自 由 か つ 独 立 の n;t.'.'f. に 立 ち 、 ま た ; m 先 獄

が 明 治 以 米 そ の 純 化 に 努 め て こ ら れ た 、 設 汁 』 計 三

理 事 務 所 の 戦 能 を 雌 立 さ れ 、 住築設計l ' . 'e. .f!Jl 'J 工務

を 専 業 と し て 行 う ・l工 務 所 内 団 体 がJ也J或 ご と に 設

立 さ れ 、 i I I に 全 凶 的 に 大 同 団 結 す る こ と は 、 阪

め て 酒 Jl J j ( 内な意味をもつむ の で あ り ま す 。

すでに、中央におし、ては、仮，ｦ￬Ｇ ｊｾ 日本総築設計ｾ年

四l 協 会 述 千 子 会 の 発 起 人 il' ifflii 会 が 発 足 し 、 米 た る

11 月 中 旬 に 設 立 総 会 的 I.;}.j Hi i が 決 定 し ま し た 。

こ れ に 辿 'i l i す る べく 、 わ た く し ど も 大 阪 府 下 の

Ｍ ｾ ｉ ｬ 業Ｎ ｝Ｇ ［務所が、設 ｪ Ｇ ｬ ｾ _Ij;;;: 組 専 業 一 本 化 的 大 義 :y， 分

の下に、 l児f主 の 建 築 臼If.本 に こ だ わ る こ と な く ー

欽団結して社会内袋制に応えるため、 Ｍ ｾ ￕ 泌 ｩｬｬｬ

す る こ と を こ こ に 訴 え る も の で あ り ま す 。

陸自圃園園

『都 市廻 廊 あ る い は 倒 的 中 世 主 義 』

長 谷 川 尭 著 A  5 判 460頁 '" 2， 900 相 模書 房

今 回 、 住 築 に 対 し て 明 確 な 机 座 を も つ こ と は 非

常 に む つ か し 〈 な っ て き て い る 。 そ し て 、 多 様

化 す る 担 ! W i の ま え に 拠 り ど こ ろ を 失 っ て 立 ち す

く み 、 ま た 、 引 き つ ぐ べ き 近 代 住 銀 の 泣 産 ー を も

狼 仰 で き ず 、 本 か ら の 苦 痛 に 尚 ち た 出 発 を よ ぎ

な く さ れ つ つ あ る よ う に 忠 わ れ る 。

剥主主1f. r抱! Wi J に辿!i l在 さ れ た 「日 本 町 中 世 主 義 J

を中，レにまとめ句れた本ｻ ｾ ｽは、日本近代合理主

義 組wi の 流 れ の な か で 、 忘 れ ら れ た 糊 流 で あ る

" 中 世 主 義 の 系 符 を 解 明 す る と と も に 、 そ の

視 庖 よ り 攻 災 を f照 射 し 、 さ ら に 世 界 を 実 現 す る

人 川 へ の 立場 へ と 自 己 を 回 復 さ せ る 中 世 主 義 の

不 可 欠 な 判 事11力 と し て の 恕fj !，力 〈芝 1吾 っ 気 〉 の

辺、悦を l訓 示 し て い る も の で あ る 。

t.o 1  i 置 は 、 永 井 荷 風 の 者11市 へ の 税 鹿 を も 介 し て

日 Ｇ［ ｩ ｾＧ 的 ｴ 止 界 に対し、反ｩＡｴ界としての 有 Ｑ ＱＱＧ Ｑ ，をＦＮキ 此

した型Z木 駅 貨 を 、 そ し て 水 上都 市 町 中 村 鎖 な ど

を 紹 介 し つ つ 、 こ の 中 世 主 磯 者 ー の 反 逆 が 引 き つ

が れ な か っ た 迦 由 と し て く 芝 居 っ 気 > ］ ｾ、像力

に よ る 主 主 織 の 内 的 充 実 = の 枯 渇 を あ げ て い る 。

ｾ Ｚ［＠ 2 茸置で は 、 4 トキ日次日目的 「 者 Ｑ ＱＪＦ 巡の宇民本部 ｾｊ

クロｾトキン、大杉栄、そして賀川辺彦などが

紹 介 さ れ 、 客 観 主 義 に 対 し て “ 空 間 を 体 現 す る

思 11t 、 内 宮11の ふ く ら み と し て の 〈 凶 い I也 〉 の 思

惟 が 展開 さ れ 、 更 に 回 図 都 市 論 が 述 べ ら れ る 。

ro 3  iif. 1立 、 大 正 l時 代 に 建 築 教 育 を 受 : け 、 そ の な

か て 寸 時 代 的 思 沖 " と い う べ き 〈 中 世 主 義 〉 の 大 気

を l呼 吸 し た 、 村 野 雄 吾 、 今 井純 次両氏へのJ ! l < ， IJ){

を こ め た 論 述 を 通 し て 、 "ll' 11分 か ら 全 体 また、

下の忠。11症 を 諜 魁 と し て 持 き 出 し て い る .

な お 、 本 位 は 本 年 皮 肉 毎 日 出 版 文 化 : l l を 受賞 。

企企五ｾ企ｾ企 ｑ 正ｾ企 ｊＺ￠ｌ ｨ 樹の話シリーズ・ ＱＶ 企ｾＶ｟ Ｖ

ヒ マ ラ ヤ ス ギ

Ceclrus  Oeoda ra L oud 

まつ科

12  FJ の 闘 で お 訴 に な り そ う な も の を き が す と な

る と 、 な か な か 述i 当 な f討 が 比 つ か ら な い 。 / 高架

附 は 保 木 と な っ て 特 徴 が な 〈 な る の で 、 や は り

'i;¥' UIMの '-1' か ら 季 節 般 の あ る も の と な る と 11u.l '刃4

'1'1' の あ る 針 民 附 で 、 ク リ ス マ ス ツ リ ー に な る モ

ミ析 が 候 補 に な る 。 し か し 、 モ ミ の や11Hl J は 日 本

で は 打11d; の 公 共 宅 川 に 制 裁 さ れ る ( 9IJ は ま ず な ぃ

し、. f ; [ . 縫でもまれにしか f!l.' Jf J さ れず、. i 1 L 1重l樹 木

と し て の 作i回陀に久ーけるきらいカe あ る 。 そ こ で

他 に . ク リス 7 ス ツ リー に も 似われ、i l l : 1>:I IIM と

し て も よ く 利 1日されるヒマラヤスギを今) j のt d 1

としてt ; t : . り あ { ず る こ と に し た .

ヒ マ ラ ヤ ス ギ カf ク リ ス 7 ス ソ リー に な る こ と は

H 本 で は あ ま リ 知 句 れ て な い が 、 ア メ リ カ に は

イT :y，な ヒ マ ラ ヤ ス ギ の " ク リ ス マ ス ツ リ ー iul り.，

が あ る 。 ! 何カリフォノレニ ア の ロ ス ア ン セ ソ レ ス の

近 く で 、 パ サ デ ナ di 円 安11外 ア ノ レ タ デ ナ の サ ン タ ー

ロ ー ザ i打 で あ る . 2 年はど，jiJ に J J U也 を 比 た こ と

が あ る が 、 距 離 約 1. 5km、 約200- ' 1<の比. j¥: なヒマ

ラ ヤ ス ギ の ，1巨木 で あ っ た 。 f正年クリ ス マ ス に は

'，t;: m，てω 飾りつけして、. : l E 木全体が? 1) ス マ ス ツ

リ ー の 佐 木 i立 に な っ て 光 リ 絢 { く そ う で あ る 。 ク

リ ス マ ス に 赴 J I' - /!l:.>o!. た い も の で あ る 。

ヒマラヤスギは Ｇ ＧＺￎｾＧ 主主的針葉樹で、 J Z さ 50 111 に も

及 . " 大 本 に な り 、 附 形 は 端 正 な PJ j' ft 形 で 、 伎 は

や下にi ] i ，t L 、 下 位 が 地 1mに つ く の も あ る . 4片

山 町 辿 リ . ｊｪ［Ｈ，ｾｬＧｦ ｪ 也はヒマラヤ山地及びカシミﾭ

J レJ 也 Ji で、 γ: 名 の r C edr us j はアラビア; ; /fて'

r  7)  J を な 味 す る と い う 。 こ の C edr us !tJ!， を 一

般にシーダーと総: 粉、し、日IJ :y， ヒ マ ラ ヤ ン ー ダ ー

と l呼 . ，. ことがある o r D e od a r a j は ヒ ン ズ- m

てボ1
1的 防! とい う芯:1味 だ そ う で 、 イ ン ド で は 此. 1' (

なヨ巨木であった 。 101 -'1<:y，で ヒ マ ラ ヤ ス ギ と い う

の は た ー が ね に 似 て い る か ら で あ っ て 、 す ぎ 料 で

な く ま っ 料 で あ る 。 q-，いqで は r;' 松 と い う ら し い 。

も っ と も 杉 も ア メ リ カ で は シ ー ダ ー で あ リ 、 ヒ

ノ キ も セ コ イ ア も シ ー タ ー が iul :y，と な っ て い る 。

C edr us  J，J!， に は こ の ヒ マ ラ ヤ ン ダ ー の 他 に レ

ノ 〈 ノ ン シ ー ダ ー ( 樹 形 が ヒ マ ラ ヤ よ り 列 刊 (1') で

主主が制し、 ) と ア ト ラ ス シ ー ダ ー ( 伎 が上 1旬 、 外

仏l し 楽 は 1，止も知、、 ) が あ り 、 欧 米 で は こ れ ら の

J，を 多 〈 用 い て い る 。 ヒ マ ラ ヤ シ ー ダ ー は 19'111:

紀 中 頃 に イ ギ リ ス に 的 f ー が 入 り そ の 後 ア メ リ カ

にも Ｍ ｩ ｾｩζＱ 止 した。 日本には叩 ｊ i;'; 12年 以 イ ギ リ ス 人

が拘チを持ち込んだという 。 生 ｨｾ が ＡＱ ＱＮＮ < 、 土 地

を逃ばず、ｾＩＭ［さに強〈、列 ￆ に耐え、移 ｍ ブ ｊ L  

あるのでその後この附の ［ｉＺｩ 裂は ｦｾ 目 、述に日正リ、

公 ｬ 朝、正 ｾｊ 世 ｬ 、 ｊ ，Ｎ ｾｪ 也等に Ｇｩ［Ｇ［ＪＧ 主制の代表ーとして ｾ ｾＯ＿

し く 制 え ら れ て い っ た 。 しかし、都市邸宅克の: I t

ｦ ヒとともに、こ の ｾｊｴ の大会 ｌ 汚 染 に 対 す る ほ 抗 J J

( 7 ) り首さカサ行事市さt L 、 ま 1.:. 、 .f1{カ勺主し、たグ) Iニ" f i J!且L

11寺に伊l 木 が 多 〈 、 l! J.(: j! i ではその，; HHi を か な り 下

げ て い る 気 配 で あ る 。 だ が 端 正 で 僚 主 主 な 樹 形 と 、

ｴｦ を ＮＺｷ ぴた向緑色 の 主主 の色の 夫しさは、Ｎｩｩｬ Ｑ Ｇ ｾＱ 悩

としても一級 ｳｒｺ であり、まだすて ｾｦ ｬＺＢ、アジがあ

る 。

+ 止 慌 が 大 き い の で彩、嵯 |車l よ り も 公 I刻 、 並 木 町 村t

Ｎｴ ｬｴ に ｩ 直している 。 ｫ ＱＮ、正 ｾｉ ，［ｬ ｬ に品耐える場合、十止先を

止 め 、 ふ と こ ろ を ほ と ん ど 刈 込 ん で ス ケ ス ケ に

し た 抑 定 法 が よ く μ ら れ る が 、 こ れ は ヒ マ ラ ヤ

ス ギ の 本 米 の f針 形 美 を 台 無 し に し て い る よ う に

思 う 。 京 都 I{，f- 立 刷 物 l週 や 京 高11大 学 Jl.星学音11の A U

にヒマラヤスギの並木の好 ｦｾｉｊ が ｊ ｯＡＮられる 。

く森 下 記〉
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和気藷々

お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華麗さの中に、自然と心やすらぐ. . . . . . トー タ

ル イ ン テ リ ア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。

N  Ｍｅ 彊ｾ
一

大阪堀江 / 心斎橋/ 東京

-

関

西

崎

.

近

鉄

綿

・

南

海

綿

・

地

下

鉄

蹄

堂

筋

線

四

y

嶋

線

千

目

前

崎

. 本1吉/ 大 阪 四 ツ 橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06) 531 - 6 4 5  1  ( 代表)
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口 写真と概要をど しどしお送 り〈どさい.

凡fylJ: a. 所布地 b  敷地而f l 1 c  主 ｝｜ ｾ ｪｬｩｪ ｦｬＧ ￭ d  延而f J ' i e  構造組収 f  工WJ E- 圏

1162. 全 日 空 沖 縄 社 宅

ぷ.fl' : 大 建 設 計

施工 熊 谷 組

a 沖 縄 県 郎 副i di  'i 小 M

1165 .  自 )  11 

b .  4‘ 794.90111'  

C .  782.77111'  

d .  3. 117.57111'  

e.  R C . 4 F  

r. 1I日干11491)' 10JJ -1I (H11501)司 8 JJ 

」ロa、
農 イ主 団 地

，没.il' : }膏 水 建 設

j池 r'，: ;膏 水 建
吾邑 ん又

a.  NIJ '  di ;]'11;';1バ (IIIIT; 5  - 57 

b  11. 427 .9m'  

c  2.275.2111'  

11. 376. 2m'  

e  PC 、5 F

r .  1I(1f1l 461)ユ10JI-II({ 制14811' 12J  1  

1168， 朝 日 プ ラ ザ 小 阪

.Ui .il' : 熊 谷 組 大 阪 支 庖

地 lて 熊 谷 組 大 阪 支 庖

a  米大阪 di ｾｩ＠ ｾＧＡＭ多 Ｓ ＳＶ ＱＱＧ，阿見

b.  7，033. 49 m'  

c .  4町 085. 85m'

d .  19 ，575. 56m'  

e.  RC 、6 F 、 P2

r. 1I(f制148"1' 2  J1 - 1昭和149
i
f 3  H  

1163 . ロ イ ヤ ル 魚 崎 I 1164. 京 福 修 学 院 マ ン シ ョ ン

I  1166 .  

設計 竹 中 工 務 庖

地J : 竹 中 工 務 庖

a.  N'J' di 止と i輔|メ:' (fl 由ふ|じ日f 8- 6・7

b.  1.791. 83111'  

C .  695. 15111'  

d.  3.758.02111'  

e.  RC. B1 . 5F 、P 1  

r. 1刑制148$) 三11 JJ -1I ({f1149i l' 10 JJ 

宝 塚 パ イ ン ク レ ス ト

設計. アーバンライフ建築事務所

地 ー仁。 j膏 水 建 設

。i( 塚 市 梅 野 田f 29 

2. 459. 11 111'  

c  1. 566.00111'  

d  8.041. 00m'  

e  RC 、6F 、P 2

r.  11日制147
i
p 1  JI-II({ 制148"1' 5  J  1  

1169 ， 宝 塚 口 ジ ユ マ ン

ぷ，iI 鴻 池 組

施正 鴻 池 車E

a.  ＧｪＨ 塚市ＮＯｾ .{fi 点 的 掴f 274 1血

b.  6. 370. 86m'  

c.  2. 172. 82m'  

d  .  11. 704  .  39 m'  

e.  R C .  6 F .  P I  

r. II({ 干1148年 2 JJ-II({ 利49年 3 JI 

1167 .  

，&'，;1- : 竹 中 工 務 底

地 1'. 竹 中 工 務 l吉

a  点目Ji di '" ，;( 1メ.111端也1III ' IIIIIIf

b.  1. 415. 01111'  

c.  827. 75m'  

d .  4. 561. 95111'  

e.  RC 、6 F 、P 2

f. IIt仔1148"1・7 J I - I 昭和1491
1' . 5 J  1  

ゾ ン ネ ハ イ ム 芦 屋

ぷ，11 中 島 建 築 事 務 所

U血r: ;膏 水 建 設

，"; h{  di ｾ｛＠ ，". J; { 田f '11  

2. 528. 10111'  

1. 107 .09111' 

8. 257. 38m'  

R  C. B2、7F 、1' 2

1I ({flI 48iF 8  J1-1I({f1l 50
1
ド2 JJ 

1170 ， 夙 川 台 サ ン ハ イ ツ

き Ａｾ ＱＴ 主主魁喜週 ｅ 型 ｈ Ａｴ冒十 Ｎ ｾ毎 月 時
"..... 1'1 サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト

総工 . 三 井 建 設

｡Ｎ 凶ＧＺＺｾ di 伯 立 田f 83 I存 ほ か

b .  25，800. m'  

c.  6，425. 97m'  

d .  18，025. 86m'  

e.  RC.  (Al f3F.B悼i7F. C悼3F. DIt¥F )  

[ .  1Ii'{手fJ 47SI' 12月-1Ii ' l f1149i p 7 月
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ｾｾ［Ｇ［ｉＢＢＺｉ ード

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性 の す ぐ れ た 防 湿 床 材

特 長

1  耐久性: 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり抵: t 克' 性: すベり十正ナ克性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

、..，

フリントコー トに つ い て の お 問 合 せ は 下dCへ

の

ｪｊｦｦｩ武 ＸＵＱ シ工 ｊ レ厄 ｾ￦ｸ 版発売所
' - 7 - . 1 ｾ＠ I - :1: ｾ＠ I - 施工販売部

大 阪 ⑮532 大 阪 市 淀川 区 西 中 島 2 丁 目 11'番 30号 室宝 ( 06 ) 303 ー 7 13 1

東 京 ⑤104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番地( 第2ぬ 円 彦 ビル3階 ) 宮 ( 03) 56 2 - 4646 

名 古屋 ⑮461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3 の 47 ( 日本編ピノレ4 階 ) 合 ( 052 ) 93 1- 8537 

広 島 ⑤730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西林ビノレ 3 階 ) n ( 0822 ) 2 1;:- 1  224  

福 岡 ⑤8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) n ( 092 )  77ー196 1
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建 築 の 眼

ケ ル ン の 公 園

梶 浦 恒 男.A阪市部封 筒 話相学部住居判住生活制 度

坂 本 勝 比 古 . 炉 問育委員会・社会縮 図閥、工学問土

瀧 光 夫・ 瀧 光 夫 建 築 都 市 o 5 : ot 事 務 所

荒 川 治 徳・ 清水 建設大阪受后佼術部俊i稲妻

7 月号 より 12月号まで」ニ記 4 氏で担当

ヨーロ y パ の 打11市 を み て J t く と 、 公 WI の Jよ い こ と と 数 の 多 い こ と に 鰐 か さ れ る ケルンを ｦｾｉｊ にと っ てみると、 ＱＱ Ｑ rl i1. lij 也の

自 ＱＱ 心部分となるところは、約 Ｓ 分の Ｑ がライン 川 に Ｑ Ｈｬｪ しており、伐りの Ｓ 分の Ｒ ＮｦＧ Ｂ は、 Ｒ Ｐ Ｐ ｭ ｪ ｌ￭ＺＺい ｩｊ ｊ をもった公 ｉｾ￬ｬＧＺＭ ｬ ＧＮ］ にかこ

ま れ て い る 。 ケ ル ン の '1 ' 火活尺から 3 - 4  kmの と こ ろ で あ る 。 そ の 外 がわ、 '1' 心 か ら 8 km. f ' 止のところをさらに IIJ 1  kmあ ま り

の樹林 市 が、 行 Ｑ ＱＢ Ｑ の、い分近くをとりまいている 。 この防 止 Ｚ ｾ ， ［，［ｾ Ｚは全くの森である 。 広々とした芝牛と Ｑ Ｇ Ｑ 然 ｦ ｊｬ ＧＨ Ｑ 色の ｊ 昔、が延々と

つづく。 子供たちが織のなかで、技木を ｫＺ ｬ ｬ みあわせて小 ｊｾ をつくってｩｬｬＺんでいる 。 命、の Ｇ Ｑ Ｇ を歩くと、いろいろな μ がとび

た つ。 道 ば た で う さ ぎ の 合 引 抜 に で く わ し て i汚いた 。 う さ ぎ は IEITli ui を か こ む 1)州刊の公 |州市にもいるのだとケノレンにイ巨む友

人から ｉｊ ｲｊ かされた 。 この大規 ｦ ｾ な佑 ｴｴ ｴ ，Ｚ ｧ ーは、ケノレンの市長だったアデナウワ ー が 訂 阿し、そだててきたことで イ Ｉ名である

が 、 日 本 と ケ タ i♀し、のμ; さ を も っ ヨ ー ロ ソ バ の 行Ilt l)公 1，/1 の 実 態 を み せ つ け ら れ る 思 い が し た 。 そして、 n分 の 印 む 大 阪 に

こういった布 Ｑ Ｑ Ｂ Ｉ 公ＱＧＱ Ｑ がどうすればつくれるかと ιｬ 策する 。 大阪市内はもはや官地はない 。 大阪府下の令宅 ｉｾｉ 地を公 Ｑ ， ＯＱ にする

くらいの大; l li 11ij がなければならなし、 。そ し て や っ とケノレンの、ド分ぐらいの水 ;1'¥に い き つ く だ ろ う 。 ( 50 ，9 ，18 ケ ル ン に て )

( K )  

文 化 へ の 問 い か け 一伝統文化と現代社会一

文 化 と は 何 か 、 と い う 問 い か け は 、 い つ の H寺 代 に も 繰 り 返 し 語 ら れ て き た テ ー 7 で あ っ た 。

ｲ｢ｩ 越な学説は矧 ｬ として、文化とはやは り 人 ｾｦ｛ が向らの生存と発展のため、それぞれの 時 代の叡智を結集してき長きあげてき

た利 神 的 、 物 質 的 文ーの絞合的 な 全 体 と み る べ き で あ ろ う 。

そ の 領 域 は 政 治 、 経 済 、 法 律 、 科 学 、 宗 教 、 芸 術 、 J! l ! . ¥俗などすべての分野にわたる帆広い裾聖子をもつものである 。 そ の な

かで、伝統文化はそれぞれの国の風土ゃ ｾｐ ｬ 償、廃史の ｩ ｊｦ ｣ れのなかで、高完成、附汰され、美的昇撃を経てっく り ｈｾ されてき

た 栄 笑 と で も い う こ と が で き ょ う 。

文 化 と い う も の は 、 よ り よ き 継 * と 務 相 、 そ れ を ふ ま え た 創 造 の う え に 初 め て IJfH Eす る も の で あ っ て 欲 し い と 思 う の で あ る 。

日 本 人 は 硲 か に 器 用 で 頭 が 良 〈 、 新 し い 技 術 の l吸 収 や 発 展 に 非 凡 な 才 能 を 発 卯 す る と い わ れ て い る 。 わ れ わ れ の 周 囲 を 見

わ た し て み て も 、 物 質 的 な 而 で は 何 一 つ 他 の 悶 々 と 比 '1茨 し て 遜 色 な い ま で に 充 実 し た いl 符 を も つ に 至 っ て い る と い え る 。

しかし 、 人 1/ :1の 生 き 方 の な か で 、似 疋 的 な も の と し て 文 化 に 対 す る 中! 沖11 的 な思 ftJ! (oが な け れ ば 、 そ れ は 其 に 発 展 さ せ る べ き

文化とはな り ｾ ｦｉ ｾ < 、 わ れ わ れ は 今 後 と も 幾 度 と な く 、 文 化 に 対 す る 問 い か け の 望 号 勢 を 虫 ね て い か な け れ ば な ら な い で あ ろ

う。
( S )

イ ン テ リ ア オ ー プ ン ス ペ ー ス

イ ン テ リ ア オ ー プ ン ス ペ ー ス と い う こ と が ア メ リ カ で い わ れ だ し て い る 。 フォ ー ドl ! tl 什 ビ ル に は じ ま っ て 、 ハ イ ア ッ ト リ

ー ジ ェ ン シ ー ホ テ ル の シ リ ー ズ な ど で お な じ み の オ ー プ ン ス ペ ー スを jせI人j に と り 込 む こ と が_ -JiJ止fヒ し て き た か ら だ ろ う 。

行 と レ ン ガ で っ さ い|め た IJ[j 洋 建 築 が 、 鉄 と ガ ラ ス の 州 政 (I(j な も の に な っ て、ついにはグリ ー ン ハ ウ ス ア ー キ テ ク チ ャ ー ( 文

字 ど お り に い え ば tLit-i 往 築 ) なる g 千葉がし、われるようにな っ て き た。

今 の と こ ろ デ ザ イ ン コ ン セ プ ト の 新ti ーさや宅川 (I(j な ((i I( 1さ が 表 に ，I/'. ているが、処祭主I l . 院がある. f ' EJ 立 大 き く な る と 、 ど う し

ても 布1I' r!J (I(j な 広場 や 公 1，/1 に あ た る も の を 品Ilみ 込 ま な い と う ま く ゆ か な い と い う (( II も 忘 れ で は な る ま い 。

行 ｉｉｔ ｉ Ｉ の ｩｕ 吊しが往築をおしつぶすかにみえる Ｇ Ｑ Ｇ で、 Ａｩｬｬｾ たが 都 市や Ｈ Ｑ 然、をのみ込んでいこうとする ［ｪｪ￭ Ｇ ｊ ともいえよう そ う 巧

えると M となく心、幼い、何[ l i'J て祉はある 。

内 と外、 J'J i ' ，ぷと人 l二 ill 築 と 都 市 と い っ た刈 u: 的な概念も、こうした宅川の，' / i J J Lで ず い 分 か わ る に ち が い な い

と は い え 、 起i l: 百M ピノレが何本も立 っ て い る i止もとを、 (: 1:] 傘 と い う な ん と も JJ;( ｾｦ￬Ｈｉ Ｈｪ なシェノレタ ー をさしてビショビショぬれ

な が ら 歩 く の が 現 実 で あ っ て み れ ば 、 都 市 と ill 築 の み ぞ は 簡 単 に は )-'11 り そ う も な い ( T )  

、 物 を 大 切 に F

今 年 も 以 後 の )1と な り 、 必 の 分 担 も こ れ で 終 る 。 どんなことをゾド、たか振り返 っ て み る と あ ま り パッ としない，i，fi Mu ばかり

であ っ た 。 ついでだから 以 後にもう 一 つパッとしないことを内こう 。 それは吋主 ｬ を大Ｑ［ＱＩに ｈ ということである 。 Ｑ Ｑｾ ［ ｬｌ 、併

すれJJ; l と い う こ と が よ く と りあ げ ら れ 、 ひ と こ ろ のイ1どし、 J'" て H刊七の j文作 !(:J Iに 人 っ て い る よ う で あ る が 、 こ の γi 'ttiJJ ;( と い う こ

と と 物 を 大 切 に し よ う と い う こ と と は 密 扱 な |比Ij主があろう 。吋勿を大切にゆとは愛' 1 ' 1'1をも っ て 物 に 依 す る こ と で あ り 、 そ の

物 の 本 質 と か 特 徴 と か を 充 分 に 生 か す こ と で あ る 。 木 材 を 欽 の よ う に は ↑ 変 え な い し 、 欽 を 木 村 の よ う に は 使 え な い の で あ

る。 ま た 、 た だ 情 な る コ レ ク タ ー で あ っ て も い け な い と 思 う。 このように本列にサ' O/ J を 大 切 に で き る 人 は 、 人 を も 大 切J に で

き る 入 、 愛 す る こ と の で き る 人 と い う こ と に な ろ う 。

位 築 に つ い て も 、 コ ン ク リ ー ト と か 防 水 村 と か 設 備 機 株 と か 材 料 の 分 野 で は 11 に IJ にi 1主 1少 が み ら れ る。 し か し 、 こ れ ら の

材 料 等 を lrli.抜 っ て，往物として 作 り あ げ る の は 人 で あ り 、 ま た 、 で き あ が っ た 他 物 等 を 使 う の む ま た 、 人 で あ る こ れ ら の

人 々 が 本 当 に 物 を 大 切 に す る 気 持 を も っ て，i設け| し住築し似 刑 し た な ら ば コ ン ク リ ー トの強 J; r が足りなか っ た り 、 S デ パ ー

ト の 火 災 の よ う な こ と は 起 ら な か っ た で あ ろ う 。 もっ と 身 近 な WIJ は他 に も た く さ んあ ろう。 ク|毛 年 は * 物 を 大切 にH を心 fJ ト

け た い と 思 っ ている 。
( A )

ぜ 後と 付 金 197s<r-12)  J り 1 9  



TOKOルヲイシサレヤ‘
- 用 途

① 鉄 筋 コ ン ク リー卜 屋 根 の 断 熱 お よ び ア ス フ ァ J レト防 水 下 地

と し て 使 用 で き る 。( 歩 行 、 非 歩 行 屋 根 と も に 使 用 可 能 )

② 軽 量 建 築 物 の 屋 根 断 熱 お よ び ア ス フ ア ル 卜防 水 下 地 と し て

使 用 で き る 。( キーストンプレ ー卜 、 デ ッ キ プ レ ー ト、 P C 板、

A  L  C 板 な ど の 動 き の 大 き い 屋 根構造にも、 完 全 アスフ アル

ト防 水 下 地 材 お よ び 軽 量 断 熱 材 と し て 使 用 で き る 。)

. 特 長

。 現 場 施 工 で あ η 、 下 地 均 し モ J レタ J レは不要。 ど の よ う な 形

状 屋 根 に も 目 地 無 し に 施 工 で き る 。

① 断 熱 性 が 極 め て 高 〈 内 部 結 露 を 防 止 し 、 居 住 性 を 向上 させ

ることカC て' きる 。

① 緩 衝 的 効 果 が 大 き L 、。 単 に 軽 量 断 熱 材 と い う だ け で な く 適

度 の 連 結 強 度 と 優 れ た 弾 性 は 、 下 地 の 変 動 お よ び構 造 ク ラ ッ

ク に よ る ア ス フ ァ J レト防 水 層 の 破 断 を 防 止 で き る 。

① 施 工 に 際 し 水 を 使 用 し な い 。 吸 水 性 が ほ と ん ど な い 。 従っ

て J レー ナ イ ン サ レ ー ヤ ー 施 工 後 の 乾 燥 養 生 期 間 が 不 要 で あ り 、

ア ス フ アルト 防 水 層 と 断 熱 層 の 同 質 一 体 的 施工 に よ り 、 断熱

層との量IJ 離 や 、 防 水 層 の 脹 れ な ど の 心 配 が な い 。

. 施 工

① T  0  K  0 コ ンク リート プラ イ マ ー 塗 布 。

② 骨材ノご ー ラ イ ト お よ び 燃可 塑性結合斉IJ を 所 定 の 配 合 比 に 基

づきミ キ サ ー で 加 熱 混 合 し 、 こ れ を 指 定 厚 に 仕 上 げ る よ う 焼

漫 ま た は 加 熱 ロー ラ ー で 頃 圧 施 工 す る 。

③ J レーフインサレ ー ヤ ー 施 工 部 は 当 日 中 に ア ス フ ア ル ト 防 水

l 層 を 施 工 し 、 各 ダ メ 廻 η は T O K Oアス ベ ス トスセ メン 卜

で コ ー キ 二てグ水イ士舞施工を行なう 。

① 屋 根 会 商 の 断 熱 層 施 工 完 了 後 T O K O式 ア スフ アル ト防 水

層 を 確 定 仕 様 讐 通 η 入 念 に 施 工 し 、 防 水 層 末 端 部 を T O K O

ア ス ベ ス トス セ メ ン ト で 水 仕 舞 コ ー キ ン グ 施 工 す る 。

・仕 上 げ

① 非 歩 行 屋 根 シ ルバ ー 仕 上

カ ラ ー 砂 付 J レーフィング仕上

通 常 砂 付 ル ー フ イ ン グ 仕 上

砂 利 数 き

② 歩 行 屋 根 軽 量 コンクリー卜押え( 一般アスフー アルト 防

水 工 事 問 機 養 生 モ J レタ J レ厚さ 5 mm前 後 施 工 後

軽 量 コ ン ク リ ー 卜そ の 他 の 押 え 施 工 が で き る )

国量点以ヲコルト工業株式会社

2 0  

大 阪 営 業 所 ⑤ 550 大 阪 山 IJEj I三阿 波座 上 Jl.I! 1 の 20 ＨｰＧ Ｈ ｾ 双 ピル Ｉ f i 0 6  ( 5 4 1 )  7  5  8  3 - 4  

本社・工場 ⑤ Ｒ ＱＰ 神 奈 川 以 川 崎市藤 ｉ ｉｉｾｊ 3 の 6 5 f i 0 4 4  ( 2 8 )  4  5  3  4 (代 )

本 社 営 業 部 ③ 105 点以行11港 区新 情 5 丁目 8 孫 9 ひ( バミ興 ビ/ レ) f i 03( 432)2151(代 ) 直 辿 ( 436) 4531- 2  

各 地 営 業 所 札 I悦 ・仙台・; ，; ; ; ｊｊｊ ・ 名古 屋 Ｍ 広 ｉ ｾ ｾ ・ 糾問

J - M 式 完 全 防 水 工 事 ・ T O K O完 全 防 水 工 事 ・ T O K Oル ー フ イ ン サ レ ー ヤ ー ・ T O K O耐酸工事〈設計施工 〉

営業種目 4 今 一
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シャトル夕陽丘

基 本 設 計 安 原 中 筋 建 築 研 究 所

実 施 設 計 ¥ ( 安 原 中 筋 建 築 研 究 所

工 事 監 理 ) ¥栗 本 建 設 工 業 設 計 部

施 工 栗 本 建 設 工 業

設 計 主 旨

この 地 域 は 大 阪 で .L lKl( liij か らの 良 灯 な i長宅地 で 、

道路 ｉ￞ｉｉｾ { ，せまく 、 1.' ，) jll に は は と ん ど H }T処の' 糸し

かなし、 。 そ こ で 、 '11i立 ス ケ ー ル を 小 さ く し て 、 jil

ｾ￰ｦ ｬｬｬｊ の Ｓ 附 以上 はセ ッ トノぐァクすることによ っ て

従米 の ｬｨ ， ｝ｦ ￴ の谷 川公 を ｦｾ ｾ つように 巧 一えた 街 並の

連 続!必は 、材料、色、 形 で つ な が っ て い く か 、 こ

こ で は 、 く す ん だ 色に {上 | げ る こ と に よ っ て 、一

つ だ け 泌 1' 11!必の な い よ う に し よ う と し た 。 ま た 、

この 1.' ，) jll の ' 本は活路 に 1(lj して 川 本 を以 山 ならべる

ｾｰ ｲ ｈ Ｇ ｴ カずあ り 、 そ れ が ｴｎ ｾ Ｇ ｩｖ ｦ い いぷ ｉ ｮ ｬ ｪ， Ｈを Ｑ Ｑ っ ている

の で 、 こ の マ ン シ ョ ン むそ れ に な ら っ て 、 組 築 の

- ;}I I と し て フ ラ ン ト ボ ッ クスを 作 っ た

敷 地 は 二 )j ji H告 の 1(1 j 也にな っ ているが、 一つの道

路 は 袋小 路 に な っ て い る の で 、 そ れ に つ な が る よ

うな j杉で 中 央日1¥に 小 さな μ 1品をと っ て、 (' f)七たち

が j凶j品交 i Wの 心 配をし主いでi l l : べる 場 所 を 的 保 す

るととしに、 作1; 粁の161: ドが そ れ を と リ] It ]ん で l手縦

の IIRカりrr え る よ う に ，1I i'''j した 。

Ｎｦ ｾ ｾ Ｇ ｻ＠ ｩ ｾｪ＠ _  ( J ) ユ ニ γ 卜は Ilii Hi がグ) 69mの 3 L D K にな っ

て い る か 、 す べ て の fI 'l 引を 外 公 に 1(11させること 、

リビ ン グ ル ー ム を 20m'的仏止 するニと 、11¥古; した lu，J

J u を 作 る こ と を " 民地ーとした 45・にず I I た 配 iitl にな

っ て い る の は そ の た め で あ る <'1' 筋 修 )

所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 北 山 町42

構 造 規 模 R C ラ ー メ ン 構 造 、 5 F 、 P l

敷 地 面 積 1，809 . 94m'  

建 築 面 積 1，031 . 69 m'  

延 床 面 積 4，015 . 59m'  

エ 期 昭 和49年 2 月~ 昭 和49年 12 月

戸 数 43戸

ミミ
、

15 m 



忍ヶ丘クレセントウ主ラ

設 計 監 理 遺藤岡IJ 生 建 築 設 計 事 務 所

施 工 長 谷 川 工 務 庖 大 阪 支 社

-今

に

設計 主 旨

初少{ 内な手法でも っ て全体化を. よみた- l l i 介 fi' 宅 は

［ｴＺ，｜ｬ［ にしずｬＧｻ Ｑ ー した 。 しかし、おおむね例の ＱＱＱＱＱ の ｩｬｾｪ

J止により追求の手をI i めた 。 i的l ; の! t 合住宅のみ

な ら ず 総 て の 近 代 的 状 況 が 、 { 附 の 迫 ボ で し っ て 卜

令とした処に 社 会Ｈ ｊＨ ｊ な多々の ｉ ｾ ｬ｝泌を派 Ｇ Ｑ ニ させてし

ま っ た IJ; t lklが あ る 。 })L笑 の 状 況 は 縦 制hの 社 会 情iit

か ら 航 判l の 社 会 情 泣 へ と 変 化 を と げ 、 "1' ｾＡ［［が収Ｇￆ

の 日 袋 と し て fiHill{( を 伴 ょ う と す る i的f'，cに あ る 。

fZi 九l と い う コ 柴 は 11司 を 伎 と し 全 体 化 さ れ る イ メ ー

ジである 。 ｦｊ ｌ Ｇￆ の状況は、 ｬｾＱ ＮＱＧ ｊＲ という ､Ｇｭ が似 ｭ

さ れ る ほ ど に 必 ず し も 安 易 な L の で は な L 、。 こ の

住 宅 に お い て 我 々 が 設 定 し た fl..( 説は、 flhl が 一 つ の

体 系 を l刈 存 し 全 体 化 さ れ る 11字 、 全 体 化 さ れ た 形 態

に 対 し い か な る 芯 1味のやl 記 が 可 能 で あ る か と い う

点 に あ っ た。 体 系 の 所 有 す る 'l' l:fi 引立、あくまて' 人

ＱＯ Ｑ Ｑ 性政外の形態であり ＱＱｾＱ 日Ｑ｝ ＧＱＧＱＺ ではない 。 我々の噌 守

む も の は 、 人 1111性 政 外 の 表 象 で は な く 、 i1;'rl ' 化さ

れ た 全 体 な の で あ る 。 しかし現' _ k はキ11，矛 析 す る こ

鋭 に 対 し 等 11舶 の 答 え を 与 え な け れ ば 可 能 と は な ら

なし、 。 手 法 と し て は メ ビ ウ ス の 輸 を 打 111す る 以 外

に ｾ ｊ 干 相 ｪ Ｇ ，立 耳 、 ｉｬ ｦ ￭ｩ ￋ て Ｔ ある 。

そ し て い か な る J命J l j¥で 被 う と む 、 * 介 住 宅 がl ji ー

のL i ，宅を来リ組えf ，ニとはなく、 J) L 尖には* イ干の

干IJ .I.¥を よ リ 大 き く ぷ 象 す る こ と に よ リ fillifl{( を吋? イi

す る に す ぎ ず 、 こ の 係 な 桁 命 を l刈イ子する| 恨リ、 1' 1

らにわ ｬ する ｉ ｾ Ｚ｝ ，、かけとして集作住宅が、J f . : 々 lillifl{ i.

をflJ る の で あ る。 ( 泌総附11'1ミ)

所 在 地 大 阪 府 四 条 畷 市 大 字 岡 山 354

4禽 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 式 構 造、 4 F 、

一 部 5 F  

敷 地 面 積 A 様 3，303. 697m'

B 棟 1，104 .923m' 計 4，408 .62 m'  

建 築 面積 A 棟 1，258 .80 m'  

B 棟 480 . 24 m' 計上 739 .04 m'

延 床 面積 A 様5，141 .  160 m'  

B 棟 1，48 1  . 724 m' 計 6，622 ，884m'

工 期 昭 和49年 6 月~ 昭 和50年 4 月

戸 数 69戸

配 置 図 dEF 4 階 平 面 図



豊中豊松園ハイツ

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

o  10 201明

配 置 図

設 計 主 旨

点 打 Ｑ ｉ や今 Ｉ Ｑ の ｉｬｦ ｦ がらつ似 村 な魅力は 、 Ａ 五七 世 ｌ に ｊ ｦ ｾ づ

くられた ｊ ［ 村 の訓 ＱＧ ＱＱ とツ Ｎｾ ｉ ｬ ｜ｪ の 絞制 作 ｩ にもー Ｑ Ｑ＼ Ｑ して

いる 。 附 jis ぃ ・il i'I み ・jJ r れ 111ゆずり ・附 りなど、 JI; 人

の ｴ ｴｴ Ｎｬ ｊＮ ｩ によって ＱＩ Ｉ［ みだき ｩ ｌ た 千 法からくる ＧｬＧ ｴ の ｹ ｾ

な る 明 I/ ¥J が、ト主年1f . に燃が り給 み 介 って 11fT・11，を川成

していく 。 そ の 般 が い つ の 11年 代 に も 人 を 魅 了 す る

(T)  1: 。

十作( - 状にくき' ら れ た Vr 断 、 比 や 土 慣 な ど の I<.J じ，k;

村 で な る 111) ・11;. 。 こ れ ら 校 然 さ 統 一 性 に 快 感 を 覚

える ｟ ＮＩ［、人は Ｑ ＱＮＧ 憾なしのに ｾｍ ｟ｬ ｬ 司、をそそりれる 。

ただ、似判i が¥i l'然 と な ら な い た め の j1 & 当な火山が

({イtーするようだ。 行Il rli に は ill 物 併 の ス カ イ ラ イ ン

による政官ttt . ｉｕ ｦ には ｬｨｾ ￭ｉの ｊ よさにイ＿ っ た似官げ Ｑ ，

:;(I'mの大路にある聞f'#: か 小 路 に あ る む の よ り 雑 然

と 感 じ る よ う に 、 明 川 の 人 : き さ に ふ さ わ し い む の

が 必 安t:

li'. 陵地にイ1 . っ た 1

1

; い 1i: 宅 地 の I IW日発 と し て ニ の 出

作 1i:' i:;は Ini1hj された 。 ゆ る い 起 伏 ・変 形 な 倣I也の

形 状 に 馴 染 ま せ な が 句 川 辺 さ れ た 処 物 は 、 対 米 と

して ｊ 血 ｊｩ に似 制 ｫ な ＱＱＱＩ ・ ＱＱ ＧＮ を ｊｦ ｾｉｊ ｊ＼Ｚ してくｩｌ た。 II rf ・tf;.の

似判1:'1'1と寸、"f 附 '1'1が 1 U( の 11占tf t と正|ニ代の. f j ; リ変 わ

リにイトま っ てィ、 }J_I ' l 設な魅力を限併させ、 iと年にわ

た っ て こ の 地 に 1i'み 絞けさせる. 必 l刈に げ 倍してほ

しいと腕l っ ている ( 奥 村一 ・伯 木 浩一)

所 在 地

構 造 規 模

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

工 期

戸 数

豊 中 市 上 野 東 1 丁 目 59番 地

鉄 筋 コ ンクリ ート 1 - 5 階

8，189 . 61m'  

3，509 . 92 m・

14 .298. 50m・

昭 和48年 3 月~ 昭 和50年 6 月

140戸

い①

一，ー

-- ー軍ーー 了、



特 集 ・ 集 合 住 宅 の 設 備

- 系金、言命

集 合 住 宅 に お け る 設 備 の 現 状 と あ り 方 / 石 原 正 雄

・各 論

1. 集 合 住 宅 の 衛 生 設 備 の 問 題 点 / 河 津 隆 之

2. 集 合 住 宅 の 冷 暖 房 ・換 気 設 備 の 問 題 点 / 為 近 磨 巨 登

3 .集 合 住 宅 の 電 気 ・防 災 設 備 の 問 題 点 / 大 塚 恒

・ トピックス ・団 地 の主婦より

・北欧 の 集 合 住 宅 ・見 聞 記 / 紀 谷 文 樹

集合住宅の設備の特集を組むにあた って、 と〈に 、 r各自由J の衛生設備 ・冷暖房設備・電気防災股備

に関しては 、近般大学の成瀬哲生氏 、 日本住宅公団の山崎. 男氏、大成建設の内田昌文氏 、iIi 砂熱掌

の佐々木友喜氏 らと、各執筆者との共同肘織でまと めた点在付犯してお きます。

本特集幹事 ・成瀬哲生 ‘ ・山崎重男 h 佐々木友喜 ・内田昌文・大倉良司・河湾隆之 (本 印 特 ｾ ｉ Ｉｴ 宇事 Ｉ

1

1

1
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集合住宅における設備の

現状とあり方

石 原 正 雄

は じ め に

! お 介 住 宅 に お け る 設 備 の 現 状 を の べ よ う と す れ ば 、 全 国 の

公 同 f.E宅 、 公 営 住 毛 お よ び 民 I:IJ 住 宅 に わ た ら ね ば な ら な い が 、

卜分 な 資 料 は な い 。 とくに，辿設戸数の多い民 /i1J 住 宅 に つ い て

は、その実態はつかみにくし、 。 やや古いが、日召和46年 11 月 か

ら47年 1 月 に か け て 、 問 問 地 区 の 民 間 集 令 住 宅 ( 分 譲 、 5 階

建 以 上 ) の 設 備 お よ び 共 用 地 設 に 関 す る 訊i俗 資 料 が あ る の で 、

こ れ を 要 約 す る 。

調子Eは 統 計 的 調 査 ( 既 存 の 資 料 に よ り 数 年川 の 動 向 を 把 握

す る も の ) と 事 例 的 調 在 ( 比 較 的 設 備 の 終 っ て い る と 思 わ れ

る も の を 選 び 、 設 計 図面 によ っ て 設 備 お よ び 共 用 施 設 の 実 態

をよ1. 休 的 に把 保す る も の ) に 大別 さ れ 、 こ の ほ か 、 エ ネ ル ギ

ー 使 用 泣 尖 態 調 有 、 管 旦II 人 調 俗 、 入 }I持 者 調 布 を お こ な っ た。

回 統 計的 調 査 結 果の 概 要

調 俊 内 谷 は 、 主 と し て 所 イEJ 也 、 棟 数 、 階 数 、 戸 数 、 エ レ ベ

ータ台数、 111 1 : 房、給湯、冷房ーの有無である 。

(1) 規 模 中 津 リ パ サ イ ド の 大 規 棋 な 4 械 868戸を除く 148 カ

所 の う ち 、 住 戸 数 は 40- 68戸の) ; hI . 棋が多〈、 25 ヵ 所 、 つ い で

68- 84戸 が22 ヵ 所 、 索 引 j交の中火イ直は 84戸 、200戸 で 累柏 j支は

80% を越す 。400戸 f; は 16- 18械 を も っ 同 地 を 形 成 し て い る 。

(2)  設 備 方 式 作 設 備 万 式 の 比 較 を 図 一 1 に 示 す 。 全 戸 集 rl'

と は 棟 単 位 の セ ン ト ラ l レ 万 式 で 、 地 域 暖 房 ( 2  WIJ ) も 含 め た 。

各 戸 集 rl' に は 各 戸 に } 宅のみ設やi I J のある場合も含めた 。取イサ

可 能 と は 、 専 用 コ ン セ ン ト 設 イ1mが あ り 、 ヒ ー タ一 、 ク ー ラ ー

な ど の 設 置 が可 能 と い う 立 味 で 、 設 置 の ス ペ ー ス も 考 慮 し て

戸L 鯛 査 戸 数 炉 152

H W: 給湯

100 H  暖房

( : 冷房

90 ト I  I  

80 

60 

50 

40 

"〕

主|川

巾l:
20 

1111 

10 

全戸 集中 各戸 集中

取 可 ナ

付 能 〉〆

図ー 1 民間高層集合住宅の設備方式

2 6  l . I l 築と社会 / 1975年 12月号

ある 。 暖 房 設 備 は 九 戸 集 中38% 、 全 戸 集 中 8 % 、取付可能6. 5

% で 半 数 は 設 備 な し で あ る 。 設 備 な し が 多 い の は 、 各11活111乏房

が 冷 房 設 備 よ リ 容 易 に 設 iif で き る か ら で あ ろ う 。 冷房設やmは

l取 付 可 能 が52% と最も多〈、各戸. m ' ドは29% 、 全 戸 集 中 は 7

% である 。

給 湯 設 備 は 各 戸 集 中 が63% 、 全 戸 集 中 は 8 % にすぎなし、 。

れ 戸 柴 中 はH舜間 式が多し、 。

(3)  エ レ ベ ー タ 一 棟 当 た り の 住 戸 数 に 対 す る エ レ ベ ー タ 台

数は、 5 階 以 上 の 建 物 を 対 象 と し て い る た め 設 備 な し の 場 介

が 18% 、 1 台 か ら 2 fi へ の 移 行 は 約80住 戸 / 棟 の あ た り に あ

る。

園 事 倒 的 調査 の 概 要

対 象 と し て 設 備 の 比 較 的4fE っ た も の の う ち で 代 表 的 と 忠 わ

れ る も の 35件 を 選 ん だ。

( 1) 面 積 敷 地 而 舶 は 1000- 2000 m' が多く、 10 ヵ所あり 、

ＶＰＰＰｭ Ｇ まで階段 的 に ｩｊ ，［ｾ 少している 。 平均 ＲＳＰＰｭ Ｇ である 。 挫築

ｉＨ 市立 は ＵＰＰ Ｍ Ｑ ＵＰＰ ｲ げ が多く、平均 ＱＳＰＰ ｭ Ｇ である 。 ｾｪ 也 市制は Ｕ ＰＰ

Ｍ ＱＵＰＰ ｭ Ｇ が多〈、挫築 ｼ刷 Ｑ Ｇ Ｑ と同じ傾 ｉￎＧｊ を示す 。 ｾｊ 也の平 ｉ｝ＡｬＧ｝ は

駐 l 巨ス ペ ー ス が 多 く 、ついて' 庭園である 。延 而 献 は 5000- 9000

m' で、分布が拡がり、‘ 1:<均 7800m' で あ る 。 往 べ い 率 で み る と

ＵＵ Ｍ ＶＰ Ｅ が最多で、容 ｦｾ Ｑ 可こでは ＲＵＰ Ｍ ＳＵＰ Ｅ が多し、 。

(2)  階数・ 住 戸数 7 附が放も多〈、段目可 14附 で あ る 。 住 戸

数 は 平 均63戸 、 18- 100戸 に 分 布 す る も の が70% を ぷ す 。

(3)  住 戸 専 用 面積 ノぐ l レコニー I(U.fl 'tを 含 め た 専 用 |師約 は、 75

- 80m' がf最多 で、 30- 200m' に 分 布 し て い る 。

(4) 施 設 ・ 設 備の状 況 共 用 施 設 の 設 世 数 お よ び 設 笹 率 を 表

一 1 に 示 す 。 設 置E容の多し、 }II員を示すと、エレベー夕、駐 '1工場、

) j : 球人宅、mI : 芥- * 柏所、: f r li ll  ( 戸 別 ) 、 エ レ ベ ー タ ホ ー ル 、 で

あり、 他 は50% 以 下 で あ る 。

ー 戸当た り の共 ｊ ｮ 地 設 ｉｦ￱ｦｾｴ ( 共用 而 附 よ り廊下 、 階 段 を |徐

いた 而 般 ) は 5 m' ，)可後 が設 も 多 〈 、 全 体 の 62% を 占 め 、 故 大

25m' 、平 均7. 5m' である 。同 程 度 の 規 棋 の 場 合 で 共 用 地 設 而 舶

の 合 計 が1桁 も 述 う こ と が か な り あ り 、 こ の こ と は 共 用 地 設 に

付 す る 認 識 の 差 が 大 き い こ と を 示 し て い る 。

エ レ ベ ー タ 1 i今当たりの住戸数は、 40- 50戸が最も多く、

ついで、 60- 80戸 で あ る 。 1 i今の限度は 100戸までであり、 2

台 は 40- 300戸の範問、 3 f; は 100戸 以 上 の 場 合 で あ る 。

一 戸 当 た り の 共 同 物 干 坊 の 而 梢 は 0.5- 10m'l 戸 の 範 囲 に 広

〈 分 散 す る が、 1 - 5  m' / 戸 が 多 い 。

倉 庫 は 1 - 5  m' / 戸が多し、 。 ほ と ん ど の マ ン シ ョ ン で は 、

ト ラ ン ク ル ー ム を 集 令 的 に 配 置 し 、 而mも 不 足 し て い る 。

股i; '1工台数 と 住 戸 数 と の flll 羽 は か な り み る こ と が で き る が 、

，It l: '11而 積 と 住 戸 数 と の 相 |剥は全くみられなし、 。 生 活 立 論 調 究

および官: 苅! 人湖特からみると、! t l : '11士jきがあるから向動 'Ii を 所

有 す る と い う 傾 向 が み ら れ る 。 向 動 '11の 所 有王手は 38% と日〈、

購 入 予 定 が 5 % 紅 皮 あ る 。 収 容 台 数 がH: 戸 数 の 40% 以 下 の と

こ ろ で は 、 施設 の 不 足 が 問 題 と さ れ て い る 。 また外来者ーのた

めの駐車場の要求もｾ Ｎｾ い 。

集 会 室 の 設 世 率 は 16. 7% と低い 。 意識調査では、 j[ i : 所イマJ，き

合いの 消極性 にもかかわらず、集会主の要求が ｾｾ Ｚ Ａ い 。

ゲスト ル ー ム の 設 置 率 は 33. 3% で 集 会 宅 の 2 倍 は ど あ り 、

こ れ は 関 西 特 有 の も の で あ る 。 而 fl '[は 5 - 50111' に わ た る 。

洗 事 場 の 設 置 率 は 33. 3% で あ り 、 ほ ぽ 住 戸 数 に 比 例 し て 而



.fl 'l も大きし、 。

(5)  給 湯 、 暖 房 、 冷 房 設 備

給 場 } j 式は手千戸 !.k 'i' が24例

で69% を ，'i め、 全 戸 *' 1' 、 作

戸 谷: を は そ れ ぞ れ 5 f' 1ニて' 15%

.u1.J tt である。 各 戸 !兵 '1' は11舜川

式 が 多 〈、台 所 、 浴 宅 、 洗 1m

に *，f;'?J; jーしている 。 i" lItJK ボイラ

ー による全戸 ｾ ＧｉＧ } T 式 は 、 ま

だすくなし、 。

ＱＱ ＱＺＺ 房 ｽ ｝ 式は手千 戸 ｾ ＧｉＧ が ＱＴ ｗ リ

で40% を r1i め 、 全 戸 集 '1' は 9

例、 26% あ り、名戸 弁 主 は 3

例 ですくない。 他 は 設 u 1 可能

と す る も の で あ る 。

冷 房 万 式 は 各戸 弁引 が 7 WIJ 、

20% で 、谷戸 セ ン トラ l レ3 WIJ 、

全 戸 集 '1' 2  WIJ で 、 他 は ル ー ム

ク ー ラ ー あ る い は そ の 設 内 可

能 と す る も のである。 J令H変w

シ ス テ ム の 熱 lぷ は il，J. JK 、 冷 水

表ー 1 民間高層集合住宅の共用施設

J七ITI!迎設のやU Ii
JJki 也 ;1主流

数 ヰ¥( %)

エ レ ベ - 1 ー 35 100 

エレベ- 1ーホール 21  60 

e
柑

. .  

.f' ll  人
i i  

ミ

30 86 

M; i  Jιi4u  

M 33 95 

J栴 * ｾ ｓ＠ t，'!  ，'fr  28 80  

('i' 25 72 

焼 Ｉｾｉ＠ 炉 15  43  

J七 111 ｾｭ＠ ir1 場 12  35 

i詮 び
Aι ，。，j  

10 29 

日4
ノ

2エ

h  

司i 6  18  

i'! +ム
II[

I丘
J
持 12  35 

i'k  官t
:i ミ

4  12  

7主 場; 14 40 

乾 世長 ..l，
i  3  9  

j イ ド ル ー ム 3  

ゲ ス ト ル ー ム 6  ｉ ｾ＠

メディカルサービス
。。

i湖1f. 戸 数 N = 35 

が大部分で、温風、茶会-d よ弁 1 Wリの み で あ る 。 万エ式t カか、らみると

ヒ 一 ト ポ ン フ

(何6) 給 排 気 シ ス テ ム J，r;-川『片; ，→宅i の 給 公 j
万7刀孟式℃は、 ほとんとどi日間J持別}日JI "にこよ

る外主欠t の I流片庇i 人に J均U切l待 す る も の で 、 ダ ク トシ ス テ ム を J IJ ｾ、たも

の Ｑ 例、 ＱＱｾＱ ＷＮｊＱｪ のファンによるもの Ｑ 例、排会 ｴ システムも給公

と同 じく l当然 排 気 が ほ と ん ど で あ る 。 台 所 、 浴 宅 、 便 所 の 換

気方式は、共件J : ダ ク ト に よ る 機 械 排 気 }j 式が多く、台所11例 、

浴 己主 12例 、 便 所 17例 であ り、 この }j 式 は ユ ーティ リ ィテーの

換 気 設備 と し て 定 治 してきたと 忠 わ れ る 。 11占|別 フ ァ ン を 川j し、

る) ] 式は 台 所 8 例 、 浴 本 7 WIJ 、 便 所 7 WIJ あ り 、 共 問 的 設備 に

と も な う ト ラ ブ l レ を 避 け る 設計 芯: 同がみられる。 1'1 然 排 気 は

きわめてすくなし、 。

台 所の 設備 と し て 、 レ ン ジ フ ー ド を 用 い た 例 が 多 く、 10例

ある 。

(7)  共 用 設 備 ス ペ ー ス 全 戸 セ ン ト ラ ル 万 式 の 場イ干の 機械 宅

は 、 ほ ぽ 1 - 2  m' / 戸をとっている。 他 の 万 式 で は 、 分 散 が

jよく 0. 05- 3 附 / 戸 の 純 1
Jt-

1で、 無 駄 な 宅川 を と っ た も の も あ る 。

il J :シ什i は 冷 暖 房 方 式 お よ び 住 戸 数 に ほ と んと l刻述 が み ら れ

ず、 40- 50m' が最も多く、 0. 1- 2 m' / 戸 の 範 囲 に 分 l放している 。

(8)  Ｏｾイプスペース、ダクトスペース ノマイプスペ ー ス は J左

准 階 床 面 的 に 対 し て0. 5- 1. 0% を ，'i め る も の が 多 く、故小0. 1

M 、 最 大 2 rずである 。ダ ク ト ス ペ ー ス は 0. 25- 0.5% の 純 1m
に

あ り 、 床 而 相 と の 相 関 が み と め ら れ る 。

国 民 間 高 層 集 合 住 宅 の 典 型

統計的制有と・ ｊｾ 例的 訓伐によ っ て 仰 られた 結果から、ま と

めをかねて、民 間 ｪＧ［ＧＩｪｽ初Ｊ介 Ｑ ｴＧ ものｊ， ｕ ｐ￭ｾ を怖くと つぎのように

なる 。

敷地 ｬ 耐 ｾ ｴ ｴ は ＱＰＰＰ ｭ Ｇ 、他築 Ｑ ｭ ｦｬＧ｛ ＶＰＰ ｭ Ｇ 、宅地ｼ市制 ＴＰＰｭ Ｇ 、 Ｇ ＯｾＮＱ 也

l而干! ' t は駐-'-11場 お よ び 嵯 問 に平IJ J IJ される 。 7 階 建 で 、 住 戸 数 は

50戸 / 棟 、 住戸 形 式 は 大部 分 3 L D K で あ る 。 共用 施設 と し

ては 、 エ レ ベ ー タ ( 1  fi 、ホ ー ル付) 、 !ti :  ' ド場 、 t'i'J:1rr 人卒、

! 宅芥! . k，h'l 所、 戸 別 介I ! II 、 物 干 場 が あ り 、 集 会 宅 、 ゲ ス ト ル ー

ム 、共同 ｴ 先制 主および ｉＺｾ ｌＮ燥引はない。

給湯万式は手千戸
m 'I' 1I 舜↑ :¥J 式 で 燃 料 は 高11rli カ' ス、 fi ji)r 、 洗 I(II

所、浴二乞に給湯する 。 I11:: IJJ }j 式 は 谷戸 セ ン トラ J レ
il'?L7j( ボ イ ラ

一 式で、冷房ーは J，'t li¥J に 設 け た ル ー ム ク ー ラ ー l h である 。

給排気 システムはｾ ｾ川ダ クト 機械排気 ｽｪ J' ¥で台 所、浴宅、

便 所 を 換 気 す る 。 }，Ir 宅 は 1'1 然 J集会t である 。

}計住 者の 不 1，日j は、 !t i: '11場 お よ び ti 庫 の 不 足 、 * 今 本 お よ び

ゲス トル ー ム が ほ し い 、 ( ()I; の j些ひ場がほしい、などである 。

固 今 後 の あ り 方 に つ い て

共 用 施 設 や 設 備 の あ り万 に つ い て は 2 つ の }j li リがある 。 つ

ま リ 、 共 JTJ 化 を進 め る か 呼 ｪ 日化を進めるか という ｊ ，ｾ本 Ｏｊ［ｴ !!IJ 

で あ る 。 遊 び 場 、 集 会 主 、 ゲ ス ト ル ー ム な ど は 引 用 化 しにく

い存イE で あ る が 、 れ (t 戸 の l早川 I(II .h'l を11: 川lす れ ば ほ ぽ 解 消 さ

れ る で あ ろ う 。 .tx111ii については、土見A犬か ら あ き ら か に 共川 と

咋用 の 別 が
lりJ らかである 。 給 湯 H変房 -冷房設1J i i i に お い て 弁 戸

セントラルは. o _ '/JIJ であ り、 現 状 で は 最 も多し、 。 全 戸 セ ン ト ラ

ノ レが好まれないｊＺＧｾ Ｎ 由 は附々あるが、第 Ｑ にはコストの ｉＨｉￎ で全

戸集 中 にしても、有 利 でないこと 、維持竹 ・Ｎｦ Ｇｲｲｷ の ｊｦ ｾ での ， ＧＱＧ ， ，{'( 

が 敬 遠 さ れ 、 と く に 欣|符 の l僚 に は 全 戸 が 被 '，1; ーをうけるという

. I，ty，もある 。

キ合: H ド気システムにおいても J UI'Jダ クト #ド勾 y ス テ ム は 多 J IJ

されているが、

*1
工附 の 脳71

ニ(
J! 5) 孔機 ) の 脊 t，'i 、 逆 流 に よ る

央父、隣戸からの枠寺中伝達、 ダダ、クトスペ一スのm大 なとど，久欠: .'人，1
，'

が あ る 。 ( 本 米 、 適 切 な 設 計 ・地 工 に よ れ ば こ の 利 の 不 i，:l. j は

生 じ な い も の だ が )

1苫 住 者 の な か に は 1 ヵ n惚 守 に し 7 いたので、 J H日付|二二U IJ

送 ｽｏｊｴｾ機 の ｦ 託公代 は ｾ Ｑ ，う必主 ｬｊ ーがないというような ｗｉｊ もｴＧ ｈ てくる。

J I< f 円ダクトに対し て 弁 住 戸 日Ij に 外 l:i
I' 面か ら 給排 気 を行 う ) j 式

が 将 及 し て き た 。 こ の } j 式 で は 汚 染 宅れ の 1: 托戸 へ の 侵 入 や 、

中庭 空 間 な ど の 汚 染j交 の 仁 外 と い っ た.t.'.( にi問題がある が、 ト

ラ ブ ル の す く な い 点 は 歓 迎 さ れ て お り、今 後 は 明 大 す る で あ

ろう 。

給湯 設 や ｩｩｩ は持及 ｪ 交が，ｾＧｾ ｾ＠ 、が、ガスＩｾ呂設という日本 特イ ｛の

設 備 は 、 確 か に庶 民 住 志の j孔 月 か ら 発 注ーしてきたもので 似 利

であ る 。 ， ｾＧｨ 府 の 集合住宅 にもバランスドフル Ｍ ｭ として ｓｅ

ダクトその 他 の 排 '/J ス 設Wi とと も に 普 及 し て いるが、 山i府 の 場

合はダクトス ペースも 大 きく 、ｽｏｊｴｾ 呂釜の ｉｲ ｵＮｴ久 Ｇ ＱＧ Ｑ Ｚ にも Ａ日｝ 泌があ

り、今後 の 万ｩￍ Ｇｊ としてはｬＡ ￮Ｇｩ ＡＮｩ式 弁 戸 ボイ ラーによる全戸 ｾ Ｇｉ Ｇ
給 湯設 備 へ 移 行 す べ き で あ ろ う 。

J令l段房設や111 は 弁戸 集 中 }j 式 で 全 宅 空調 の } j
li'J へ j丘む と思 わ

れ る が 、 作 者 へ の 新 鮮外 公 の 供 給 を 確 保 す る こ とが on要 で あ

る。 集 合 住 宅 で は と く に 向 }f号の場ー合、 外 I:it
1Mが すくないので、

ｊＮｩＺＡ￭風 の点では 悶仰が多 ｾ ，
0

中 1i¥IWl は 開 口 千i I I による 1'1ｾ然活胤が

快 適 で も あ り 、 こ の 点 の 工 夫 が 噌 ま れ る 。 内 然 環 境 との 彼 触

を全く 拒 否 し た よ う な 人 工域 応へ 進 む こ とは f: U，' ;' として 明 ま

し い 方 向 ではあるまし、 。 中川J ! : J ] の快 適 な 向 然環 涜が 今 日 の 行I1

，
Uーでは待られなくな っ て 1'1L. IりJ 術 の た め に 人 工開 局へ j止ま ざ

る を え な い と い う 現 実 は あ る に せ よ 、 そ れ は 全 体 と し て 伝 め

ら れた住環境である 。 内然 の 思 ｊι を最大限に 平 ｉｊ ｊ ｉ ｾ し、設イ ｊ ｩｩｩ は

故小|浪に止めることの必裂が今後の諜) ; ! I i ーであることは、 Ij i に

集 合 住 毛 だ け の 問 題 で は な い 。

文献 「 住主産業に ｊｪ ける材料および設備の際準化研究報告 Ｚ ， ｉ ｾ ｊ Ｘ Ｎ Ｒ 泊先分科会報作
昭和147年 3 FI <<; t 同法人 日本ill 築セン 7 ー

Ｈ，、し はらまきお京初工ｾ繊制大Ｇ下工」芸学部教授 Ｉ
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集 合 住 宅 の 衛 生 設 備

の 問 題 点

河 津 隆 之

1 . はじめに

集合住宅とは難しい定義は別として、 1 戸 l 戸の住宅の寄り集ま

りである 。し たがって住宅における設備 ffii の問題点は集合住宅にお

いてもあてはまり 、 なおかつ住宅の集合体からくる共用部分の問題

点に隣家との区切りが壁一つ 、床一つの ために起こる問題点が加わ

り なかなかに難しい事柄を衛生設備においても持っている。

住宅の設備は、それが24時間断続的に使用されるとともにその住

宅に住む家族の構成によって使用勝手が異なるという厄介さを持つ

ため、 他 のどの建物の設備よりも 簡単に見え て難しいも のとされて

いる 。 ましてこの住宅が上下左右隣家とわずか 10数センチの壁およ

び床で逃られているだけであるから、その住居 内に起きた洩水はた

ちまちにして下 1;皆の住居にも被害が及び、発生した綴音はまた上下

左右の隣家はいうに及ぱず、場合によっては遼〈離れた近隣にまで

騒音公 ＺＭ ｾＺとなって波及してゆく場合が数多く見られる。また共用部

分における' 官の詰まり、機械の故障、水の汚染等 lま集合住宅全体の

問題となるなど、考えてみれば空恐ろしくなる問題点が随所に横た

わっているといわざるを得なし、。 ここに主だった問題点を 二 、三取

り上げ、考えてみたいと思う 。

2 . 水 の 汚 染 と 給 水 配 管 材 料

2.  1 .  受水槽、高置水槽 本誌、 5 月号にも水を JI宇めるがゆえに

起こり得る水の汚染について述べたが、 一般的に集合住宅において

は一部の地区における直結給水方式を| 徐き、各戸に給水するための

高誼水機方式、圧力水槽方式、ポンプ直送方式のいずれを採用する

にしても、いったん市水.を 貯めるための受水;憾の設置が必要であり、

これが計画、設計、施工、管理のいずれか一つの段階でも不備、ミ

スがあればそれは水の汚染につながり、集合住宅全戸の全居住者に

対する恐ろ しい非l' 有生事故とな って現れる のである。また高置水:t1白

方式における日程水槽にしても、受水槽よりは汚染の危険性は少な

いとは L 、いながらも管理面の不充分さから、調査の都度、水質検査

不適件数が相当数にのぼっているとの報告が跡をたたなし、。

しかしながら最近ょうやくこれらのことに関心が深まり、受水槽、

高誼水槽の構造と維持管理等に関し指導基準などを制定し指導に乗

り出した自治体が数えられるようになったことは非常に喜ばしいこ

とである。

これら指導基準許に記載されていることを要約すれば、

1  )  受7 同日はすべて地上式( 床置型) の水槽とし、いかなる場

合にも@: 築躯休を 利用 してはいけない。

2  )  受 水梢 のスラブ上を 物置 きに使った り、機械を遣いたり、

給水管以外の配管を設置したりしてはし、けない。

3  )  受水槽内の水が死水となるごとき吐出管、 l吸込管の取り出

し方、また迂回壁の設け方をしてはいけない。

4  )  受水槽の底面には 100分の l 以上の勾配を設け、f普内の清術

作業のしやすい椛造とすること 。

5  )  点検口には雨水、塵挨等が入らない構造とし、なおかつ点

検が容易にできること 。

6  )  通気管は充分な大きさの管径とし、! 盛:咲の入らないような、

かつ取り換えの容易な位置に立ち上げ閉口する 。

等であり 、受水槽外壁、スラプより の 浸 水 ( 地下水、雨水、汚水、

油等) による水質汚染事故を絶対になくすることを第ーとし 、つい

て' 内部椛造( 附属する配管を含めて、たとえばフート弁が故障の際、

2 8  建築 と社会 / 1975'1'- 12月号

受水槽内部に入らなければ修理ができないサク y ョン管の配管方法。

これは不容易に内部に作業貝が入れば水の汚染につながるからであ

る) の欠陥による汚染事故をなくし、点検、清掃が容易な構造、{ 立

置を考慮するよう指導されているものである 。

また高置水槽では衛生的な場所て¥点検、清掃、修理が容易な場

所に設置しなければならないことはもちろんであるが 、受 7J<. fl
U

i とと

もにその容量は適正なものであることが必要である。すなわち受水

槽の容量は 1 日の使用立の% 一% くらい、高置 水槽 の答 i;i はH寺間最

大使用量の 111寺間分から 2 時 II fl 分が妥当と思われ 、可能な |浪り消帰

H寺のために 二分持11されたものが良し、。材質は受水槽にお いては小 容

量のものは F R P製、大容量のものは樹脂コーテイングによる鉄板

裂か F R P 製パネル貼付けによる鉄筋コンクリート製とし、日程水

槽は F R P 裂が適当である 。 またステンレス鋼板製も加工上の問題

が解決されれば良いと思われる 。 なお鉄筋コンクリート製のとき、

その 上に 塗られた Ii;}]水材が争1J がれて給水管 内に混入 したという事故

があった。塗布による防水のときは材料の選択とともに入念なる地

工が必要である 。

2 .  2 .  給水配管材料 近年まで給水配管材料といえば亜鉛鍛瓦

斯管、すなわち配管用炭素鋼鋼管 の白管が普通で、これで厳密には

支障があったかも知れないが、たいしたトラブルもなく使われてい

た。 しかるに近年とみに亜鉛鍍瓦斯官: を給水管に使用した| 祭のトラ

ブルが多くなってきて、ほとんどの地区でこの管の使用を中止、禁

止して いる。すなわち配管用炭素鋼鋼管の白管にしても、 水道用亜

鉛めっき鋼管にしても、亜鉛の j容出が多〈 、水質基準値 を保ち得な

い。 またこの溶出によって管内部には早いところで' は数ヵ月をいで

ずして発対を見、これがあ!i こぶに発展し、赤水の原因となり、管閉

塞の危険にさらされる 。 コンクリートや土 中に埋設された管は全面

腐食や孔食の発生となり洩水とともに、土 中にては断水l時、汚水の

I ! 及号| ともなりかねない。

硬質塩化ビニルライニング鋼管は鋼管の強靭さと、硬質塩化ピニ

ル管の耐食性を合わせもった管として、多少の問題点がないとはい

えないが 、現時点にお いて、とくに大阪では一番良い管材料 の一 つ

であると思われる。

3 . 騒音

騒音は近年、騒音公害とまでいわれるごとく現代生活にとって無

関心ではいられなくな った 問題 の一つである。う るさいとかうる さ

くないとかいうことは各個人によってその感覚量が異なるものであ

るから、集合住宅のような呉なった家族単位の集合体の中ではこと

に面倒な事柄の一つ であるといえよう 。 時計の振り子の音はやかま

しくないが、測定 してみてもそれよりもっと 小さい音であるポ ンプ

揚水時の流水音が耳障りだという苦情があるかと思えば、夜間1洗面

器の排水音、便器の洗浄音がかなり 聞 こえるのに 、隣家では ー|旬そ

れを感じないという場合もある 。 しかし一般には騒音量と、うるさ

いという 感 覚量とは 相関 していると考え、 騒音の発生はできる限 り

抑 える必要がある 。

3 .  1  管の径と流速 給水管においては所要の流量を供給する

ために経済性のみを考慮するならば管径を細くして祈必を速くし、

給水の水圧を高くしたらよいだろう 。 また排水管径においても排水

横枝管、立管、排水機主管等の径を、排水詰まりは別としてある程

度は現在よりも 小 さくし得ると思われる 。 しかしここに厄介な騒音

という問題が浮かび上がってくる 。

給水管径を細くし流速を速くすれば流水音は大きくなり、い った

んウォーターハンマーが起きるとはなはだしいときは配管の破裂や

ジョ イント部の洩水、 ゆるみを生じる。なお管の振動は大きくな り、

不愉快な振動音を発するようになる 。排水管も、横引管にし ても立

管にしても、それぞれその管径および勾配に応じた許容流量があり、

それを超えた排水量が流れるときはトラップ封水をおびやかすばか
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図- 5水栓による発生騒音
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りでなく、非常に大きい騒音を発するよ うに なる 。 いいかえれば官=

径を極端に細くすることは集合住宅においては厳につつしまなけれ

ば な ら な い 事 項 の 一 つ な の で あ る 。

管の固定がしっか りしていないと管の共振を起こし、騒71f はなお

一層; 剥しくなるも の であるから、 とくに 管 の 支持は堅固にする必要

がある 。 また管の建物埜休を立通するf I l il所はグラスウールを巻き、

管と壁{ 本とを絶縁し、そ のグラ スウ ール の外周 と壁体とは完全にす

き間がないようにしなければならなし、 。 スリーブと管との 間 も|涼1111

があると音が漏れる恐れがある 。

ポールタ ップを取り付けた給水管は止水時の騒音が比較的大きい

のでポールタップ近 くの給水 管の壁体質通例所は前記の外に前後に

可携管を取り付けた方 がよい。

3.  2 .  ポンプの揚水管 ポンフ・の 燐脅淑は大別して水力的騒音

と機械的騒音に分けられるが、この場合、水力的騒音が機械的騒音

を上回る のが普通 のようである。そして報文によればこれら の娠動

の伝達が送水管によ って行われ 、か つ振動は7 ) < を主たる伝達媒体 と

しているらしく、ここに難しい問題をかかえているわけである 。

すなわち振動の全部が管自休を伝わるのであれば、管の悶定、可

侵 管 の取付およびポンプの基礎 の防 振 処 理 ( この場合l坊振ゴム、ば

ねばかりでな〈ポン 7 ・の重 量 以 上の頑丈な コ ンクリートの浮基礎 が

必 要) である程度防げるはずであるが、騒管と なる振動が主として

水によって伝達される とすれば 、こ の対策は種々試みておるにもか

かわらず、なかなか確笑な方法がなく、錐問題の一 つ である 。し た

がってポンプの揚水管は屑住区域からぜひとも遠ざけるとともに、

前 記のような 処理が必要にな ってくる。また 使用上はポンプを抜高

効率点付近で運転し、締切りに近いところや、全開に近い ところ の

ように小 流量あるいは大流量での運転は振動の発生が多くなり、騒

音レベルが増加するので避けるべきである ( 図 一 1 )。

図ー 1 ポンプの発生騒音 100 

建築設備に使用される名極 ォ

冷 90

ポンプの発生騒音はその詐 Z  
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ｾ＠ 80 
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7/<. 終) ] 1 寺までに故高70ホン近くの騒音レベルになることもある 。

これはトラ ップにつ ながる排水管および通気管の径、配管方法によ

ってかなり減ずることができるようだが、現在の集合住宅ではその

方法をとること自体難しい。

パスの排 水音も最高68ホン くらいでかなり大きいが、これも 排 水

管および通気管の筏、配管方法によって騒音の程j立には差 兵があり、

これらは設備面からだけでなく建築!I[副本も含めて検討する必要があ

ろっ 。

4 .  洩 水 、 つ ま り 、 故 障 な ど

先にも述べたごとく、集合住宅における洩水事故は、その洩7 ) < が

あった住宅のみならず、少なくともその下階の住宅に影響を及ぽし 、

妨害を与えるも の である 。

排 水 管 の 言吉 まりにしても、当衛生骨器具が使用不能になる のはもち

ろん 、ひどいときは汚水 、汚物 がほかの排水口 から滋れ出すといった

3 .  3  衛 生 器 具 衛生総具の騒音で、使総の洗浄音、流し、洗

面紫、浴槽の水栓、 l止水口よりの流水音、排水金具よりの排水音が

問題となる 。 このなかで、使総の洗浄音が一 番騒音の程度が高くと

くにフラソシュ始めと終わりが高い 。 フラ ッシュ 始めの音はタンク

内部金具作動音 と 洗 浄 管 内空 気 がtl !l し出 されるために起きる音との

合成音と解され、短時間ではあるが70ホン近い騒音となる 。 洗浄途

中の l噴出音は、7 ) < が空気を巻きこみながら{ 史探からトラ ップ 、排水

管へと iたれる音で、時間は書11合長いが騒音はフラ y シュ始めの給水

音よ り一般には小さい。 終了時音は、サイホン便器はトラ ップへ空

気を 吸い込む ので 、かなり ｴｾ 1，、 騒音を示し、 75ホンにもなる場合が

ある ( 図 - 2 、 3 、 4 )。 最近消音を考慮した ロータンク密結型の洋

風使器が市場に出てきているが、集合住宅に全而的に採用するまで

にはいたらず、今後も使器洗浄音は騒音上の 問題点になるも のといえ

よう 。 yに栓 の使用 時 における発生騒音は 図 - 5のごときものであ り、

シャワーの発生騒音も 55ホン程度で使総洗浄音ほどではないにして

も、かなりの数値を示していることが判 る。 洗面穏に湯水を張り排

水栓を抜 いた直後は音が出ないが、すぐ音が出始め、水深が 3 cmほ

どになる と渦が生じ、空気を巻きこみ始め、大きな音が出だし、 排

2 9  



m!tj' l 三極 ま り な い 状 態 に な る こ と も あ る 。 そ の上 溢 れ 出 し た 汚 水 等

がスラブ、 l笠を伝わって隣家 、下階 の 住 居 へμ 入 し 、 天 井 、 壁 等 を

汚 す こ と に な り か ね な い。

ま た 不 注 立 な 配 管 がi凶7 ] ( 後発見 され 、そ の取り 換 え 、手直 しには

慨 し て そ の 住 宅一 判: のみならず隣家にも、共有管の場令は当然、立系

統全書11の 家 に 迷 惑 を か け る こ と も あ る 。し たがってこの角度からも

配管材料の入念な選定、施工の雌突きが 一 層苦ｾＪされるのである 。

4 .  1  配 管 給水' 官としての硬質塩化ビニルライニング鋼管ーも

地_r". 1.. の 注 立 を 怠 れ ば 致 命 的 な 欠 陥 管材 となってしまうという 充 分

な認識が必要である。すなわち 以 下二 、三 そ の よ う な 事191J を記して

みよヲ 。

1 )  }JI I工 11; 1 ' ，とくに切断 11.1' の}JII 熱 や 、 冬 季 焚 火 の 附 jf j : に無分別

に↑ 泣いておって、 |付 f(JI のビニル 1J=が膨必した り溶融 して 閉塞 個 所 を

生 じ、これを知らずに 配 管 をしてしまった。

2  )  鋼 管 と 内 而 のビ ニル包: とが一 部 l付別 れ し て い る こ と に 気 付

かず峻続して 、亦水 や腐食による洩 水ー ｊ ｾ 欣が起きた 。

3  )  鋼 管切 断 端 而 の樹 脂塗装処理を忘れたり 、 処 理 が拙 〈赤水

や l肉食が起きた。

ｾｴ ｦＮ である。

これらは s 見些 *IUに 見 え る 事 柄 で は あ る が 、 い っ た ん 事 故 が起きれ

ば ｾ� Ｇ ，Ｚ ［Ｚ［ に ｊ ｬｌ介な ｌ ｊｾｩ 怯 に発 脱 するのである 。 排水管 でも工事 費 の節減

に L かなって、 G更' t ' i 塩化 ビニル官を使用するケースが多いが、

1  )  紫外線に長時間爆践すると劣化を' 1 : . じるし、凹凸 の あ る 所

に似 んでおくと 11Rげ応力 による彼労老化が起こる。

2  )  官: そのむ のの1111紛 が 大 で あ る の で 、引11*1(1被 手 を 要 所 に 入 れ

る必裂がある。

3  )  耐火性、| 坊火性 に対する 1;'f}!1j の配1. 11) : を必要とする 。

4  )  償' ) 1管 の支持にはとくに注意を払わねばならない。

等の 間程j点 を持っている。

また鋼管矧は、| 坊食に対する配慮がなされていなかったり、その地

工 が 不 完 全 で あ る と 、 エ ポ キ シ 系 樹 脈 塗 装 鋼 管 で あ っ て も 屯 食 、 孔

食を起こすことがある 。

なお上記以外 に 鋼 管 、 硬 質 極 化 ピ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管 は 、 ね じ 切

り11与に使用される切削泊の除去がなかなか餓し〈、 7111 くさい水がい

つまでも 出 ることがある 。 洗竹ーに 多大の労力、費用をかけているに

L かかわらず余 り効栄 が上 が ら な い の が 現状 で あ る 。 今後、こ れら

については、水I容性1; 1) 削 7111の係用、 j先包「万法の省ブJ 化等が研究謀娃i

となるだろう 。 また鋼管ねじ切苦11の11); !-'1処埋も、数が多い接続イ問所

のためか 、 なかなか完全実地にかける Ｎ ｉ Ｚｉｾ が見受けられる。

ｾｉ 司管ではフラ ｹ クスのつけ過ぎによる銅管内部の緑青の形成 ｊ 判長、

ろう 村 の安易な選定による 材 質 そ の も の のJ ! f ii 化、無理な机l工 に よ る

応 j j'，'iIJ れ、腐食等が問題点と してあ げられる 。

歩行管とくに 排 水鉛 管 の1J1l 工 は 現 在 で は 同 家検 定 で あ る 技 能 士 の検

定にも: An士宮11門においてなくなったとはし、え、術生設備において、

11ti 生附総との桜続伽| 所ーにはかなり多〈今も似われている 。 しかし 最

近は }JJI 工 時 の 変 形 お よ び 悩 |勾 が 目 立 つ よ う に な っ て き た 。 今 後最 小

限 度 の 鉛管 加 工 技 術 は 修 得 す る 必 要 が あ ろ う し 、 排 水 鉛 管 に 代 わ る

べき 材 料の 開 発 と 建 築 躯 体 村 l立の向上による逃げ、手直しのいらな

い配官- 方法が望まれる 。

4 .  2  配 管 用 ス ペ ー ス 鉄筋コンクリートの，建物は平均35年く

ら い は 充 分 に 持 つ よ う で あ る が 、 そ こ に 内 蔵 さ れ た 設 備 は 15年くら

いで一 部 取 り 答 え が始 まるものと ，忠わ なければならなし、。もちろん

数年をいでずして取り換えなければならなかったり、 20年 以 上 も 竣

工 H寺のまま使 用 に耐 えているといった 例 外 は あ る が 。 建 築 よ り も 設

備 の 万 が耐用年数が、 一般には短いといえよう 。

設 備 に は 、 隠 蔽 、 埋込 配 管 が か な りあ る に も か か わ ら ず 、 取 り 換

え修理をする 上 での ス ペ ー ス が 皆 無 だ っ た り 、 申 し わ け 的 の も の が
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数多く見られる 。 集 合 住 毛 に お い て は と く に 一般 オ フ ィ ス ピ ル な ど

のように 修 理 に あ てられ るよ うな 休日 がなく 、ほ とんど 時 間 的余裕

がなし、。そして 洩 水 が 起 こ れ ば 時 聞の 経 過 と と も に 大 き な 水 損 事 故

に発展す ることも あ る の で 、洩水な どは 述 や か に 確笑に 修 理 す る 必

裂が ある。そのためには修理 ｾをするため の 充分なス ペースの 確保が

他 の建物 以 上 に 不 可 欠 なのである。しかし 集 合 住 宅 で は い か に し て

有効面積を大き くとるとかいうことが 、現今 の よ う な せ ち 辛 い 経 済

主 ｊ Ｇｾ 附下では 一つの 課題 であろう。ここにも建築と設 備 の 接点があり、

その妥協 点 を 慎 重 に 見 出 す 必 要 が あ る と思 う。

集 合 住 宅 に お い て は 階 高 と 区 分 所 有 の 関 係 か ら か 、 勾 配 を 取 る 必

要 のある給湯管、 排 水 管 に お い て も 床上 配 管 が 多いが、これ らの管・

の 勾 配 が充分に と れ な い た め に 給 湯 管 に お い て は 空 気 が充 分 に 抜 け

きらず、 施 工 のミスも重なってエ ア泊りができ てエア ロ ックを 起こ

し た り 、 排 水 管 に お い て 規 定 の 勾 配 が と り え ず 詰 ま り を 生 じ 、 浴 室

の 洗 い 場排 水 や 洗 濯 機 用 の|坊水パ ン の ホ ー ス 排 水 口より l吹 き出した

り、| 切水ノマンと排水口との締イ寸不良によって排水がコンクリートス

ラブに洩水し、知らずに下| 併の天井を汚したという WIJ も あ る 。 無 理

な 配 管 は ど う し て も 勾 配 の 不 充 分 、 そ の 他 ト ラ ブ ル の も と を 作 る こ

とが多いものであるから、 配 管 ス ペ ー ス は 半 面的にも 立 面 的 にも 故

小|浪は確保した いものである。

4 .  3 .  衛生陶器およびニl ニット まず 陶 総の色に ついて。 陶 総

の色 の 選 定 では、 一昔 前 ま で は h'ri 紫というイメージア y プ の た め か

ほとんど白 色 が 普 通 であったが、近年は住環境もカラフルになり、

陶 器 メ ー カ も 競 っ て カ ラ ー を P Rす る に 至 り 、 か え っ て こ の 選 択 に

はiJ Ui しを生 じてきたように思われる。建築設計者はインテ リヤ 、 設

fl iiJ :'}: If¥J の自己色 を 考 え陶総の色 を選定することが多いと 思 うが 、建築

内装 の色 彩 も 模 様替えによって変わってくるであろうし、 色 彩 感 党

も家抜構 成の変 化、 子 供 述 の 成 長 に 伴 い 変化 してゆくもの である 。

したがって 陶 器の色 の 選 択 は 将 来 と も 難 し い 問 題 点 で あろう。

つぎに集合住宅の浴室、 トイレではほとんどがユニ y トパス、ユ

ニ γ トトイレを採用しているが、故障点検 、 修 理のための充 分 な 点

検 口 や 室 外 に 配 管 さ れ た 管 の修理、取り換えのために室内から壁ノ ぞネ

ルが取り 外 し 取 り 付 け が で き る こ と が必 要 である。またこれに取り

付けられた排水トラ ップも 封 水 深 が50mmあ る と い う だ け で非常 に無

旦 ｉｾ な形のものがあるが、これらは 排 ｬ ｊ＼Ｎ ｭｾ ｾ 与を起こすことが多いので

研 究 改 良 を 希望 し た い 。 洗 而化 粧 台 も 住 宅設備 に は 定 着 し た よ う だ

が こ れ の 確 笑 な 固 定 に は ま だ 不 備 な も の が あ り 、 ガ タ ツ キ か ら 給 排

水金具のユルミが生じ、 i曳7 ] ( の原因となっている 。

5 .  おわりに

集令住宅における問題点のうち、と くに重要と 思 わ れ る 事 項 を 思

い つ く ま ま に 羅 列 し て み た が 、 こ の ほ か に も 細 か い も の ま で 数 え 上

げ れ ば ま だ ま だ 沢 山 あ る よ う だ 。 こ れ ら の 問 題 点 は 設 計 段 階 に お い

てA考慮せねばならないもの、あるいは地工、管理の l時点 て' 注意せね

ばならないもの、などがある 。 そしてこれらの 中 には H寺代の感党、

指 向 によって 問 題 点 で なくなるものもあろうが、 大 部 分のものは 、

これからもやはり 問 題 点 として残るであろう。

今 後 、脇工 技 術 の 向 上 、 新 製 品 の 開 発 に よ っ て 少 し で も 解 消 す る

ことを J切f寺するものである。

しかし、これらの問題点は設備上からだけで検討すべきものでな

く、 多 分 に 建 築 上 か ら も す べ き で 、 両 々 相 侠 っ て こ そ 成 来 を 上 げ 得

るものであることを 6在fti する。
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集 合 住 宅 の 冷 暖 房 ・ 換 気 設 備 の 問 題 点

為 近 磨 巨 登

住宅におけるセントラルヒーティングは年々着実な普及上昇をし、

住宅設備としての重要性が認められてきている 。とくに 集合住宅に

おいては建設時点で組み込んでおかないと、竣工後追加設備をする

には、給排気処理が非常に困難でレあるし、工事に 際 しよ下 、隣戸な

どに及ぼす影響も大きいので、ほとんどできないことになる 。 この

よ うな意味もあ って、ある程度のグ レードの民間マ ンションのほと

んどにはセントラルヒーテイングが設備されている。

公共住宅でも分譲のものについては、神戸市住宅供給公社の夢の

台ハイタウン、住宅公団の泉北赤坂団地に採用されているし、続く

二 、三の団地にも採用の計画がある 。加 えて先日の新聞 でも、公団

が今後建設する 6 階以上の高層分譲のすべて、賃貸住宅の半数に各

戸別のセントラルヒーティングを設置するという 構想 を打ち 出さ れ

たことを報じているが、今やセントラルヒ ーテイングは集合住宅に

とって、きわめて 必需的な 設備にな ってきている。

集合住宅における暖房の問題点を記するにあたり、叙上の意味か

ら個室 i暖房は除いてセントラルヒー テ イングに絞って話を進める こ

とにする。また、 熱源としては、現在最も安全、衛生的で供給の安

定したガス燃料に限り、主として計画設計時点において考慮を要す

る問題点について述べることにする 。

1 冷 暖 房 設 備 の 問 題 点

冷暖房設備の問題点 としてはいろいろ考えられるが、ここではつ

ぎの四項目に ついて述べることにする。

C  1  ) ボイラ の設置場所

C  2  ) 機器の選定

C  3  ) 配管

C  4  ) 冷房との組み合わせ

(  1  )  ボ イ ラ の 設置 場 所

ボイラは燃焼型式により半密閉型 ( 以下 CF 型と呼ぶ) と 、密 閉

型( 以下 B F 型と呼」、) に分けられるが、集合住宅の場合は表 1 の

ような設置方法カ、ある 。

(1)バルコニー設置 住戸または片廊下側 にボイラを設置できない

表 1

設 置 場 所 給排気万式 設置限 界 繍 .J'; 

バルコニー設置 6 階以下 機器は耐風 耐間性のある bのが必袈

外 壁 訟 置 B F - W 14階以下 B F 型機器の代表的立設置万法

B  F - C (  1 )  チャ ンパ一 方式とむよ 0 ) 0 0

B  F - C ( 日) 14階以下 チャン " ーの 陪カC" ランスタイプとな っ

B F - S  てお 1) 、高層 住宅にも適用できる.

共 用 片 廊 下

B F - P  チャンハ一万式でなあるが. チャ ンパー

B F - G  6 - 7 階以下 円形がパランスタイプで辛いた的、 中層

B F - P O減 住宅までにしか適用できない.

C  F - C (  1 )  

14附以下

チャ ン パ 方 式 でC F 型の償援に適用で

C F - C ( U )※  きる.

B F 型償器で給排気を共用ダクトで処理

U Y7 ト する .

S  E Y 7 ト 15階以上む可 ダクトを適切に位置すtt ぱ 給気口、排

( 共用給排気筒) 気口‘ 風1旬、風速に影響 されずパランス

場所に限定が少
するので、紐高層住宅でし適用できる.

ない

機ｾＮ数、イ ン
プラム〆チドフ J v-ー

プ y トによリ C F 虫機器で排気を共用で処理する.

( 共用排気筒)

限界がある .

滋印は大阪ガス製品的 機器に的み適用できる方式

場合、バルコニー に箆出のまま誼いたり 、 ボイラ室として固いを設

けて置かれることがある 。 ポイラ室を設ける場合は、つぎに述べる

外壁設置方式が適用できるので、ここで述べるバルコニー設置とい

うのは露出のまま置かれる場合のことである。

このような場合は C F 型機務を採用されるのが普通であるが、通

常の C F 型機 器は室 内設置 を原則 としているので、耐風性能および

耐候性、とくに雨に対する配慮がされていないため、安易に採用さ

れることは禁物で ある。どうしてもこの方式で設置したいときは、

上記二点を満足する 機器であるかどうかを確認しておかねばならな

L 、。

(2;外壁設置方式 この方式は、階段室型住宅や、片廊下型住宅で

もバルコニーに面した外壁に接して機器を設置する場合、 B F 給排

気筒( 以下 B F トップと 呼ぶ) が突き出ていても通行の邪魔になら

ないような場合に適用されるが、バルコニーの場合のように B F ト

ップの側方に柱型があった り、隣戸との聞に隔壁が設けられる 場 合

は、これとの離間距離に制限があるので注意が必要である。

(3)チャンパ一方式 集合住宅は片廊下式が多く採用され、そのほ

とんどは間 口を狭〈、奥行きを大きくとり、かつ、バル コニー側は

採光を有効に 利用 するため居室、寝室とし、台所、浴室などは廊下

側にも っていかれ るのが通例である 。 このような場合に採用される

のがチャンパ一方式て¥廊下に蘭した部分に給排気チャンパーを設

け、この中に B F ト y プを突き 出さ せるものである。この方式を 採

用する場合は、つぎの事項についてチェックしておかねばならない 。

イ. 片廊下 の関口条件

ロ. チャンパーの間口、奥行き、高さ

チャンパーと雑排気ダクト、窓との関係

ニ. その他

イ. 片廊下の関口条件 チャンパ一方式は燃焼排気が居住域に近

い廊下に 排出 されるため、廊下の換気状態が問題 となってくる。こ

のため廊下の片側 は開放 されており風が吹 き抜けることを原則 とす

るが、完全開放 という こともむつかしいので実験 の結果か ら、開口

部の幅および面積などの最低限度を定めてある 。 ( 日本ガス協会発

行「ガス機器の正しい設置について」参照 ) この条件をどうしても

満足できない場合は、 機器に強制排気ファンを取リ付けて外気に面

するところまで排気筒を延ばすか、共用給排気筒方式などにせねば

ならない。

関口条件は排気に対する 衛生上の配慮、だけであって 、冬期外気温

の低いときや、 L 型建物の隅角音1¥などで、廊下天井面に結露する こ

とがあるので、ご承知おきねがいたい。

ロ. チャ ンパーの閉口、奥行 き、高さ 片廊下の間口条件をチェ

ックしたのちチャンパ一方式の選定に移るのであるが、まず建物の

階数から適用できる方式を選び、つぎにチャンパーとして使用でき

るスペースから適合する方式を限定してゆく。概して B F- G、B F-P

方式は 閉口 が大きくなり、 B F-C 方式は 小 さくてすむ。奥行きは B F

S 方式は 600 以下 でなければならず、 B F- C、CF - C、C F- C ( II ) 、

B F- C ( II ) の)1煩で大きくてもよい。逆に奥行きが最も小さくてよい

のは B F- G、B F- P方式である 。

高きで 問題になるのは梁背て¥これが大きいと チ ャンパーの前面

に出る 遮風板が比較的低い位置になるので、通行の障害に なるおそ
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れがでてくる 。このような場合のため梁貫通の方式があるが、この

場合は梁を貫通することの可否について構造担当者の意見をきいて

おかねばならなし、 。 もう一つ、チャンパーの寸法関係で見落とし勝

ちなのは、給気力ラリの下端と廊下腰壁のト ップとの間隔である 。

これは燃焼に大きな影響を及ぼすもので図 1のように最低100mmが

必要である 。( 方式によっては影響のないものがある ) この寸法がと

れないときは腰壁を格子手摺に変更するとか、ガラリの関口率を大

きくしてカラリ高さをかせぐなどの手段をとらねばならない 。

チャンパー各部の寸法は、チャンパーの方式、機器が壁掛型か床

置型かの別、およびインプ y トによってきめられている 。一例とし

て、インプ y ト19，000Kcal / 時の壁掛型機穏を各方式で設置したと

きの、各部必要寸法を、比較しやすいように図 1 で示してみる 。

チャンパースペースは、 ( 住戸の有効スペースを少しでも広くした

いため、できるだけ狭いにこしたことはないが、充分な検討もせず

に平面計画をしてしまうと、往々にしてチャンパーとして迎合しな

いスペース、寸法になり、もう一度プランを練り直さねばならぬよ

うなことになる 。給排気チャンパーは少なくともトイレや浴室と同

じように、平面計画の当初から充分検討しておくべきで、容れ物を

きめておいて中 l床を押し込めるのでなく、中味に合わせて容れ物を

考えていただきたい 。

なお、 CF- C方式は機器をチャンパー内に設置するので、図 1 か

らもわかるように B F チャンパ一方式に比べ、機器設置室のスペー

スも含めたスペースとしては小さくてすむ。 しかしこの方式は点火

消火操作が室内から行えない欠点がある 。以前は室内側に扉を設け

て、操作のためいちいち戸外に出なくてもよいようにされた例もあ

るが、 l弄が完全な気密を保てないため、風向きによ っては排気が室

内相IJ へ流入し、いろいろトラブルを生じたことがあるので、現在は

この方法を禁じている 。

ハ. チャンパーと排気ダク下、窓との関係 チャンパーの近くに、

台所排気や浴室排気ダクトが閉口していたつ、開放できる窓がある

と、ここから高濃度の排気が建物に流入することがあるのて' 注意を

要する 。チャンパーとこれらの関口との離間距離 についてはとくに

規定はないが、少なくとも 50cml立総しておくべきであろう 。

ニ. その他 チャンパーを構成する壁体は気密が必要で、とくに

壁体をブロ ック積みでもする場合は天井との間に隙聞ができやすい

ので、白地詰めを確実にするよう注意が必要である 。チャンパーと

室 内の閉め気密はさらに大切である 。 これはチャンパーに風が吹き

つけられるとき、チャンパ-1111JがJi I . 圧併となり居室11l1Jが負圧になっ

て、給排気のバランスがくずれて不完全燃焼を起こすだけでなく、

排気が居室に侵入するため不測の事故を惹き起こすおそれがあるた

めである 。

廊下の関口側の天井に下り壁を設けるときも注意がいる 。 これも

片廊下の関口条件と同僚に衛生上の見地からで、下り壁の深さは 30

cm 以下を限度とされている 。廊下に直交する梁も同様でレある 。 これ

らがどうしても避けられない場合は、天井を貼って深さを小さくす

るのがよし、。

(4)共用給排気筒 先に述べた片廊下の|掲 口条件が満たされない場

合や、ポイラを住戸の中へ設也する場合にとられる方式で、代表的

なものに S E ダクト、 U ダクトがある 。

S E ダクトは、 U ダクトに比ベダクトスペースがほぼM ですむと

いう利点はあるが、外気の取り入れ方がむつかしいという欠点があ

る。すなわちどの方角から風が吹いてもダクトの下部が正圧になる

ようにする必要があるので、ピロティ型か設備! 渚型のように、どの

面にも広い関口があるような建物でないと適用しにくい 。 この点、

U ダクトは給気も屋上から取るので上記めようなむつかしさはない。

これらのダクトの材質には耐食性が要求されるが、これに適合す

るものとして現在は SUS304が使われている 。 このほかにも、サン

エ ックス( 商品名 ) とし寸耐酸セメントが設近行 った材質試験で良

好な結果を示したが、まだ実施例がないのでレ施工性、費用などが明

らかでなし、。

B F- C (  1 )方式 BF - C (  11 )方式 BF  5方式
B F  G方式

m
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噛

ω

B F← PO方式
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起
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表 2

H  

ｊｾ＠

σ3  

慨

個品

強 ili11 給 公 万 式 l 強 制l 排 気 )i 式 | 強 制 給 排 気 ) j 式

S E ダク ト U ダク ト S E ダク ト uダクト S E ダク か

. IA気 IA気 . I  喝 ｾ＠ _ ，湯気 1勇気ー

H  フ7 ンファン H I  l d 量平Hフアノフ ァ〉勾T

l 111 1  11 1  川 川 | 韮且副1 1  

， '" 1 "  ， ，， - - -， 

排 気 ｙＷ ト ｉ｟ Ｎ Ｂ Ｎ｟ ｾｾ . .__. Ｎ ｾ Ｂ Ｎ ｉ Ｎ ｾ Ｎ ＢＮ ｟ ｾｾ＠ .. _ .. . .. .  Iさらに小さな Y 7 ト伎にで
|普通のS E、UY クトと 同 じ l 普通のSE . UY 7 トよリ，)・|断 商 慣 I ｕｾ Ｎ Ｎ ｾｾ ， ｾ ＢＮ＠ ｾ ＮＮＮ， ｾ＠ 1  ｕｾ ＢＧ ｾ｟ Ｎ ｾ Ｂ ，Ｎ＠ ，.，'1 さる

給公 ダクトl i韮風機静圧分だけ 小さ〈で | 普通町S E、UY 7 トよリ小| 送風機静圧分だけ小さ 〈で

断 面 情| きる | さ〈なる | きる

送風機古数 1 I  1  I  

給公ダクト径が普通の )J 式 |排気Y 7 ト径が小さ 〈でき |排気Y 7 ト径. 給気ダクト

に比べてずい分，)、 さ〈でき |る ので町1副住宅に i直して L 、I ff ともに小 さくでき るので

用 途 l るから. 中. 高層 住宅で、 | る 趨 高 崎住宅に過す る.

給公 U 的配置が舵 しいとさ

にニ の )j 式を 採用すI l ぱ自

由 ｉｾ 町商い計両ができる Ｎ

S E ダクト、 U ダクトは、給排気方式としては優れたものといえ

るが、必要スペース、工事費用の点で錐があり、と くに超高層にな

るほどそれらが大きくなるので採用しにくいという菌がある 。 また

S E ダクトは給気の取り入れ方がむつかしい 。 このような欠点を解

決するため最近開発されたものが強制式の S E 、U ダクト方式で、

その種類と概要を 表 2 に示す。

これらの方式は給気あるいは排気にファ ンを使用するもので、ダ

クト径は燃焼排気のドラフトのみに頼る S E 、 U ダクトより小さく

なる 。一例として 15階建で、ガス消費量 6 m'/ 時の機持を設置する

とき、 S E 方式では76cm、強制給排気方式の場合は 49cmの径になる 。

これらの強制方式は、工事費用 を節減できるだけでなく、必要ス

ペー スが少な くてすむという点で高〈評価されているが、 一方、排

気ファンを使わねばならぬという点が嫌われている 。高層住宅とも

なればエレベーターは当然設けられるし、上水ポンプや、時には共

用換気ファ ンもつけられるのだから、このためのファ ンが何台か増

えたとしてもメ ンテナンス上は五十歩、百歩だと思うのだが、残念

ながらまだ採用された例をみない。

(5)共用排気筒 これは半密閉型の機器の排気を共用ダクトで屋上

に出すものであり、給気はおのおのの機器の設置場所で取り入れる 。

この方式は、風圧のバランスの具合で下の階の機器の排気が上階

の機訴の逆風止めから溢れるというケースが生 じることがあるし、

各階の逆風止めから外気を吸引してドラフトを弱めるということも

あるので、 一本の共用排気筒に接続て・きる機器の台数、インプ ッ ト

などに制限があり、大体中層以下の集合住宅にしか適用で きない。

また、機器を 室内に置くことは上記のように逆流することもあるし、

建築基準法の防火区画の問題からも禁 じられている 。 したが って、

機務は室内と隔離されたチャンパー内に設けざるを得ない ので、前

述の C F- C 方式と同様、操作が不便であるという欠点がある 。

( 以上述べた 'IHjJj について 、さらに詳細な ことを お知リ にな リたい }j は、大阪 ガス 発 行「給

排気ハン ドプ > 7  J( 笑 税制l布 ) をニ' 覧ねがいたい.)

(  2  )  機器の選定

暖房機器を選ぶにあた っては、少な くともつ ぎのようなことを検

討せねばならない。

(1}1I愛房 をどのような方式で行うか。

(2)給湯をどのような方式で行うか。

(3)機器の能力は、どの程度のものが必要か。

これらの項目は相互に関連がある ので、以下一括して述べること

にする 。

まず暖房方式についていえば一般に、温水方式、温風方式、ふく

射方式に分けられている 。

温水方式は、 ポイラで作 った 温水 を室内に置いた放 熱総に循環さ

せ、ここで混風に変えて室内 を暖めるものであり、温風方式はボイ

ラで作 った温水て帆空気 を加熱するか、直接燃焼焔で空気を力n熱して

作 った温風を、ダクトを通じ 室内に設けた吹出口に送り 、これで室

内を 11是めるものである 。普通前者に使うものをセントラル温風l暖房

機、後者をガスファーネスと呼んで区別している 。またふく射方式

は温水を ( 温風の場合もある ) 床に埋め込んだ( 天井、壁の場合も

ある ) コイルに循環させてその表面を加熱し、この面から放射され

るふく射熱によ って温感を与えるものである 。

そもそも、人体からの熱放散は、 主 として体表面よりの対流、ふ

く射ならびに蒸発で、行われ、これによ って体温を調節しているが、

その割合はお のおの20- .30% 、40- 50% 、20- 25% といわれている 。

人体の まわりの気温を上げると対流による放熱が抑えられるので暖

かく感じるし、温度の高い壁面が周りにあると、ふく射による放熱

が減少する の で ｉｉｾ か く 感ずる 。 これからもわかるように、温水方式

も温風方式も人体から の熱放散を防ぐメカニズムか らみれば、ふく

射方式に対し同じく対流暖房ということができる 。

普の事務所、病院などの温水による ( 蒸気の場合も多い ) 連続暖

房では、放熱器として鋳物製ラジエーターが使われていたが、これ

は相当なふく射効果をもち単に温風を送り込むだけの温風暖房 とは

効果を異にしていたので、温水、温風、ふ く射とし 寸 分類がなされ

ていたのであ ろ う。 ところが、関西地方の住宅の ように、冬でも暖

房を必要としない日があ ったり、日中でも陽があたればl暖房はいら

ないというよ うな条件のところでは、連続暖房は必要な く、逆に暖

房 を必要とすると きは、能力が大きく 立 ち上がりの早いものが要求

されて、現在ではファ ンコンベクタ一方式が普及している 。

この ような現実からみれば、今までの温水、混風、ふ く射という

分け方は、暖房感の面からは大した意味はないことになる 。 とはい

うもの の 、これらの方式によ って機器、費用などで相当迷う国があ

るので、やはりこれまてザ〉分類に従うことにし、新しい見方での各

方式の相異、特長 を述べ ることにする 。

表 3 暖 房 方 式 に よ る 特 長 比 較

主ト〈ご
z品 水 万 式

温 風 ) j 式

ふ く 射 万 式

(7 アンコンベ7 9- Q鴻 ) ( 床暖房の時 )

1  . 暖房立上り時1111 早ぃ 早い おそい

2.  i.品1!J:分布 よい 1品水 よリ劣る 政 L よい

2  暖 房 感 普通 普通 優れ ている

4  宅t邑制御 容易にできる 容 易にできる ややめんどヲ

5.  i.且1!J: 制 御 できる できる できない

6.  1喪主i 性 な し あり 主 L

7 騒 音 あり あり 生し

8  室 内 スペース スペー えをとる スペー スとらない スペースと句 ない

9  地工性 普 通 温水 より綬雑 温水 より 線維

10  設 備利用 普通 J p[-通 最も/. ' l j ぃ

II ランニングコスト 普通 普通 安い

12  冷房と の組み合せ 容易 容 易 別に必要

以下に各項目の事ili 足説明をする 。

(1)温風式では、全室 を同時l暖房 しないとき、暖房する 室 にそ の室の

負荷以上の温風がI吹き込まれる ので、温水式より 立ち上 が りが早い。

(2)温風式は床面と 天井面と の温度差が大きくなることを避けられな

いが、温度の低い温風で風量を多くしたり吹出口を床面に近いとこ

ろに設けるな どにより相当改善される 。

(3)ふく射式は頭! 謀足熱型であるため設も優れ、理想的なl I i 房といえ

る。

(4)温水式はファ ンの強弱切替、発停により、温風式は吹出 グ リルの

ダンパ開度の調絡により容易に行える 。 また、温水式は放熱器にル

ームサーモを付ければ自動制御もできる 。温風式もルームサー モで、

3 3  



ダクト途中に設けたモーターダンパーを自動制御することもできる

が、設備費用が高くつく 。ふく射式は温水温度、あるいは温水流量

により制御することができるが、いずれもパルプ調節によるのでめ

んどうであ り、自動制御はタイムラ クーがあるためさらに困難である。

しかしこの方式はそれ自体 放熱量が大きくないので、制御の必要

も少ない。

(5)ふく射式には湿度制御装置はないが、 室1昆が低 くて よい のでとく

に湿度制御を考慮する必要はない。

Ｈ Ｖ Ｉ 温 ｽｩｾ 式は絶えず室内空気が入れ替わるので、換気性がある 。 そ の

反面、暖房している室の空気が全部混合されるので、央気などが拡

散 されることがあ る。

(7)温水式ではファンコンベクターのファン昔、温風式では吹出し音

がある。温水式では とくに静かさを望むとき 、ファンをもたない コ

ンベクタ一、バネルラジ エーター を使 うこともできる。

(8)氾水式の床置型ファンコンベクターは室内のー音11を占有するが、

床理込型のものはこの欠点がない。

(9)温風式では、ダクト、吹出グ リルのために建築工事との取り合い

が多い点、温水式より綾雑である 。ふく射式は、最近二、三のメー

カーからユニ ッ トタイプのものが売り出されたので、従来の埋込式

に比べ施工性は透かによくなっている 。

(10)各方式とも主機 の価格 を含めて 比較すべきであるが、主機は能力 、

給湯型式などによって差異があるので簡単に 比較するこ とはむつか

しい 。主機以 外のものについて 比較すると、温風式は暖房室数が多

いとき温水式より安くつく。しかしダクト通路、吹出口、リ ターン

ガラリのため天井、梁その他に手を 1J 日えねばならず、建築恨I j で若干

H用的 となる。

(11) 温風式はリタ ーン エアが非暖房室を通るので、H愛房対象室だけか

ら考えると熱 ロスがあ り、温水式におけ る配管からの放熱よ り少 し

多いといえるが、これらは住戸内でのものであり全くのロスとはい

えない 。いずれにしても 、集合住宅は外壁而が少なく気密性もよい

ので、独立住宅に 比べ暖房負荷が小 さいだけランニンク持コストも安

い。 ランニング コストは使用時間に左右されるので一概 にはいえな

いが、当社の調査による冬期 ( 50年1、2月) 、集合住宅のガス代 1 ヵ月

平均( 厨房用も 含んで) は約 1 万円であ った。ふく 射式は室温が16.C

経度でもよいので熱損失が少なくランニングコストは最も安いと考

えられるが、まだ実 ift lJ した例はな い。

Ｈ Ｑ ＲＩｩ 昆水、 Ｑ 品 ｽｩｾ 式 は後述するように一宮 Ｑ Ｑ の 機器 を共通に使って容易に

組み合わせることができるが、ふく射式の場合は全〈日IJ f [ 司に設けね

ばならない 。

ちなみに大阪ガス製品の l暖房機についてみると、 図 2 のような種類

がある 。 各機種の概略仕様および特長を要約して表 4 に示す。

このように多機種がある のは、 f変われる方の好み、と くに給湯に

対する要求が異なるのと、設置 の 自由 j交をもたせるためである 。

これらの特長の うち、 建築と関係の大きいのは所要水頭圧である 。

瞬間式は機構上、ポイラ入口て'10mの水頭圧が必要である( ただし

シャワーに使うとき) 。したがって高架水槽の高さが十分であればよ

いが、不足の場合は水槽の高さをさらに高くするか、 1J 日圧装 j n を設

けねばならな L 、。 これもむつかしいという場合は、貯湯式または貯

湯分離式にすれば解決できる 。

以上三方式のし、ずれを採用されるかは地 表 4

)丈

温 水 眼 房 機

三、設計者の重点の世き方 、好みなどによ

るが、 機器メ ーカ -j "I Jの開発志向の如何に

よって 、その万式に適した機器の種類に多

少があるので、方式の選択範囲に限界がある 。

わが国の住宅用セントラルヒーテイ ング

の歴史も近々数年でまだ普及率の低い現在、

と' の方式が最適か という結論は出せないが、

住宅構造その他の点から、今のところ混水

方式の方に人気がある 。

今まで述べた暖房方式の特 長比較は、 も

っぱら i暖房効果、性能、費用などに関する

ものであり、主機であるボイラにはふれて

いない。 それは、溢水l暖房用ボイラと 一 口

にいっても、これには瞬間式、貯湯式な ど

の別があり 、能力にも大小があり おのおの

特長をも っているため、暖房方式と同時に

説明することができないためである 。

3 4  

晴/ 111式 ( 1 )  瞬間式( 日) 貯掲式( 1 )  貯場式 ( 11 ) 貯描分離式 ( 1 )  貯湯分離式 ( 11 )

段置『法

C.' U.叶式

盟掛式

床t l 1式

床置式

/ " 置式
堅持十床誼式

且び町T法 ( 1  ) よリ幅小 ( 1  ) よリ高き小

暖房給湯

可 可 可

不可

の同時使 可 不可

f旦し給場優先 f旦し給湯優先 i且し給場慣先

i旦し貯場分は fol!

則的可否
える

12，0∞kcal /時 22， 500kcal  / 時
17， 500kcal  /時

能 峰 房 6， OOOkcal  / 時 7，500kcal ! 時 9，000kcal /時 17 ， 400kcal  /時 25，000kcal ! 時 15，000kcal /時

自動切替 自動切管
の 2 傾 あり

19，500kcal ! 時 22. 500kcal ! 時 80 t 貯描 60 t 貯場 1501 . 2001 90 t 貯描

力 給 湯 12.000kcal / 1時 7. 500kcal  / 時 連続班問時的能力 連続ff llJ時的能力 貯t島町 2 随あ '1 連続使用時的能力

手動切{ 干 千 動 切 倖 約18，0∞kca l! 時 約 17，0∞kc. 1! 時 約 13，5∞kcal/時

所 要

5 m以上 5 m以上 5 m以 上 5 m以 上

本 調 圧

10 m以上 10m以 上 10m以上何時は 同左 同左 同左

減庄弁必要

政熱IJI 失 大

B F  B F  B F  B F  B F  B F  

燃焼 H式 C F  C F  C F  C F  C F  C F  

F F  F F  

そ の 他

屋外設置型を

度外位置も可

商品化中

( t 主) B  F ・バラ ンス }'j 式 C F  排 気 筒 }'j 式 F F  強制ハラ J ス方 式

地 風Bt ! i J機

床置式

可

1且し給湯優先

10，000kcal /払干

701 貯梯

連続使用時的能h

13，000kcal ! 時

5 m以 七

同左

k  

B F  

C F  



暖房用

冷房用

吹出グリル

( 壁画用 )

吹出グリル

( 壁面用)

王IUl
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つぎに使用者にと って関心の大きい給湯には、瞬dt:l 式と JI宇湯式の

二方式がある 。瞬間式は述統 11:1易可能があるかわり、出湯量に限度

がある。 たとえば表 4 の瞬間式( I )1ま13(V 分の水を25 d  eg 1二封ーさせ

ることができる 。 したがっ て水品ll か20.C のとき 45.C の I坊を毎分13 ｾ＠

Ｚ Ｍ ｈ すことができ、，ＧｉＺ ｩ 易 Ｇ Ｍ Ｑ Ｇ の ｩ Ｎｰ ｪｩ ｴＧｬｉｾも 一 定である 。 ｈ 宇湯式はｬＡ￭Ｇ ｩ 劫タンク

に 11寺1: ¥1 をかけて i易をl ! 宇めておき、これを必裂に応じ使う式であるか

ら、ｊＡ千場丑の範囲内では ｮｾ 湯量にｼ浪 ｪ 支がなし、 。

たとえば 3 カ}折、 4 ヵ砂? のカランも| 百lll ;'f(こi>l i

朋できる 。J易の佐川、やすさからいえばJ l i ' 場式

がi長一れているが、その反 l菌、熱効率が劣り

かつ、 j狩湯量が大きいだけ政熱抗失も大 きい。

つぎにボイラの能力について述べるが、セ

ントラルヒーテイングのポイラは暖房と給湯

の阿機能をも っているため、能力も両方のも

のが表示されている。

給湯能力は、湯を- 1 u ( ーも大il 1 : に使うふろ給湯

ができるように考えられている 。 これは少な

くとも 30分以内で揚が張れることを要求され

るので、浴そうの大きさにもよるが、 1. 5人別

浴そうでは、瞬間式で 13号( 1 9，5∞kcal/ 11寺)

程度、J ! 宇場式のときはインプ y トにもよるが、

先の表 4 のごとく最低60 t が必要である 。 これに対し暖房能力は住

宅の規模にもよるが、集合住宅の場合は7，000- 10，000kcal /時 (u愛

房面積50- 90m') 程度でよく、同時使用率を考慮すればさらに小さ

くてもよし、 。 したがって前出の各機種の暖房能力は、充分過ぎるほ

どのものである 。

これはふろの湯の張り方によるものであって、従来のふろ釜で 沸

かすような 時間と 方法に戻すならば、 ボイラ としての能力は従来の

ふろ釜程度の 12，000kcal/時 もあればよいことになる 。

ボイラ能力が小さくなれば、ポイラ価格は安くなり、 1;' ス 管f歪、

ガスメーターも小さくてすみ、さらにポイラ自身の政熱ロスも減少

するなど、すべてにわたり改善されることは明らかである。ただし、

給湯能力は 8 号程度になり 、・ふろを沸かす時間は冬、 40分程度にな

ることは認めなければならない 。

しかしセントラルヒーテイングが、集合住宅の必需設備として一

層普及するためには、このようなボイラこそ真に望まれる姿ではな

いかと思うのである 。

(  3  )  配管

暖房および給湯配管に銅管を使用することは 、耐久性、施工性な

どの面から現在では至極普通のことになっている 。管径は、温水温

度 が80- 85.C と高〈、流量当たりの熱搬送能力が大きいので、小径

のものですみ、さらにモノフロー配管では循環量が少なくてよいの

で、ほとんどの場合10A 、15A ですむ 。 これの被寝付きのものは外

径約30mm、約33mmてゆあり、交叉することを考えても配管のためのピ

ントあるいは床下空間は小さくてよし、 。床下情造、ピ ッ トなどの例

を図 3 に示す 。

温風暖房ではガラス繊維が主体のフレキシブルダクトが使われる

が、暖房の場合は 4 B  ( 外径150mm) 5  B  ( 外径175mm) 、冷房兼用の場

合は 6 B  (外径200mm) が使われる 。このため必要とする天井ふとこ

ろ、および吹出口のスペースは同 3 に示すとおりである。

集合住宅では階高が限られているので、ダクトを通すため全部の

天井を下げることはむつかしく、梁あるいは壁に沿 った部分だけ天

井を下げることが多 L 、。ただし、暖房機からある範囲内は何本かの

タクトが通るのでこの部分だけは全面の天井を下げねばならなし、。

ダクト配管を計画する上で・注意せねばならぬことは梁貫通の 問題 で

ある 。 これには構造担当者と打ち合わせをして遺漏のないようにせ

ねlまならない 。

集合住宅における温水配管 ( 複管式 、モノフロー式) およびタク

ト配管の例を 図 4 に示す。

(  4  )  冷 房 に つ い て

将来の姿を予測することはむつかしいが、ここ当分の問、集合住

廊下

3 5  



宅で全室冷房をするということは、設備費の面および機器の設置の

面から困維と思われる 。幸い冷房の商では集合住宅は風当たりがよ

いのです変ぎやすいという利点もあり、冷房を必要とするにしても 1

- 2 室程度でよいのではないか。このような場合は 、温水暖房の放

熱骨量の代わりにセノ ぞレートクーラーの室内 ユニ ッ トを置き、室外ユ

ニ ッ トをノ，) レコニーに設置すればよく、暖房は室内ユニントに温水

ヒーターを組み込むことでできる 。室外ユニ y トは 1 - 2 室を切り

替えて使うことができるタイプのものを使えば、設置スペース、費

用面で有利である 。

温風暖房の場合は、エアーチャンパーの代わりに室内ユニ ッ トを

笹くことで冷房兼用になる 。 もちろん室外ユニ ッ トはバルコニーに

設置するが、これの能力範囲内て。あれば任立の室を選択して 2 - 3

室を冷房する こ とができる 手 ｉ ｊＮ ｾがある 。 温風式で冷房を兼用する場

合のもう一つの利点は、最初の工事のとき、ダクト、吹出口を冷房

用にし 、かつ冷媒配管をしておけば、冷房用室内、室外ユニ ントは

あとから追加することもできる点である 。

2. 換気設備の問題点

住宅の換気は、 46年建築基準法の一部改正で技術的基準が追加さ

れたように、住宅のうえ? と化に伴い厳しいものになってきている 。 と

くに高層集合住宅は気密化はもち ろん 外壁面が少ないことから外気

の取り入れに制約があり、さらに高層のため風圧力が大きく; 拶響す

るため一層めんどうな問題がある 。

そもそも一般のオフィスビルなどの換気は、純然たる空調設備の

テリトリーに入るものであるが、住宅ではこれが各住戸に細分され

るので、給換気も各戸ごとに処取するのが一般的であり、一般ビル

とは 異な ったものがある。一方、 各戸 の燃焼機器の給換気の問題は

ガス事業者のテリトリーでもあるので、これに関連する一般換気に

ついても無関心で・いるわけにはいかず、建築設備1P.1J に協力をしなけ

ればならぬ立場にある 。 このようなことで、いささか専門外でもあ

るが、集合住宅の換気の問題について述べることにする 。

(  1  )  換 気 計 画 上 の 基 本 事 項

集合住宅の換気計画を行う場合に留意しなければならない基本的

事項について述べる 。

(1)気密性 鉄筋コンクリート構造の集合住宅が、木造住宅などに比

べてかな 1) 気密度が高いことは、いまさ ら説明するまでもないこと

である 。換気計算に用いるときの換気回数の目安は、概略値として

n  = 0.5回/ 時が使われている 。

(2)高層化と風圧力 建物が高層化すれば当然外部壁画の風圧力が大

きくなる 。大気風速が10m/秒 ( 5 階程度) のとき、風圧系数を 0. 6 と

して風圧力は約 4 mmAq にむる 。 したがって外壁に換気扇を設ける

場合、換気扇の j孔量は風圧力によ って著しく減少するので、換気扇

を設ける場合はその性能をよく l吟l床しておかねばならない 。

(3)燃焼系給排気 との関連 換気は大きく分けて、ガスなどを燃焼さ

せた場合の給排気( 燃焼系の給排気) と、浴室、便所など給排気( 生

活系の換気) とに分類できる 。過去の事故WIJ をみると、これらを一

系統として処理した場合に多〈起こっている 。 したがって、生活系

の換気と燃焼系の給排気は、必ず切り離して別系統にすることが大

切である 。

(4牒 気 量 換気計算を行 う場合、換気量は:最も基本となる要因であ

る。

( イ) 台所の必要換気量 台所など火を使用する室の換気量は建

基準法施行令および告示1826号に規定されている 。

( ロ) 居室の必要換気量 火を使用しない居室の必要換気量につい

ては、施行令第20粂の 2 第 2 項に規定されている 。つまり、一人当

たりの新鮮空気量は窓その他の開口音11がない場合で、 20 m'/ 時以上

3 6  

必要である 。 また規定から、府ｾの床面積のお以上の面積の、換気

上有効な窓を設けておれば、と くに居室の換気は考える必要がない

こ とになっている。かつ、法律では 、ふすま、障子そ の他随時開放

することができるもので仕切られた二室は、一室とみなされる 。

一般の集合住宅においては、この点を考慮してベラ ンダ側に十分

大きな窓を設けているため、法律的にはとくに居室の換気を考えな

くても よいことにな っている 。 しかし、: 容を閉じた場合、自然換気

のみでは必要換気量が硲保されない場合が多いので、やはり機械換

気設備を設けることが望ましい 。

( ハ ) 浴室の必要換気量 浴室の場合、法的な規制はないが、室温

の維持と湯気の排出のために換気が必要である 。一般的には 20- 30

m'/時. m' ( 換気 回数にして 8 - 12回/ 時 )の空調衛生工学会基準、日

本住宅公団の設計値を採用している例が多 L 、。

( ニ)便所の必要換気量 便所の場合心浴室と同じく法的な規制は

ないが、臭気の排出のために換気が必要で、一般に 30 m'/ 時で設計

しているところが多し、 。

( ホ) 乾燥機設置室の必要換気量 乾燥機の場合、室内に設置する

と大量の水蒸気を出すので、これを排出するために換気が必要であ

る。 ガス乾燥機の場合、必要換気量は( イ) の台所の場合と同様、火

を使用する室の換気量として計算される換気量と、洗た く物から排

出される水蒸気が室の壁面で結露しないために必要な換気量のうち、

大きな方をとる必要がある 。 ガス乾燥機の場合は水蒸気を有効に排

出するために必要な量の方が大きく、必要換気量は 250m'/時程度で

ある 。

(5換 気スペースと換気設計上の留意点

( イ) 台所 ーー ・排気スペース

調理時には火を使用する室としての必要換気量を確保し、非調理E

H寺にも、窓等を閉めても居 室に必要とされる 換気量が確保できるよ

うに、二段に風量が変えられるようにするのが望ましい 。

( ロ) 浴室、便所… … 排気スペース

臭気 、蒸気等が居室に流入しないように台所より高い負圧を維持

し、専用の経路により排気する 。

( ハ ) 居室… ・・給気スペース

最も簡単で設置例が多い のは、居室の外窓、あるいは外壁に専用

給気口を設ける方式である 。高級なものとしては、居室の床下を給

気ダクトとして 、各居室の床面に給気口を設ける方法や、強制l的に

ファンでダクトを介して各室に給気する方法がある 。

(6)集合排気ダクト設計における台所の同時使用率 集合換気方式の

場合、階数が大きくなると、同時使用率を 100 % としたのでは設備

容量が過大となるので、笑状に i! i : い同時使用率を考慮する必要があ

る。 これは実態調査に基づいて決定しなければならないものである

が 、現在のところそのような資料はないので、日本ガス協会発行ガ

ス機器の正しい設置について」の、共用給排気筒の暖房用機器の同

H寺使用率程度をみる必要があろう 。

(  2  ) 換 気 方 式 の 分 類

従来から集合住宅で採用されている換気方式を 一覧表にして表 5

に示す c なお、給気についてはふれていないが、一般に居室の窓あ

るいは外壁に設けた給気口から誘引する方法が多い。

表 5 でわかるように、各方式とも一長一短があるが、 ( a ) の個別

換気方式は、外部の風圧の ii 診斜i を大きくうけ排気量が絶えず変化す

るので、高層住宅では問題がある 。 また、 ( b ) の集合押込方式は、

ダクト 内の圧力が室内圧より高くなるため、逆流防止ダンパーの気

密性能が十分でないと、 他住戸へ排気が逆流するので好ましくな

い。この方式で実際にあるマンションで事故を起こした例もある 。

また市販されているレンジフード等には逆流防止ダンパーがつけら

れる構造になっているが、風圧により開閉する機構のものがほとん



褒 5 集合住宅における換気方式の一覧 表 Ｈ台所 排気にのみ清日して図 示してあるＮ浴室ＮトイレＮ 機 務的燃娩排気町呆統は ｾｉｉ でむくてはならないＩ

目 式 (a) 例別換気方式 (b)  #!fH申込万式 (<) 拠介 It 庄 )i 式 (d)  地合併用方式
(' 1 集合員圧方式 ( f )  集合併用方式

(( <)+例理1I制御回路 ) (( 吋+ 個別制御回路)

換
挽気廟 1.

1i}'r. ファン

一主役一一 F 手 陣 盤

戸 I

気
r =  ー云そE

甚之

統
吸込グリル片7f ｾ＠ =弓「 一主=ミ 匡 有一

ZEF: ;;  

ヨー

略

幅'ヲレ二ノー ジ ・
ｾ＠ r ==i l  τ =い = 竜一図

-ーーーー- ' j ¥' _ _ _ _

制 御 方 式 島戸ON- OF F 各F' ON- OF' F 24時間または時J i l I運転 時間l運転または各戸ON- OF F 時11I 1j ] ( 転または再p ON- OF F 時IlIJ運転または科p ON- OF F

制 御 機 能 生ー し な し タイマースイ γ チ制御盤 タイマースィ ，チ制御盤

タイマースイ y チ制御si 又は タイマースイ y チ制御盤また

各戸ON- OF F制御盤 は各戸ON- OF F制御堂Z

機器位陣時的影l I J i 各 戸 の み 各戸 町 み l 系統全戸 1 1/，、統全戸 l 系統全戸 l 系統全戸

見ｾ 慢の影都 上 階 有 'J 上階 ｾ ￯ リ

"  

し f  ・6 し F  ・6 L  な し

現冷房への影響 少 k  
、、

少 f  ・6
、、

大 き
も、

大 き
、、

1-- な
弘、

少 な
、、

外部風圧町影棒 大き〈ヲける 大き〈うける 少 な
、、

11 
(.. 、、 ｾＮ＠ な

、、
少 な

、、

' l l f 塑司I !Ji ?'?ト 股下部に給坑口をとる 7 7 ンルーム( 消音)
7 7 ンルーム( 消脅)

7 ァンルーム(消音}

ファンルーム( 消音)

?'?ト 股下部に給公口をとる ダY ト股下部に給矢口をとる

側別の J! I ; 閉ができる -例gll 的使用ができる - 逆流がな( i' ij o的て'ある 逆流がな く衛生的である 例別的制御ができる 例別町制御ができる

-他住戸に比鮫的i墨感がかか 。紺 れ干世が制人 111且である .  !宜i柑世が比較的安い 各戸内風量パランスが良時 逆流がな 〈術生的である 逆流がな ( !t i生tJ' .J である

長 P!T 

らない 位{柑閣が比較的安い
騒音が低い 騒音がu，ぃ

靴持胃が倒人 I WI である
紺持官が比般的安い 維持曹が左記よリ i明〈生る

. !Jt備曹が安い
が比較的安い

7 ロストーキングがむい

。風圧( 外風) による換気量的 ー 非使用住，ｾにか ｉ し逆流し ｩ Ｇ ￭ ー即(ftlJ として連続運転が必要 訟t相官が大 維持刊が共同となる 維持世が共同と倒人の両方

減少がある 生上よ〈古い (実際にクレ となり維持Itカe高い 維持曹が共同と倒人的両方 ｾｩ 帽 ｮ がい〈勺か高〈なる と(iる

高層にむれば静底的高いフ ーム あり ) 各戸内風最鋼鐙が国唯 となる クロストーキングがある !Jt偏!! が高< ｾＧる
縦 所 アンが要求されるため、騒 7 ロストーキ ングがある 側別制御ができない クロストーキ μ グがある クロストーキノグヵeある

膏が高い 夜Jil I騒脅が高い

維持!! が共同となる

クロストーキ，， 7 がある

クロストーキングとは他階的 政情慢が安いため. 比較的よ ここでいうタイマースイ y チ I司 左 陸上ファンには僧位変換モー 制御方式は. 左記と全〈問機

住戸内物干干が? ' ? トを伝わ っ 〈用いられるが下階層住戸町 は 7 ナン的運転停止のみ トルを使用 L. 各戸ON- OF F であ ' )(b) のii 式を改持したし

て、伝帰して〈る JJ I.融町ニと 俳気鼠が十分でなか ったリ、 制御するも円である.

である . 上階層住戸へ逆流したリする

た的、この方法 ｉｾ 遊ける方が

良い. 用いる場合で b集合ダ

{嗣 JJ クトは. 十分断而fi l闘の大き な

ものであるニとが岳製.

どで、気管 性 は 良 くなし、。

(  c  ) の集合負圧方式、 ( d ) の集 合 併 用 方 式 は ダ ク ト 内 が室 内圧

より低〈、あるいは同等であるため、排気の逆流の問題がないの

で理想的である 。 しかし、 cc  ) の方 式 の 場 合 は よ ほ ど 慎 重 な 設 計

をして お か な い と 、 上Il皆ばかり排気され下階はほとんど排気 しな

いというようなことになるので、注意を要する 。 ( d )方式は( c  )  

方 式 の よ う に 各 階 の 枝 ダ ク ト で の ダ ン パ ー 調 整 を し な く て も 、 風

量は各階のファ ンの能力により決まるの で風畳バラ ンスがと りや

す く 、 ま た 、 各 戸 フ ァ ン の O N- OF F により個別制御ができるた

め、現在最も理想的と考えられる方式である 。

(  e  )( f  )の 方式は 、( c  )( d  ) の方式について、台戸の使用率に

応じてよりきめ細かく、屋上ファ ンの風 量 を 制 御 し 、 騒 音 の 問 題

や維持費の問題を解決したものである 。今 後 の 集 合 住 宅 に お い て

は 、 多 少 設{mI1J( が 高 く な る が 、 こ の よ う な 方 式 を 採 用 す る の が 望

ましい 。

(  3  )  換 気 ダ ク ト 設 計 施 工 上 の 注 意 事 項

(1清吉排気ロの位置 屋上から排出される場合も含めて、建物の周

壁 近 く に 排 出 さ れ る 汚 染 空 気 の 拡 散 は 、 建 物 の 配 置 そ の 他 の 諸 条

件によ って変わ り、そ の予想、は困難である 。 しかし、高層では風

圧の関係もあって外壁に院| 口を設けるのはできるだけ避けるとか、

上 下 隣 戸 の 給 排気 口の 位 澄関 係 に 十 分 注 意 す る と か 、 そ の 地 域 の

主 風 向 に 排 気 口 を設けないなどの配慮が必要である。

また、片廊下形式の住宅て¥ガス機器の給排 気 チ ャ ン パ ー の 直

制御盤によリ d- 戸町使用の有 のである .

轄を信号で取 'Jili L . 7 ァμ

の運転を剤、中. u，. 停止 と

制御することができるンステ

ムである. また. タイマース

イy チ制御盤によリ. d-極駐

同時間帯を. 全住戸町同時 Iol!

用車を考慮して、前むって! J t

定して必き， 7 ァン的運転を

町、中， u" 停止と宜える ζ

とL て' きる.

上 ま た は 近 傍 に 排気 口を設けることが好まし くない ことは、すでに

述 べ た と お り で あ る 。

(2)ダクトの気密性 ダクトが十分気密てないと、排気夕、クトの場合、

ダクト内圧と 室 内圧の差 が大きい のでその隙 聞 か ら 空 気 が 漏 れ 、 所

期 の性能が大きく狂うことがある 。

(3)クロストーク クロストークとは、集合ダクトと各住戸の分岐ダ

クト、排気ロなどを介して他の住戸と生活音( 話し声、物音など)

が伝婚してくることである 。 したが って 集合ダクト内に枝ダクトを

使用することは避け、かつ、集合ダクト内で校ダクトを 300- 500mm

立 ち 上 げ 、 そ の 部 分 に グ ラ ス ウ ー ル な ど の 吸 音 材 を 内 貼 り す る の が

望ましし、 。

(4)屋 上 排 気 フ ァ ン の 消 音 対 策 屋上排気ファンの消音対策は、集合

ダクト方式の場合必ず必要であり、方法としてはエルボ、遮音板を

設け、音源よりダクトに直接音ヵ、伝婚するこ とを避けるや り方が一

般的である 。

(5)防 火 ダ ン パ ー の 設 置 集合ダクト方式の場合、 一 般 に ダ ク ト ス ペ

ー ス を 構 成 す る 壁 ( コンクリートまたはブロック造) が防火壁を兼

ねている ので、 この部 分 を 換気ダクトが貧通する場合は、貫通する

部分またはこれに近接する部分に防火上有効な ダンパーを設けるよ

う、基準法で義務づけられている 。( t:.1eにべた 「倹h につL 、て L 、大阪ガス 発

行「給排気ハノドプ ，?  J に詳細に記されている)

)( x  

以上のほかにも、まだ触れたい問題点を残しているが、紙数の都

合上つぎの機会にゆずることにして、この項をおわる。

( ためちかまこと 大阪ガス K K営業開発部)
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集合住宅の電気・防災

設 備 の 問 題 点

大 塚 恒

まえがき

一般に建築の電気設備とは、人間でいえば五感のうちの視覚、聴

覚、および神経系統の役割を果たしている 。

集合住毛においては他の空調換気設備、給排水衛生設備等と比較

して電気の本質としてはとくに難しい使われ方はされておらず、照

明、各種電気器具の電源、通信警報および、上記の建築設備のエネ

ルギー源として使われている 。 また水、空気等に 比 して危険なもの

であるが、通産省令で定める電気設備の技術基準に準拠していれば、

保安上も問題はない。

では集合住宅の電気設備のどのよつな商で問題が起きるかを考え

ると、まず集合住宅とは多数の家族単位の人々が相異なる生活様ず

で、おのおのがプライパシーを守り、生活をエンジョイする、つま

り快適な生活環境を維持できる、建築、設備であり、かつ光熱費、

共益費が低廉であり、賃貸料や購入価格がグレード相応であり、そ

の上防災、保安面に優れていなければならない 。

つぎに防災設備の問題点については、建築基準法、消防法等の法規

を越えて、建築防災の基本的な人命の安全を第ーとし 、物的損害の

拡大防止を第二とする考え方に基づき検討することにした 。

1 . 電 気 設 備 の 問 題 点

1 - 1 快 適 な 生 活 環 境 の 維 持

l - a 騒音および振動

電気室の騒音について

集合住宅もー煉の{ 主戸数が40前後を境として自家用電気工作物用

および、電力会社用の電気室 ( 変圧器を設置した変電室、以下屯気

室とは変電室を指す) を設置することになるが、最近は建物が中、

高層化し、また一棟の住戸数も 100 以上のものが多〈建てられ、電

気室もー僚に 1 - 2 ヵ所て功、つ変圧器の総容量もかなり大きな施設

が増加してきている 。 それに伴い、電気室から生ずる騒音がしばし

ば集合住宅の許容値とされる 35- 40dB ( A ) を越え、情緒的影響、

仕事、勉強、休息 、睡眠等の生活妨害を引き起こしている 。騒音は

主に変圧器より生ずるものであるが、音源対策としては 、まず距離

減衰を考え、電気室の位置については、計画、設計時にできるだけ

住戸線より離して、別棟とし、基礎も縁を切り配置するのがのぞま

しいが、距離ーをあまりとると、低圧幹線の亘長が大となり幹線設計

上との兼ね合いが問題となる 。 またこの場合も後で述べる騒音対策

をほどこす必要が出てくるが、美観上地樹をしてもこれはほとんど

表 1. a. 1  単 相60Hz 油入自冷式変圧器

1子吾妻

50KVA 

75KVA 

100KVA  

150KVA  

C  

×  

A  

48.0 

50. 0  

53.5 

54.0 

B 官
X  

D  

B  

46.5 

50.0 

49.0 

51. 0  

C  D  

'1.1:兇')1，1[

( ホン) 1  

47.0 46.0  

49.0  50.0 49.8 

49.0 51. 0  50.6 

50.5 49. 0  51. J  

a  二 次制1I よリ 60Hz 210V印

1mし本体的泌の点き で111111師

より 30cmの 4 内に て測定

陪騒' ff25ホ ン以 下
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騒音防止の対策とはならない。つぎに住戸僚に電気室をだきこむ場

合であるが、できるだけ居室に接する場所をさけ 、周囲が共用部分

に接するようにし 、止むを得ない場合は住戸部分との接触商桜をで

きるだけ小さくする必要がある 。騒音は壁の透過音もあるが、大部

分が給、排気口等の開口部より出る音であるので、電気室の外部に

面した絵、 排 気口のある同一壁面には住戸の窓等の開口部をまった

く作らないようにするか、止むを得ない場合でも、直上|溶および隣

接の区画の同一壁面には作らないよ 7 にしなければならなし、 。後者

の場合には 排 気口を消音し、前l きをかえ、音の指向性を利用して防

音する必要がある 。

電気室の防音対策について

・騒音源 : 変圧器は、集合住宅でもっとも多〈使われるものは小容

量のものであるが、 騒音レベルは J E M1118で、油入自冷式単相300

K V A以下のものは 56ホン (dB( A ) ) 以下ときめられているが、こ

こに J EM11 17により測定した騒音レベルを 表 1 • a.  1 、周波数分析

表を 図 1 .  a  .1 に掲げる 。電気室内の発生騒音は変圧器の位置とそ

れ自体の騒音レベルから壁面の各点の騒音レベルを各変圧器よりの

距離および、拡散音場を考慮して計算しなければならないが、変圧

器の配置が通常、壁面より 50cmぐらいしか離れておらず、壁をとり

まくように配列されているので、大ざっぱな目安としては、個々の

変圧器の騒音レベルのdB和が、その電気室の総合の発生騒音 dB(A )

と考えられる 。 ここに変圧器総答量300KVAの電気室を計画したと

すると、 50KVAの変圧器を用いれば 6 台、騒音レベルは 表 1 • a  . 1  

より 47dB ( A ) 、 6 台のdB ( A ) の和はつぎの計算式、すなわち、

L =  10 ]og ! 10
L

Y10+ 10
L

l' 10+…+  10L γ
10  I より、この場合は L 1=L 2

= Ln= 47dB ( A ) てーL 6までとなり、 L ヰ 55dB ( A ) となる 。以下、

同様に 75KVAの場合は 4 台、 56dB ( A ) 、100KVAの場合は 3 台、

56dB ( A ) となる 。 したがって単体で使用する場合を除きどれをと

っても大差ないことになるが、変圧器二次側から接続される低圧幹

線の系統の合計負荷が100KVAの変圧器に合えば電気室の面積が最

小となり、壁面積合計が小さくなるので騒音防止からもこの場合が

もっ とも有利である 。

・遮音 . 1電気室の壁面は 100 mm程度のコンクリ- 1 - ， P C版、 A L C

版等の重量一重壁となっているので、設計上も 45dB ( A ) 程度の透

過般失を取り得るが、先にも述べたように、ほとんどすき間より透

過する音が問題をおこすので、施工時にはすき閉めないよう、十分

に注意する必要がある 。 とくに P C版、 A L C版工事では注意を要す

る。 また! 葬にはガラリを切ることは避け、防音扉とする 。( 吸気口は

壁面に別にもうけ、防音処理を施す )

・l吸音 : 電気室内の騒音対策としては同室内の環境を良くすること

よりも、室外に出る音を紡ぐのが主目的であり、吸音処理は室内で

の反射音成分音圧レベルを下げるが、直接音の影響が大きい騒音源

近傍よりも、ある程度以上離れた場所での騒音減少に有効である 。

普通の場合に吸音処理だけで期待できる減音量は多くても 10- 15dB

程度以下である 。 とくに電気室のょっに多数の騒音源( 変圧器) が

壁恨IJ に分散して配置され、室内どの位遣でもいずれかの騒音源、から

図 l' a' l 変圧器の周波数分析



室内

給気は床に近〈排気は天井近〈に設け排気は

t晶子干によ リ換気扇を 使用する .(1主力闘は不可)

ｌￆｾ＠

図 1. a. 2  

4  

排 気 ガ ラ リ

図 1. a.  3  

V 給 気 ガ ラ リ

の直接音の影響p . が大きいときは、 l汲音処理を行っても、とくに大き

な音圧レベルの低下を期待できないことがあるが、この場合でも離

れた位置にある騒音源の影響を減少する効果はある 。 とくに天井面

には吸音処理をする必要はあるが、吸音材料に過大投資をしたり、

騒音源の周波数分析と使用する I吸音材の l吸音特性とが合致しないよ

うな使われ方はきけなければならない 。 また電気室であ るので、竣

工後 l吸音材のおさえ材が剥離する場合もあり得るから、金網等導' 疋

性の材料は使用できない。 グラスクロス等の不燃性で電気絶縁性の

高いものを使用するべきである 。

・消音 : 一番問題となる冷却換気用の l汲、排気口の処理であるが、

排気周の換気扇は低騒音形のものを使用し ，1吸音材で内張りをした、

消音フードを取りつけ、音の指向性を利用して効果を上げることも

必要である 。l吸気口については床面に近い位置に取りつけるので

床i I D に対する音の干渉を避けなければならない 。

いずれにしても吸、排気口の処理が騒音防止の一つのポイ ントと

考えられる 。排気口、吸気口の消音の - 171J をそれぞれ図 1 • a  .  2 、

図1 . a  . 3 に示す。

・振動絶縁 ( 防振 ) 集合住宅の夜間の暗騒音はかなり低い ので、

変圧探の振動が床に伝わり、床の振動によ って放射される音( 一 次

固体音 ) が睡眠防筈を引き起こすことがある 。 これを防ぐため防振

装誼としては防振ゴム、空気ばね、コイルパネ、ゴムノ マy ド等があ

るが、集合住宅の場合変圧器はほとんどが 300KVA以下であり、か

つ一階に位置しているので、防振ゴムまたはゴムノマ y ト( 場合によ

っては 2 - 3枚重ね て使う必要がある) をその特性と変圧様重量よ

り振動伝達率 1 % ぐらいのものは容易に選び出せるので必ず使用し

たい。 ここでとくに注意しなければならないのは、防振処澄はして

も、直接変圧器に按がっているパ一、ケーブル、電線等が振動を伝

えないよう配慮する必要がある 。パーや太めのケーブルの変圧器端

子側にはフレキンプルの導体部分を接続し、電線はコイル状に巻く

などして、防振ゴム、ゴム パッド等で処理した振動絶縁を妨げない

ようにしなければならない。

l - b 住戸内の共振について とくに音響機器、電話器、ブザー、

チャイム等を木製のノ マネ ル間仕切に取り付けることは共鳴、共振を

起こしやすいので極力さけ、重量壁の部分に取り付ける必要がある 。

l - c まぶしさの防止について 集合住宅には通常、夜間に光を 完

全に遮る雨戸、シ ャッタ一等の設備がないので、夜間外部の照、明器

具より直接光が窓に入らぬよう配慮する必要がある 。 外灯、廊下灯

等は位置を十分考慮して取り付けるようにしたい。 また止むを得な

い場合はフードをつけるか、グロープの窓方向の面を不透明として

遮光性をもたせるなどの処置が必要である。

l - d 住戸内スイ ッチ、 コンセントの適性について 住戸内のスイ

ッチ、コンセントの最良の位置決定は大へん難しい問題であ って:

部屋の使い方、家具の置き方等も人によ って 異なるが、どのような

ケースにもできるだけ適応できるような位置を想定しなければなら

ない 。スイ γ チの位置は少なくとも冷蔵庫や家具等の裏側にくると

予想される場所はきけなければならない。 また平面プランより人の

動線を想定して、暗がりでスイ ッチに到達するまでの距離をできる

だけ短くするような位置に取り 付ーけるよう配慮するべきである 。 コ

ンセントの数、位置は上記のスイ y チ同様、家具等の裏側にかくれ

て使用不能と想定される場所は極力避け、テレビのアンテナ端子 、

ガスコンセントの位置の対応も考慮する必要がある 。 とくにユーテ

イリティ、台所廻りの洗濯機、乾燥機、冷蔵庫、電子レンジ等に使

用されると思われるものについては負荷答量を十分考慮することは

もちろんのこと、漏電ブレーカー付の回路であっても全部アース端

子を付けるようにするのがよい。 また竣工時にはコンセントの極生

を必ずチェ ックするようにする 。

1 - 2 経済性のについて

集合住宅の建築設備の経済性はイニシアルコストもランニングコ

ストもともに 問題となり、またそのバラ ンスが大事でしあるが、電気

設備についてはランニンク コスト の問題は他の建築設備によってき

まる要素が大きいので、ここでは計画、設計時点できまるイ ニ シァ

ルコストについて、以下の項目について検討する。

1  . 性能、能力に比較して設備費が過大すぎる 。

2 . 建物規模、入居者の層に比較して設備のグレードがアンバラン

スである 。

3  電気事業法、供給規定等を熟知の上、設備費の低廉な配電方法

を選択する 。

1  . については中、高層の集合住宅の電気設備費のうち、幹線部分

( 強、弱電とも) がおおよそ 40% ー50% を占めているので、幹線部分

の設計の如何が設備費に大きく影響することはいなめない。 これは

建物の計画段階より留意してやらないと、必要以上の費用がかかる

こととなる 。 たとえば電気室の位置、数、系統分けの方法、幹線の

亘長等を総合的に判断して、施工性のよい、亘長の短いルートを建

物計画とい っ しょに、意匠、構造の担当者ともどもすすめていかな

いと、経済的な幹線設計は不可能である 。

つぎに主となる電灯幹線の材料であるが、 10階程度以上の建物で

はとくに近年多〈使われだしたプレハブ分岐付 V V もしくは、 C V

アルミケーブルを使用した工法が、とくに施工性もよく経済的であ

ると考えられる 。施工性では 200
0

，%以下のサイズを選ぶようにした

い。住戸内部分の配線工事方法としては 51年春に J I S 規格が制定さ

れる予定にな っている 600V直埋用コンクリートケーブルを使用すれ

ば施工性もかなりよくなると思われる 。 このケーブルは 14
0

，%まで

認可になる予定である 。 ただこの工法は将来負荷の増量に対する自

由度がないのでこれに対処できるよう、コンセント回路は必要に応

じて予備線付配線、ループ配線等の配慮が必要である 。

2  については、昭明器具のグレーにテレビアンテナ受口の数等

が直接には電気設備に係ることがらである 。

3. については自家用電気工作物、非自家用工作物の区分、 地域の

設定方法、電力会社に提供する電気室の有無等を計画段階で十分電

力会社と打ち合わせをし、いちは、ん経済的な方法を選ぶようにする 。

2. 防 災 設 備 の 問 題 点

ここではまえがきのところでもふれたように、建築の防災は人命

安全を最大の目的とし、物的な損害の拡大防止は第二義的とするべ

きであるが、経済性からいって安全性に対する投資はもっとも効果

的な部分より優先的に行うべきであり、建物の規模、構造等各種の

条件を総合的に判断して、最適な手段を選び、法規を満足した上で
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集合住宅の特質を把握して、安全な方法を係立する必要がある 。

集会住宅の場合は原則としては大規棋な避難の必要がないよう、

各戸防災の手段を講じるべきで、桃造的な安全性はもちろん、| 功火、

防煙について十分な配慮が必要であるが、安全ということと、避維

ということは、対蹴的関係にあり、建造物を安全に造ることができ

れば避難の必要はなくなる 。経済が許すなら将来は可能となるかも

しれない 。 しかし現在の工学技術では完全とはし、えないので安全の

ため避難脱出についての配慮は必要である 。集合住宅については、

ー住戸単位に完全な防火、防煙区画を形成するよう設計、施工すべ

きで各戸防衛の手段としてはもちろん、安全に避難するためにも必

要である 。避難のためには情報、判断、行動という一連の機構で現

実となるが、それらの手だてとなり、補助となるものに防災設備の

一部があり、それらは非常警報設備、自動火災報知設備、誘導灯、

避難器具等の諸設備である 。 したがってもしこれらの諸設備の欠陥、

不備、不適な点があれば避難は完全に行われないこととなる 。最近

災害の中でもとくに火災の煙によるi ! ! i i! lg降筈と 、一般化炭素中毒死

が目立っている 。

つぎに以下の項目に分けて、問題点を検討する 。

2 - 1 住戸内の防火、防煙区画の確立について

・各戸玄関! 弄: これは十分な防火、| 坊煙性能をもたせ、絶対に開放

のままにならないような構造とするべきである 。

・排気関係の換気シャフトおよび外部への関口音11 ・この部分には| 坊

火、防煙性能をもたせた三種煙感知器連動のシャ ッターを取りつけ、

同一換気シャフト系に関係するどの{ 主戸でもそのうちのー住戸の煙

感知器が発報した場合は述動して、全部のシャ ッターを閉鎖すると

同時に、換気扇等の機械換気設11i i 1 があれば停止させ、換気シャフト

である 1笠穴区画を経由して火災室の伎が他の住戸に佼入し、汚染す

ることを防止する必要がある 。 また ＱｾＧ［ ｬｩＮＱｉ寺にもすべて閉鎖する機織

が必要である 。 ( 非常電源で動作させればその必要はないが、経済

的に不利である 。)

・給、排水管の防火区画rr 通部分: 申告、排水官ーの竪管および枝管は

火災により焼失し1 ! 通音11が煙導とならないよう、鉄管を使うなどの

考慮が必要である 。

・スプリンクラー設備 : この設備の消火に対する性能は他の消火設

備より数段使 っている 。 この設備さえあれば他の設備は不安で・ある

と極論する人もいるくらいである 。法では原"'J として 11階以上の階

に設置とな っているが、施行令 32粂の特例により 二方向避雄、| 坊火

区画等により共同住宅にはほとんど設遣される例は少ない。 これは

経済的負担が大きいことが最大の原因と思われるが、誤 ってヘ ッ ド

を破扮したり、竣工後数年して管の腐食による破損等の誤報による

二次災害も見のがせない 。 しかし感熱能力もあり、初期消火に 2 -

3 のヘ ッ ドで消し止めた例も多〈示されているので高層の建物には

設備したい 。理想論として考えれば二次災害を防止し、防災も満足

する意味で蓮形へ y ドを使 ったスラプ打込配管のドライ方式 ( 空気

圧入感知方式 ) で自動火災報知総と併用二重条件で起動するのがよ

い。 しかし現笑には受配にへ y ドを取り付けたものを設備し各住戸

外にその送水口をもうけた設備程度は設置したいものである 。

2 - 2 避難、誘導 について

不幸にして発生した火災の煙が他の区画に及ぶような場合は、速

やかに避難を完了しなければならない 。

つぎにその設備について検討する 。

・自動火災報知設備: 比較的規模の小さい集合住宅てすま、この設備

は法的には廊下、エレベータホール、同シャフト上等の共同部分に

| 浪られているが、このような規模の民聞の集合住宅では往々にして

管理人が夜間不在であ ったり、巡回 flll J をと っているところが見うけ

られるが、このようなところでは管理人室に受信盤があ っても発報

した場合、どの部分で発報したか表示窓の隊認ができない場合があ

4 0  

る。 これは入居者に火元の位置確認の情報をまったく与えないこと

となる 。 このような懸念のある建物て"は管理人室に窓をもうけて外

部より容易に確認できるようにするか、または 1 階エレベーターホ

ール等に副受信盤をもうけるようにしなければならない。将来各戸

にスプリンクラーをもうけ完全な防火、防煙区画が形成されれば前

述のような防煙シャ γ ター用煙感知総を除いて住戸内にはこの設備

は設置しなくてもよいであろう 。

・ 非常箸報設備Ｎ非常ｾ報設備のうち非常ベル Ｈ 自動火災報知設備

のベルも同じ ) については法令通りのf回数、設置場所では最悪の場

合一部の住戸内で聴取困難な場所が出てくるおそれがある 。非常ベ

ルの音圧レベルは 1 mのところで90ホン以上であり、 25m以内に 1

倒という法規にな っているが、市販のベルも 90ホン程度であるので、

25m離れたところの距離減衰は約25dBとなり、 25mの地点では 65ホ

ンに減衰する 。Eまの総合透追損失を仮に 30dBとすると居室内では35

ホンとなり 、夜間以外は聴取不能になる 。 したが って非常ベルを設

置するときは位置、個数を十分検討し、どの住戸のどの居室内でも

60ホン以上の音響が得られるようにするべきである 。

つぎに非常放送設備であるが、これは上記のようなケースも出て

くるので、スピーカーは各住戸内に取り付けるのは当然のことであ

る。複数僚の士会合は管理人室に非常放送の増幅器、マイク等の機能

がそなわ っているが、実際には、火災練より離れている場合は状況

の把握がむずかしいので、その僚の一階でも放送できる設備が必要

と思われる 。 それは非常電源をも った移動式の機械をその i時点で差

しこんで使用できるようにしたものでもよいと考える 。

・ ｾ ｉ ］ 常照明、誘導灯 Ｚ とくにエレベータを設遣された集合住宅では

避難経路に当たる通路はすべて停屯時に Ｒ ル ッ クス程度以上の非，Ｎ，ｾｾＮ

照明を取りつけ、階段室にはとくに識男 IJ しやすい位設に誘導灯を取

り付けて、普段はエレベータを使用しているので、階段は避燥のた

めの通路だということを常に印象づけ、いざというときでも過って

エレベータを使用しないようにしなければならない。

・エレベータ : 管理人室は非常の場合、防災センターとして使用さ

れるので、この場所に非常用エレベータ以外のエレベータも避難附

への呼びもどし装置をつけておきたし、 。各エレベータの運行表示 、

インターホン設置はもちろんのことである 。煙発生時にエレベー タ

のシャフトは遮煙能力がない上に、エレベータのmをあければ煙は

たちまちエレベータシャフトを急上昇して、各階が煙に汚染される 。

エレベータを避難に使用することはも っ とも危険なことで、さけな

ければならない。

あとがき

集合住宅の各住宅の面桁は、ここ数年培加の一途をたど ってきた 。

そして生活水準も上昇してきている 。将来、今以下に極端な下降を

たどるとは考えられない。

1l i . 気の使用量も増加の一途をたど ってきた 。将来も無公害エネル

ギーとして、電気があらゆる分野に使用されるだろう 。 それに対処

してますます大きくなる電気室の騒音を取り上げてみた 。 また、防

災設備については、爆発等を除き、住宅は、住戸単位が、防火区画、

| 坊煙区画であり、 自動的に消火をするスプリンクラーの働きにより、

完全に防衛するのがたてまえであり、大規模な避難はあ ってはなら

ないという考え方に基づき、法規を越えた問題点を、提案してみた 。

今後の集合住宅の電気、防災設備計画の一助ともなれば幸いであ

る。最後に変圧器の騒音データー提供並びに iltlJ 定にご協力をお願い

した大阪変圧器闘にお礼 を申し上げます。

参考文献 騒音対策ハ ン ドブ ック

新版 公害防止の伎術 と法>>L 注業公害防止協会

特嫁主II 築物調査資格者講習テキ スト 1975

防振 ( 防ff 緩衝 ) 材町選び方 昭和電線¥11続株式会 社

建 築 防 災 計 画 指 針 新 日 本 法 脱 出 版

( おお つか ひさし 大成建設以大阪支応ill 築部設計課 i設備l係長)



一 主婦 か ら の 声-

共 同 住 宅 の 設 備 を 切 る

- 分 譲 マ ン シ ョ ン 2 例

・公社の分譲住宅 1 例

. 住 宅 公 団 住 宅 1 例

集合住宅一同じ水の管のつながり

木 村 和 子

日本の庶民の住! 討。今からほんの少し前のH寺代では井戸を中心と

した長屋の住居。 そこへ今ではもうほとんど使われなくなった名詞

の「アパート」が輸入され、現在「マンション」という名前にとり

かえて閉じものがつくられ、多くの庶民の住居としてあるようです。

昔の長屋も共同住宅のー純であり、現在の共同住宅の代表「アパ

ート」とは相当姿形がちがうようですが、環境や社会を考えると同

じものと思います。そのうえ現在はその狭さが一層 身にしみる H寺代

です。古い時代からの長屋は、日本の国情に合った非常に都合の良

い住居であったようです。今から考えると非文明的、手1' 1 桁生的であ

るかもしれませんが、それは現代の尺度で物質的なものだけを比べ

るからと ，思います。 しかし長屋の精神的な良さは考えなおしてもよ

いと思います。庶民のなごやかさ、心情はどこにあったのでしょう 。

「アノマート」が輸入されたとき、今までと 非常にちが った、また

発達したと感じたものに設備があったと思います。縦につながった

管を中心に各戸に水を配る 。 これは長屋では井戸でした 。井戸はそ

の時代の立派な給水設備であり 、同時に共同設備なのです。共同設

備が各戸の独立設備となったのは水道ができてからで、それまでは

共同設備が庶民生活の! 京目IJ でした 。7 . k のあるところに入賞nが生まれ、

人が集まり街ができた古い古し、歴史が給水設備にあるのです。 そし

てその水を中心として庶民の生活の中心があったのです。 いわゆる

井戸端会議は古い時代の大切なコミュニケーションだったのです。

その井戸端会議をなくしたものの一つに「アパート」があります。

各戸独立設備で近代化し、向上したはずの生活が逆に協調性のない

エゴイズムの社会をつくりだしたもののように思えることが少なく

ありません。井戸がなくなっただけが原因ではないのです。 各戸独

立設備を 利用して安易に共同住宅の形を考えてきた建築家にも責任

があるのでしょう 。 管さえイ ｉｾ ばせば共同住宅はどんどん日くできま

す。 同一水 ilJi l を利用する人数は地えるのにそのコミ ュニケーション

の場を考えないのはよくないことです。共同住毛は一つの社会づく

りであり、昔同機、7 / < を 中心とした人と人とのかかわりあし、はかわ

りありません。

昔の長屋では、井戸端会議をとおし、 E いに困るようなプライベ

ートなことまで知l リあい、 E型解し、迷惑は寛容な気持でなごやかに

解決できたようです。やはり共同住宅に住む場合も隣人が理解でき

るような社会づくりが必要でしょう 。 それは建築家の責任で人々と

協調して進めてゆくべきだと思います。昔の棟梁は社会を代表する

人絡者でもあったようです。

同じ水源、の水を使 って生活しているのに隣 人、上階人、下 1; 皆人は

我知らぬという顔で好き勝手をし、音害、水害、それに精神的な迷

惑をかけ、わが城なんだとシラケ切っている箱の中の人。同じ水を

使っている者同志は、こんなことはなくしたいものです。 同じ水を

使って、協調しあう古い良い体質はまだ日本人の心の中にあると思

います。 日本の歴史の中で、こんな時期はほんの短い時でしかない

ように思います。 またそうすべきだと思います。

幸い私の[ 主んでいる「アノマート」同じ水の管でつながれた九軒の

隣人と、私達家族はその古いコミュニケートの場をもって平和な社

会をつくっています。 tf 害、水害、央害、たとえば、夜中の入浴音、

洗濯機よりの水もれ、階段室での使所の臭気、その上 14? 所設側I f 総具

の逆配置などひろいあげればいくらでもあります。 しかし背の井戸

端会議は階段下会議となって、今日つづいています。

( 主M. .k阪府吹a，Ii( f!主 }
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3 L DKにてーその生活からみた設備への問題点

松 山 恭 子

私どもが今住んでいる集合住宅は、大手不動産会社の分談マンシ

ヨンて¥入居してからこの秋で 2 年たちます。住居のタイプは、 3

L DK 、約 67m' ( バルコニ- 5 j Jj ) 、南に面して 6 1仙の和室と洋室、真

中に 13帖くらいの L D K 、北側には、玄関を中央にして、左右に浴

室 ・洗面 ・便所の設備ブロ ックと 4. 5 帖ほどの洋室があるというも

のです。

購入に際して、心が動いた点といえば、ガスボイラーによるセン

トラル暖房が各部屋についていること、マンション全体の戸数が43

戸で手頃な規模に思えたこと、それに、当 H寺は例の建築費高騰の直

前で場所 ( 西宮市 ) の割には安か ったことなどでした 。

ご多分にもれず資金はローン組ですが、まあ何とか首尾よく号 |越

しでき、すべて' 快適という生活に浸れたのは、思えば入居してから

の数日/ 1: ¥J だけであ ったような気がします。 月日がたつにつれ、いろ

いろな問題が起こ ってき、現在では快適だなんておさま っていられ

ない状態で、す。

さて、このテーマは、“ 集合住宅の設備" ということですので、私

どもの 3 L DKの設備関係についての使い勝手や不満、要望なんか

を忠、いつくまま舎かせていただくことにします 。

まず入居 11寺の付帯設備ですが、一般の給排水に加えて、暖房はガ

スボイラーによるセントラル方式で、各室にはファンコンベクタ一、

L DK には冷暖房併用のエアコンのセパレート型室内ユニ ッ トが据

え置かれ、 室外ユニ ッ トはバルコニーに設置されていました 。

このうち、使用し出してから、欠陥製品であ ったことがわか った

ものは、エアコ ンの室内ユニ y トとガスボイラーの給湯タンクユニ

ッ トで、室内ユニ ッ トの方はケースの内部を全部取り換えることに

なりましたし、給湯タンクユニ ッ トについては、階下へたびたび漏

水しているのに、故障個所がなかなか発見できず、集合住宅の場合、

故障は自分の家だけではすまず、階下はもとより階上、左 ・右と迷

惑をかけることになるのが多いと、この件で痛切に感じた次第です。

結局原因は、某パルプの欠陥ということでした 。

これらのことは、工事上の単純なチェ γ クミスなのでしょうが、

たった40戸ほどしかない戸数てーもこんな状態ですので、業者の方に

も充分な配慮をお願いしたいものだと思います 。

また、台所の流しへの給水に、最初、 J令・ 1品別々のカランが取り付

けられていましたが、これなど使用上から考えても当然浪合水栓に

しておくべきだ ったでしょう 。取り換えは、入居後の工事というの

で、 1 万円近くの費用が各戸負担になりました 。

日常、生活しているといろいろ故障がおこ ってくるもので、専門

家に頼んで直してもらうのも、些細! なことでは米ていただくのに手

間取るし、こちらも気が号 |けるようなことが往々にしてあるもので

す。

たとえば、洗面所の排水が詰ま ったようなときにも、つまり、紫

人でもすぐ原因がわかり、修理できそうな所でも、機構が絞維で、

一般家庭ではあまり常備されていないような特殊な器具が入用とな

り、専門家にいちいち来てもらわなくてはできないのが現状です 。

総じて、単純な補修は素人にもすぐできるような配管、配線にな

らないものでしょうか。

つぎに、排気に | 刻することに ついて少々 。現在は、 "1/ スレンジの

上にレンジフードが 1 倒あるだけですが、実際台所機器は、冷蔵庫

にしろ、ガスオーブンにしろ、かなりの熱を出します。 とくに、私

どもの所は、台所が音[1屋の中央にあるタイプゆえ、排気はよ記のレ

ンジフード一つに頼らねばならず、冬はともかく、暑い夏にはとて

4 2  

も台所で働〈気などなくしてしまうくらいの熱気です。冬は冬で、

食卓の上で鍋物などしようものなら、その湯気や臭いが家中に満ち

溢れるような気がします。 というわけで、もう 2 ヵ所位排気できる

ようにならないかと思うのです 。それもできれば小さくて性能の良

いもので・ 一。 でも、こうい った要望も、もとより、金銭面の裏付

けがなければおいそれとはいかないことではありましょうけれど。

ついでに、今あるレンジフードについて言わせてもらえれば、かな

りの音を出しますし、時として、食事時など、カレーライスや;焼魚、

などの臭いがフードからもれてくることがよくあります。

それから、エアコンのセノ ぞレート型の屋外ユニ ッ トにもかなり問

題があるように思われます 。 これは、現在、バルコニーの片附に床

世になっているのですが、運転すると猿烈な音を出すのです 。 とく

にこのような集合住宅は、となりはコンクリートの壁一枚という近

さなので、一晩中つけられる家がある場合、隣家では、バルコニー

からの音にかなり悩まされるという事態がおこ ってくるのです。 ま

た、バルコニ一手摺が腰壁とな っているため、バルコニーには大へ

んな熱気が箆り、バルコニーに面する部屋など、大げさにいえば暖

房しているも同然という状態になります。 じやどうすれば良いかと

いうことになりますが、この際思い切 って建物全体でセントラル冷

暖房にすれば多少は良くなるでしょうが、とても維持費が高くっき、

金融公庫 、銀行ロー ンと借金して購入した私どもにはこれ以上の管

理費などとても無理というものです。そして、事実、現笑に ( もち

ろん私どものような事情ばかりではないでしょうが。) このマンショ

ン内の各家庭でも、夏の扇風機はもとより、冬は石油ストープを併

用しているというところがかなりあるようです。冷暖房完備の短い

文句も現状はこういうところじゃないのでしょうか。 そこで、仕方

なく現状を維持するとして、例の屋外ユニ ッ トですが、今のところ、

これも業者による機総の改善を待つよりしょうがないということに

なりましょうか。前述のように室外ユニ ッ トの音も凄いですが、室

内ユニ γ トの音の方もかなりのもので、使用中には、テレビの音量

をワンステ ップ大きくしなければならないほどです。

さて、排水が詰まる、給水で赤い水が出る、排水白血から慈失が

もれてくる、排気がうまくいかない、機器の音がうるさい 、等々 、

何とありとあらゆる 7 ンショ ンて¥何年にもわた って言 われ続けて

きたことでしょう 。 もちろん、使用者の不注意によることも多か っ

たでしょうが 、ど うも、ここまでこれらの悪評が普遍化してしまう

と、まさに、この辺が私達の時代の、私達が手を触れることのでき

る伎術水準ではなかろうかとさえ思えてきてしまえそうです 。

(主婦 兵1<11県内州市在住 )



入居一年目からみた設備

イ中元允子

関東より関西への転勤が決ま っての急な家探し、まずは主人の{ 士

'J玉上、 4 オになる娘と私の二人生前が多いので、盗難等の用心が良

いこと、つぎに阪神間で駅に j5: < 、周辺の環岐が悪くないことが選

択条件でした 。たまたま来 l坂中に目に止ま ったのが、現在の7 ンシ

ヨン 。 ただ一度訪れたモデルルームの間取り ( 3 L  D  K ) と収納空

間の広さ、 50m'弱の専用庭、価格、これに上記の条件が通ったとい

うだけで、住居に無頓着な主人が即決し、工事中に訪れることもな

く、今年の一月に入居しました 。一般論として、関東に比べて関西

は設備充実の志向が低いと言われていますし、諸々の不備は覚悟の

上だったのですが、最近ではすっかり綜に住まい方を合わせてしま

っていたのか、余り不都合を感じることなく、生活していました 。

今回、改めて設備について考え直してみると、あるものです。 まず

は、主婦の拠点台所から目を向けてみます。二僧式流し台、オープ

ン付レンジ、レンジフード、ファン、吊り戸棚etc 、前の住居に比べ

ると、建築年代の差か、まずまずの設備です 。が、流しの下は冷暗

所として調味料、お米等の貯蔵庫に最適と思い込んでいた私は大失

敗。80'Cのお湯のノ マイプが通 っているため、ここはいつの聞にか、

l段階所となり貯蔵には過さないのです。配管、断熱方法に工夫を望

みたいものです。つぎに、換気の問題ですが、 三面採光のこの 7 ン

ションの壁部分に D K が有り、レンジフード、ファンを 「強力 」 で

作動しているにもかかわらず、 室内に煙が能ります。 フードをもう

少し広いものにし、ファンの吸入孔、吸引力を大きくし、安jJ 来を上

げ、せめて秋の味覚さんまぐらいは威勢良〈、しゅんしゅんと焼き

たいものです。サニタリー ・コーナーへ目を移すと、 t先而化粧台 ・

メディシンボ ックスの洗面コーナ一、トイレ、風呂、ランドリーコ

ーナ一、全自 ili1J 温水器 ( 4 ヵ所給湯 ) が、居住吉11分に比べると、か

なりコンバクトに設計されています。たとえば、 トイレ、現状めよ

うにドアーに膝が当たりそうでは、時間に追われて新聞を持ち込む

ことのある主人にと って、窮屈至極らしくご不満の様子です。狭い

スペースに置かれた洗濯用防水ノ マンも排水孔がその奥に付いていて、

目詰まりを起こしても気付の、ず、あわや大洪水ということが数回 。

パ ンの位置、深さ、蛇口の位置等に実践に即した設計をお[ y . 買いした

いものです 。 向動温水総についても、家族数、季節によ って使用湯

豆が巡 ってくるにもかかわらず一定ですが、貯蔵量の調節 ( 困難ら

しいが) あるいは、温度の調節を可能にして、熱のj漏洩による無駄

をなくし、わずかでも屯力の節減を計れればと，思います。居住吉1¥況

の ｾ＿ｊ ，ｾは、ヒートポンプ式 ・ Ｗ ルチタイプの冷 ｈ 畳間用エアコンが設

備されていますが、床構造が床下にコンクリートを打ち、床面がG

L より 20数c mしかない工法にな っていますので、冬WI の床からの冷

え込みが厳しく、ｾさに向かう折柄頭を痛めています 。

以上思いつくままに述べましたが、これからの集合{ 主主主に求める

ことは、構造、設備のように後から簡単に施工、改造できない部分

は、より一層居住する者の身にな って細部に至るまで、肌理細かい

配慮をお願いしたいものです。 また、限られたスペースをより合理

的、かつ有効に使用するため、セントラルヒーテイング、ランドリ

ーコーナーの共同化を進める工夫も欲しいものです 。一方インテリ

アについては住む人の趣味趣向が生かせる余自の部分と、さらに、

とかく四角I ! _ 1: I而になりがちな間仕切りの中にも、ほ っと息、のt友ける

遊びの空間が設計の中に含まれれば、 一層心安まる快適なマンショ

ン生活があるのではと与えます。 ( 主婦 兵，."県宝塚市川上)

団地に住んでみて

近 江 み ど り

私達は、六年越しの申し込みで、住宅公団二十三回、府営八回 、

市営その他あわせて十余国務選の末、七年前、今の住宅公団空家に、

二十四回目に入居できた 。

お風呂のない、木造の文化住宅に、不自由な思いで六年間暮して

いた私達は、このときばかりは、天にものぼると表現してもいいよ

うな喜びようだ った。 そして七年、子ども達も十ーオ、十オとなっ

た今、六畳、四畳半の二聞の生活は、まず第一に、せまくてやりき

れないという不満に明け暮れている 。

入居当時は、子どもは、四オ、三オの幼児だ ったものが入学し、

勉強机が二台とピアノ、それに空間を利用するための二段ベ ッ ドな

どの家具類がはいり、ただでもせまい二間が、ますます窮屈にな っ

た。 2 K とい っても、せめて、たんすや本箱などを置く板の聞がよ

ぷんにあればよいのに、とか、押入れのほかに壁を利用した物入れ

が沢山あれば、と思う 。

第二は、夏の暑さと、冬の暖房による不満である 。鉄筋四階建て

の最上階、一番端というのは、夏の暑さには最も悪い位置である 。

屋恨と側面から照りつける太陽の熱で、昼間はもちろん夜も蒸し風

呂のような状態にな ってしまう 。扇風機をまわしても、生あたたか

い空気をかき回すだけ。 ウインドファンも、窓き' わに座 ったひとり

が少し涼しいくらいの弱さ 。六畳がわは、ベランタがあるが、四畳

半の方は窓のみで、冷たい杢気が通り抜けるには、あまりよい条件

ではない 。 そして冬は、石油ストーブの暖房で、いくら換気をして

も、壁は汗をかいてベトっき、窓、カーラスはベ γ タリと水滴がつく 。

天井や墜にぬ った塗料が、パラパラとはげ落ちてくる 。 この冬のし

めり気は、何とかならないものだろうか。

第三番目は、台所。 2 K というだけに、台所は、主婦ひとりがは

いって、炊事するだけの広さしかない。 食器棚も何も澄かなければ

それほどせまくはないかもしれない 。 しかし、単身者ではなし、家

族向きにな っている限り、食器棚や冷蔵庫は必需品である 。 これら

を置けば、身動きもできないようでは、困ってしまう 。現在の公団

住宅は、ダイニングキ ッチンにな っているのだから、おそらくこん

な不使はないことだろう 。

今、われわれが住んでいる住宅は、せまいためか、換気が不備な

ためか、台所で炊事をはじめると 、熱気がこも って、夏など暑くて

やりきれない。天井が低いということ、全体に室内がせまいことも

原因だと思う 。 また、流し台も旧式だから、下の14日き戸の木の部分

に湿気を含んであけたてが、うまくゆかなくな ってしま った。

おしまいに、団地であれば、どこでも言われる騒音公害のことで

ある 。 いつか、千里ニュータウンの知人宅に出かけたとき、団地内

を通る卓や子どもの声が、まわりに響いて、とても大きく、やかま

しく感じた 。 しかし、その慌では、われわれの団地は、割合静かな

ようである 。 これは、僚と棟の問が比較的広いこと、陳の向きが、

一定でなく、 ( 丘の上に建 っているので、傾斜部分が多〈、したがっ

て、棟も笠然、と建つということはできなかったものと恩われる 。) ま

た、団地に樹木が多いことなどによるものと考えられる 。 しかし、

階段での話し声、物音は、 一階の音でも、大きく上に響いてくる 。夜

中に、荒々しいドアの開け閉めは、とくに気になることである 。

以上、気になること、団地の欠点などを述べてきた。 しかし、長

所も数多い。各部屋に、光線がうまくとり入れられて明るく、風呂、

トイレなど、とくにそれを感じている 。 また、ドアの錠ひとつで安

心して外出できることは、共働きの私の家庭にと っては、何より嬉

しいことである 。七年間住んでみて、今、何とかひと工夫すれば、

もっと住みよいものになることであろうと、毎日与ーえている 。

(主婦 大阪府42巾市在住 )



北 欧 の 集 合 住 宅 ・ 見 聞 記

紀 谷 文 樹

北欧の、などといっても、そのごく一部をかいま見てきているだ やわかれの光景が、そこここに見られる 。家並みは、あるいはみす

けなので、群盲象にさわるということになりかねないが、見聞記と ぼらし く、さびしげに、あるし、はしょうしゃに、楽しげに見えなが

いうことなので、感 じるままに断片的なことを記していくことをお ら、それぞれに人の住み、生活する場所として笠えられている 。大

許しいただきたい 。 きな町では、やはり高層のアノ ぞート群も目立つようにな ってはきた 。

以前、東京から大阪まで新幹線に乗った、とあるフランス人が私 しかし、とくに北欧へ行くと、日本との板本的なベースの遠いに

に、 「日本は一つの町ではないのか」という話をした ことがある 。 まず気つかせられる 。 人口密度の違いによるものである 。

なるほど 、家並みの続〈集落は町となり、町と町の聞には田園が存 最近のスウェーデンでは、アパートから l 戸建の家への移転が盛

在するという中に住んでいる彼らの感覚からすれば、日本は、少な んであり、別荘をもつこともかなりあたりまえにな ってきている、

くとも彼が 3 時間余りの高速列車の車窓からかいま見たものは、ー ということであるが、その余裕の原因は、日本よりやや広い国土に

つの町としかいいようのないものであったに違いない 。 800 万人程度しか住んでいないということ、そして資源に恵まれて

ヨーロ ッパを汽車で旅して歩くのは、まことに楽しいものである 。 いるということであろう 。数少ない大都市にはやはり、密度をあげ

国境をいっこえたかもわからないように似た風景が続くようでいて、 る必要ーから、アノ ぞートも多く建てられたが、その隣練間隔は広〈、

少しづっ趣が変わっていくうちに町につき、さまざまの人の出会い ゆ ったりとした住まいとな っているのが常である 。あるいは町が膨

図 1 低層の集合住宅配置図
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写真 1 建設中の低層住宅



張し、職場と{ 主まいとの距離が30km以上にもなることがあるという 1 に示す。これは 3 階建とな って おり、傾斜地を利用して 2 階に入

話もしばしば耳にするが、その距離は、渋帯のなし、ハイウェーを自 口を設けている 。規模の大きい住宅は、 1 つの玄関ホールに両側 2

家用車でとばせば簡単に行くことが可能である。われわれがいつも 戸ずつ計 4 戸の玄関があり、上下にわかれて 1 階半ずつを占有する

経験しているように、ノロノロと 1 時間以上も忍耐をしいられると ように設計されている 。面積約 110 m'、 3 寝室、居間、食堂、台所、

いうようなことは考えられなし、。 便所、浴室、洗たく 室、 収納部分などよりな って いる 。図 2 のよう

この初秋の旅のときも、スウェーデンの南端の町 " ? J レメから 100 に、中小規模のものを組み合わせて一つの玄関ホールを使用してい

kmほどのところにある 小 さな町 を訪れ、そこからさらに 30kmぐらい る場合もある 。

離れたところにある工場を見学したあとで、また 20kmほど行 った美 1 階には( それは地下というべきところであるが) 、長い冬の問

しい田舎町の 400 年の歴史をもっという古いレストランに寄って畳 の食料などを入れておくための、小さな倉庫が並んでいる。また、

食をするとい った具合であったが 、そのような距離感はなく、鹿に 夏の聞の武重な日光を満喫するために、各戸に立派なバルコニーが

注意というような道路標識を見ながら、林や畑の中を走る楽しいド ついているのも、北欧ならではということであろう 。

ライブであった。そのような町では、広い敷地に 1 戸建の家を建て 暖房は温水のセントラルであるが、ラジエータは薄〈小さし、 。 こ

るのがあたりまえのことであった。 んなもので足りるのかと心配なほどであるが、 零下15.Cにもなると

ノ- J レウェーも、事情はかなり似ている。より貧しいようだとし、 いうのに、断熱が十分ほどこされ、 2 箆の窓枠はうまく作られてい

うのが第一印象ではあったが、質素な中に落ちついたたたずまいが るので、何ら不足はなし、 。 もちろん給湯もある 。少し規模が大きく

見られた。
なると、便所と浴室がある( すなわち使採が 2 ヵ所となる) 。浴室に

車窓から、やせた知iや樹木と水とを眺め、いくつかの小さな町を は乾燥器があり、洗たく流しがついている場合もある 。規模が大き

ぬけると、だんだんと山は急峻になり、秘境にふみこんでいくかと くなると、 上記のように洗た 〈室が独立して設けられている 。入居

思ううちにノ { ' / と広がった 海べに、首都オスロがあ った。 ここでは、 時には、便器の一方や洗た〈流しはっけないでおいて、 将来増設す

町の周囲をかこむ丘のあちこちに集合住宅が建てられ、さらにその るということも可能であり、配管だけは施工されている。

数は増えつつあった 。 その中の一 、二の例を示そう 。 水圧が 4 - 6  kg/cm' と高いので、器具給水管は6mmのものを 使うな

図 1 は低層の集合住宅の配置図である 。建設中の建物外観を 写真 ど、管径は非常に小さい。 オスロの水は、酸性が強 〈、 硬度が大き

SOVEROM 2  

<{ 

T V P E  4  B  d1l  

4 R OMS  9 8，7 m2 綾部
IT V P E  1  A  1  R OMS  3 0，3  m2  

図 2 il i ; 層集合住宅の平面図
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いため、鋼管しか使用できないことになっているが、 20m/ s にもなる

迷い管内mt..i 主にも 問題はなく、管径が小 さいのでウォ ー ターハン 7

も生じないといい 、耐用年数もかなり長いとのことであった 。飲料

用 として水質は問題ないのかとの質問には、大丈夫、なかなかいい

l床ですよとの返事であった 。

排水管はプラスチ y クが主で、一昔11鋳鉄管: が使われている 。使探

はいわば節水型( ここではこれが普通型であるが) が使われて おり、

一方ではさらに 1 回の洗浄水誌を 6Qit から 3Qit へとしぼるための検

討が進められている 。

台所の熱i原は屯気であり、これは最も安いためということである

が、とくに燃焼カスによる室内環境の懇化 などを論ずるまでもなく、

その上換気口は、開閉のみの:小さな孔が壁に設けられており、中央

のファンで強力に号 ｉ ｾ 、ている 。 かなりの ｬ 吸引力をもちながら全く音

が出ないスマートなものであった 。

このような設備の内容は、より 小規模の住宅をあつめた高層住宅

においても 問機 であった 。写真 2 はその外観であり、 図 3 は平面図

の一例を示す。 この場合には洗たく機を置くスペースと乾燥探が台

所に設けられている 。 これらに設けられている台所流しは 2 そうず

であるが、深い方の手前のへリが大きく半円形にカ ッ トされており、

バケツなどで水を流すのに便利だという説明であったが妙であ った。

わが国では給湯を瞬間湯沸器によるのが省エネルギー的にみても

有利であると考えられるが、この辺では暖房シーズンが 8 ヵ月以上

Ｔ ・ｾ三

ｊ ・ ＭＭ ー ‘ ー Ｍ｟ Ｎ｟ ｾ写真 2 建設中の高局集合住宅

図 3 高層集合住宅の平面例
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に及ぶので、これと兼ねてセントラルとする方カ、むしろ自然である 。

もう少し南へ下 ってオランダあたりへ行くと貯湯式、瞬間式などの

湯沸器が見られるようになる 。

ところで、オスロではこのような集合住宅が一つのコミュニティ

ーを形成するように計画され、学校なども同時に建設されている 。

しかも 価格は非常に安〈供給されており、 30オ前後の者の 1 年一 1

年半の収入に 相 当するということであった 。

このような事情は、スウェーデンでも同様である 。30オ代の半ぱ

くらいで庭つきの家に住めるのが普通で、その標準は、土地 600 -

800 rn' 、建物120- 170m' と、ガレージ 18- 20 m'程度ということであ

り、 3 - 4 寝室、居間25- 35m' ，台所、食堂、便所と浴室( つまり

便器 2 ヵ所) 、ユティ リティ、物置などからなっているという 。

前にも記したように、 1 戸，注への移行が強〈、豊富な木材を使 って、

浴室と台所のハートユニ ッ トを作っているプレハプ工場もあり、こ

のユニ ッ トを組みこんだ標準設計も各種用意されている 。 この工場

生産は、気候的な|品l係から工期を短縮しうることが大きな利点であ

るということであ った。特別高級な技術を用いているわけではない

が、巧みに、着実に生産されている 。椛造的にもし っかりしており、

ロックウールを用いた断熱J替の厚みはおどろくほどであ った。設備

の内容は後述するハートユニ ッ トと同様である 。

図 4 にこのユニ ッ トを組みこ んだ住宅の例を示す。図 5 は、断熱

性能の よさを示す。
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図 4 浴室ま わり のハ ートユニ ッ トを組みニんだ住宅



このようなノ、ートユニ ッ トは、アノ f ート用としても以前から作ら

れており、コンクリート製で工場生産され、 トイレ ッ トペーパまで

つけて、すぐ使用しうる状態で 出荷す るというのが、彼 らのうたい

文句である 。規模が大きくなると便所の 2 ヵ所が義務づけられてお

り、建築規準ともいうべき B y g g n o r mでは、便所、浴室、台所など

の側数や寸法まで最低基準を定めている 。図 6 は、このような規準

にのっとったハート ユニ ットの一例である 。 j由ま たは屯気による ボ

イラがついている場合もあるが、地域l暖房はかなり普及している 。

台所の熱源はすべて電気であり、室内では楽しみとしてのファイヤ

プレースを設置する場合を除いては、ものを燃やすことはない 。 こ

れは屯気料金が、給水や給湯と同様に安いという事情にもよ ってお

り、このような商でも 、住生活が安定するような政策がとられてい

ることがうかがわれる 。ある衛生陶器の工場を見学したとき、 「ス

ウェーデンでは、階級といつものがないので、陶様も一種頬しか作

らなくてよいのだ」と、自信たっぷりにいわれた言葉は、強〈印象

づけられた 。

経済設計に対する意欲も盛んで、以前から欧州では 、米国やそれ

を手本としてきたわが国に較べればはるかに節約型であったわけで

あるが、さらにきめ細かくそれを改善してし、〈努力が新実に続けら

れている 。湯水の無駄 をなくすため、 水圧と水量をよ り材確に設計

し、約lい鋼管の使用や、プラスチ y ク管 ・減圧r . 器具 ・節水型便器な

どの開発に力を入れていることなどもその一例である 。

水圧は 7 - 8  kg/ cm' てゆ供給され 、建物に入ったところで多少減圧

することが考えられている 。配管材料は給水給湯は鋼、排水は P V C

( 一部主管は鋳鉄) が主であるが、水圧にも熱にも 強 〈柔軟性のあ

るプラス チ ック管が開発され 、{変 われ始めている 。

プラス チ ックの利用は、かなり疎んであり、安価で・あるとい 4 と

から、 従来金属 で作られていた部分にとって変わりつつある 。

エネルギの節約ということは各方面で検討されており、強制換気

で排 気の熱回収 をすること、古〈効率の悪くな ったラジ エータ を取

り換えることなど 、具体的な手が、次つぎに打たれている 。 こうし

た実行が暴走を感じさせないのはなぜであろうか。やは り伝統の重

みというものがあるのであろうか。主主具や金具一つをみても気候に

耐え、機能的でスマートなものが使われている 。 そういった 地銀に

立って 、新 しい方式や改良された機1 * が生み 出 されてきているため

であろうか 。 とまれ、住宅というものを大切にするという考え方、

生活が保障されているという国情に、落ちついた12かさを感じるの

は 、私、独り ではあるまし、。

おわりに本稿をまとめるにあたりいろいろとご教示いただいた、

スウェ ーテ' ン在住の渡辺満氏に深〈謝意を表します。また 北欧 を訪

ねた際に親切に案内 し、説明していただいた現地のそれぞれの・方を

親しく思いおこし 、謝意を表する次第です。

j  
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(き や 」、みとし 武 蔵 工 業 大 学 助 教 授 也 築 学 科 )

¥. 

T y p e 4 “ H ea r t "  Un i t .  Si ze:  7.9 X  1 4  ft.  S pac i ous  b a t h r o o m a n d  

f ul l y equi pperl. k i t c hen wal l  wi t h  w ashi ng  ma c h i ne  a n d  dr i er. 

1よコ

←ーーーーーーー ←ーー一ー一

Type 6 “ Hear t "  Uni t .  Size: 7.9  X  14 ft .  Long ki t chen sillk 

and spcci al  l aundry secti on wi t h washi ng machi ne and dri er.  

図 6 アパート用コンクリー卜製のハートユニ ッ ト

K E Y- S E C T I ONS  

1.  Roof  Sheeting or c朋 crete Til es 10.  Weather Boarding 17. Fl oor F inlsh  

2.  Batt ens 11. Asbestos Cement  Sheetsor Tmber  18.  19 mm Chl pboard 

3.  Roofing F  elt 12.  Asbest os Cement  L身、dercl oak 19.  Underf loor Insul at ion 

4.  V entilation Gr illes or Underboard 20.  34 X  195 J oi sts 

5.  150 mm Insul ati on 13.  13 mm Impregnated Fl breoard 21.  9  mm Underboard 

6.  Roof  Trusses 14.  110 mm Mi neral wool  22.  Plinth 

7.  9  mm Pl ast er  Board 15.  45 x  95 St uds &  17 mm 23.  F  oundat ion 

8.  Vapour  Barrier Battens 24.  13 mm Pl aster Board 

9. 28 X  70 Batt ens 16.  F aci ng Bricks 

図 5 住宅の断熱性能のよさを示す一例
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資 料 - 設備ユ

( 得猷順不同)

-
・・・圃圃 ツ ト

ナショナルランドリーユニット 松 下電 器 産 業 ・ 厨房 器 事 業部

ナショナル木製キッチンユニット 松 下電 器 産 業 ・ 厨房 器 事 業部

キチンユニット < N型〉 大 阪 瓦 斯

パスユニット < UB1 6 0型〉 大 阪 瓦 斯

伊奈ユニットパスルーム〈タイルノぐネル式〉 伊 奈 製 陶

東芝ホテル用パスルームユニット < Pシリーズ〉 東 芝 ケ ミ カ ル

T O T Oユニットパスルームく浴室ユニット〉 束 陶 機 器

T O T OユニットパスJ レーム〈トイレユニット〉 東 陶 機 器

リンナイバランス型ガス風呂釜〈シャワー・給湯付) くR B F - 2 0 S > リンナイ

松 下 電 工 設 備 ユ ニ ッ ト 松 下電 工 ・ 住 設事 業 部

目立住宅用システムユニット〈カプセルタイプ〉 目立 化 成 工業

昔宮ョ量 ｬ 晶玉Ｚｬ ｆｉ ‘ＭｾＺ二Ｚ '"'11-

松下電器産業株式会社・ 厨房器事業部 ・設備ユニ ット部

〒571 大阪府門真 di 門其800帯 地 電 話 大 阪 06- 909- 1131

- 機 能 を 集 中 配 置- コ ン パ ク ト 設 計 ・・ ・

1'/争 t手

孟‘ 戸ー J  
. 士三 ー '.

4  し ←一一一一 回

ーー- ，- ー

K R- I  4 0 5  ( 1400巾)

y  

努ミ抗メヒ〈閥、健悦摘はユニソトとは)Jlll 金側怖と企り. l < j' o

- 特 長

洗たく 機 ・電気乾燥機 ・洗 たく水槽 ・

収 納 棚 をひと まとめに して、場所を と

らないコン 1¥ク トな言宣言十。 しかも 、設!

置 が容易な組 み 立 て 形式 です 。

4 8  i I ! 築と社全/ 1975年 IHI 号

注意事項

11ー-- 1I 白川氏

支 …

f: j l4111札

'=- J. J - . 吋吋

一
目白

ニー日 l d - f  μML 

・配 管 ・排水は接続工事とも別途

工事です 。

・一 次 側 電 j除、からのプランチボ ッ

クス接続工事は別途工事です。

- 仕 様

寸 寸fl: Il: 機 | 制 lω v

子洗道機 、乾| 舵処容 ht 2  kgl乾雌布 ifO，t)

燥機はユニ| 乾燥 Jj 式 . 1111転ドラム式内胤乾燥

ツ トとは gll l ヒータ一手玉川 12∞w

途価絡と主| タイムスイ y チ. 110分，lt l モーター式 )

リます o 1  5分余熱乾蛾H

2  1照 明 器 具 | 蛍光灯2011'

( F  A21080)  

3  1防 水 パ ン 11，而アクリル樹脂、渡而 A B S 樹脂

( S U- 8 5 W)  1 トラノフ付、 V P50

4  I収 納 棚 | トピラ占1m: ポリエステル化併合桜

トピラ裏 i面 ・1車内 カラー合阪

本11 :  ¥誕ピエ y ジ巷き. 棚阪 2 枚 H

5 | 照 明 カ バ ー | 札。i アクリル 板 3 t  

6 | 木 枠 | ラワノ3 Or:

7 |パ ッヲパネル | ポリエステル化粧合桜

8 | 点 機 ロ1ポリエステル化椛合板

9 1 配 線 器 具 l アース Hコノセント l コ. プランチ

l OJ' γ タス l コ. ユニ y ト内配線込

1o  I洗 濯 ポ ー ル I F R P樹脂

11 1キャビネ y ト| トピラ点 l面 白ポ い ス テ ル 化 粧 合 似

ト ピ ラ 誕 福 山 内 カラー- ittli

本 11 溢ピエ ァジ巷き点険111，1

12 I側 板 右 左 | 内 而 ポリエステル化粧合板

外側。カラー合板

本11 : 1. 温ピエ y シ巷き

13  I排気ロガイド 175O後続工引 Jt 別途

14 Ｑ 配管部材ｼ 給湯 ｉｾ Ｚ Ａｾ短万能ホーム本怜 ｻ 抑コＩ

給ホ伶 : φ  {水l コ)

接続工事共円'Ii 圭

※ 他 に K R - 90 (900巾) があります。

・洗 た く 機 ・電 機 乾 燥 機 ・収 納 棚 を

90cm巾にまとめた、コンノ fクトタイ 7
0



昔宮ョ量 ｩ 且 宮 室 己 主 ＧＧｉ ｾｾｉｾ 二、、舟

協

1  (  

ぷー、

lコ

の

自甘

.  

• 

工の容易さと 、台所設備をコンパク卜 に設計

8種 類 の 基 本 バ リ エ ー シ ョ ン が‘組める・ ・・

所 の 使 い や す さ と 機 能 の 充 実 を 徹 底 的 に 研 究 し 、 さ ら に 組立

省 力 化 を 追 求 し た 中 高 層 集 合 住 宅 用 と し て 、 最 も 適 し た 合 理

設 計 が な さ れ て い ま す 。

レンジフード - 水切棚

- フ ド

- ガスキャビネ y ト

(:ガス置台・ガスレンジ)

- 予備ガスコ 1?

{ 別途部品) • Jτ  

組 合 せ の 基 本 ・ タ イ プ 2 種 類

湯 沸タ イ プ |  給 湯 タ イ プ

調 味 料 棚 +食 器棚

E自

バ リ エ ー シ ョ ン と 品 番

.) 

タ イ フ.

手会 湯 タ イ プ

(湯沸器なし )

湯 沸 タ イ プ

(湯 沸 器 付 )

幅 寸 法 | 高さ寸法

1. 840 

2.040 

2 ‘ 340 

1. 840 

2.040 

2、340

2.190 

2. 190 

2，190 

2.190 

2 ‘ 190 

2 ‘ 190 

ガ ス 置 台

K E ，- 180A TH ，R  ( L )  

K E  ，- 200AT H， R  (L )  

K E ，- 230A TH， R  (L )  

K E ，- 180B TH，R ( L )  

K E ，ー200B TH，R  ( L )  

K E ，- 230B TH ，R ( L )  

松下電器産業株式会社・厨房器事業部・設備ユニ ット部

干571 大 |坂J{.f /"J真 rm"]其800昏 地 電 話 大 阪 0 6 - 9 0 9 - 1131

- ハ リエ ーシ ョンが豊富

18種類の基本タイプを mなし 、おさ - 左右勝手など建築条件に合せ

て 108種類の バ リエーションを備えています 。

・イ主まいにマ ッチした明るいデザイン

i?i 潔感あふれるアイボリートーン、室のインテリアにマッチした効

果的な演出 ができます。

・使いや すい設計

台所の収納を徹底的に研究、以納i止を大きくし、無駄な重i}J 作をせず

に台所作業ができるようレイアウトを一新、さらに収納庫内面の仕

上げをグレードア γ プしました。

・天井高を 選 びません

ユニットの高さ寸法を 3極類用意していますので、建築条件に合っ

た設置ができます。

・取合の合理化

ユニットと天井面や壁画、レンジフードダクトの接合部分など建物j

との収合について十分配慮されています。

・火器使用への安全対策

サイド - パ y クパネルなどは石<<，mセメントを{ 士山し、火器の隣接音li

には防熱処I
f

l 1 を施して安全性を配ほした設計です。

・排気への安全対策

ガス機器などを一定のスペースに集中的に組み込み、増設の場合な

どにも十分な排気圧¥hl の専川レンジフードを h耐えています。

・防虫処 理材の使用

木材音 Ｑｉ 分のすべてに人体 ￎ ， ｕ ，ｾ 答のｼ幼虫処硯材を印刷していますので、

!1l 蝕害をなくし、また人体にも無害です 。

・機能の充実

ガス設備、給湯設 ｦｊ ｩｩｩ 、換 ｾｬ 設 ｦｬｩｩｩ 、以納、照明、包丁掛その他の設備

を合理的 ・機能的に配置しています 0

・現場組立の自 立 型

組立工事が簡単で、分 ;1;;IJ . mI 包方式なので搬入も楽にできます。

- 巾 寸 法 3 種 類 1，840mm・2 司 040mm ・2，340mm

- 高さ 寸 法 3 種 類 2、190mm・2、266 mm . 2. 350mm

圃 ガ ス 設 備 3 種 類

ガ ス 置 台 ガスキャビネ ッ ト ガ ス レ ン ジ

j j  
ス

号凡

面E

ガスキ ャビネ ッ ト

K E ，- 180A F H ，R  ( L )  

K E ，- 200A F H，R  ( L )  

K E. - 230A F H ， R  ( L )  

K E ，- 180B F H ，R ( L )  

K E  ，- 200B FH ， R  ( L )  

K E ，- 230B F H ， R  ( L )  

備

r レンジフート. カース湯沸器 、

ti スコンロ . tI スコ y タは

キ γ チンユニノトとは )jl Ji圭

価怖となります.

ガ ス レ ン ジ

K E ，- 180A O H，R  ( し)

K E ， - 200A OH ， R  ( し)

K E  ，- 230A OH ， R  ( L )  

K E.  - 180B OH ， R  ( L )  

K E ，ー200B OH ，R  ( L )  

K E ，- 230B OH ，R  ( L )  

.  ( キ|1'<HIには 1::' さ寸 i.t 2266mmと2350mmのものもあります。 ・ ｒ は右』持 ｔｾＨｩ ｉＡ ｅ L. fi f¥'[. 訟イ; i ! II J)、 L は/，'11静子 U"E L  ｦ￬ｦ｜ｾ 【凶Ｏ，Ｇ ＨＱ 可ｽです ・ ｉ Ｚ ， Ａ￨ の品併以外の ｴｬｬｻ ｴＢせも阜 ｾｩ｢ｾｲＧ ，として Ｂｦ 能です。
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キチンユニット( N型〉

建 設 大 臣 認 定 優 良 住 宅 部 品

大 阪 瓦 斯 株 式 会 社

〒 541 大 阪 市 東 区 平 野 町5丁目 1 電 話 ( 06) 202- 2221

台所の各機能を集約化一 一 一 組み合わせの基本・タイプ

・防火性 ・量産性を考えた頑丈なオールスチール製。また 、幅

寸法は納めやす い300mmモシ. ユー j レを採用して います。

ユニ ・ノ 卜につけた記号は次のような意味をもっています。

2 10三> - Bく=:・ユニ ット化していますから 、施工は現場で組み立てるだけ。

メン テナンスも容易に行なえま す。

・明るい家具調の色調 、デザイ ンです。

・優良性宅部品に認定されていま す。

U K - N  

> <::s:く

仕 様

タ

ヲト

立

mm 

重

量

kg 

;妾

続

色

5 0  

キチンユニット( N型〉の構成図

イ プ

幅

奥 行 き

主「百主「】

さ

高 さ 2，300mmの場合

高 さ 2，350mmの場 合

ガ ス

給 水

給 湯

ｕｾ＠ 水

電 気

ホmノ，ぇ

ユニ ット

の呼称

本体

幅寸法

A : 冷蔵庫スペースあり R : 右側 シンク

s: 冷蔵庫スペースなし L: 左側シンク

* なお高さ については、 2. 300mmと2 . 350mmが あ り ま す

組み込み器種のバリエーション

プロベラ 7 7' ン

レンジフード

冷...

U K - N 1 8 0 B R ( L )  U K - N2 1 0 B R ( L )  U K - N240 B  R ( L ) ' A  R ( L )  U K - N 2 7 0 A R ( L )  

1 . 8 0 0  2 ，1  0 0  2 ，4  0 0  2 ，7  0  0  

6  7  0  6 7 0  6  7  0  6 7 0  

2 ，3  0  0  2 ，3  0  0  2 ，3  0  0  2 ，3  0  0  

または または または または

2 ，3  5  0  2 ，3  5  0  2 ，3  5  0  2 ，3  5  0  

224 ・冷 蔵 ;jI スペースなし

169 . 冷蔵版ス ペ ーλ なし 195 冷 蔵服 スペ ースな し 237 冷成町ス ペースあり

205 ・冷厳/ ol i ス ペース あり

225 ・冷厳服ス ペース なし

170 ・冷局長j車ス ペ ース な し 196 冷革在庫スペースなし 239 ・冷局長崎 スペースあり

207 ・冷 蔵Jil i スペ ースあり

配管 ・ ｓｇｐ さ ｂ Ｍｾ ｂ 、ガスコ ッ ク ・ ＵＳＶｾＲＱＱ ホ ー ス コ ＱＷ 後 続剖 ｉ Ｚ ｓｇ ｐ ｾ ｂ Ｈ ｐｔ ｾ オヰ ジＩ

配符 : 111 13A - 20A、A唯 たて型自在水佼 /{ TT 3O6TRO13¥j  般加 11 : HI 20 A  

￬ｉｾＧｩＧ￬Ｇ＠ :  DC uT  ｾ＠ ｂ Ｍ を ｂ Ｈ 断熱 材 発泡ウレタ ンＩ 湯位たて型白従腕 ｇ 知 ｾ Ｑ Ｓ Ｉ 蹴 部 肌 川 B

配管 : V P40 A- 50A  接続 部 : V P .5QA  

| 換気扇J T i 1 11 

蛍光灯20W X l 、コンセ ン ト ・ 冷蔵庫則 1 1. (冷 厳Jil I スペース のある助f干のみ )

T' (I ;古l 円

接続は と棚p. . 1ジョ イ ン トポ y クスで行 な う。

本 体 . サイドパネル : オリープイエロー( マンセル5Y6/6) ノ{，J クパネ Jレクールホワイト( マンセル5Y 8目 3/0.5) iJf; ・7 イポリ ーホワ イ ト



パスユニット<UB180型〉

大 阪 瓦 斯 株 式 会 社

〒 541 大 阪 市 東 区 平 野 町5丁目 1 電 話 (06) 202- 2221

コンパクトで清潔な浴室設計に役立つ一

- 代 表 機 種

- 床 ・天 井 以 外 は す べ て ア ル ミ 製 壁パネルには耐蝕性に{ 憂れ

た カ ラ ー ア ル ミ を 用 い 、汚 れ が つ き に くく 清 潔 で す

・壁 パ ネ ル は 折 り 曲 げ 加 工 が 不 要 の た め ‘ バ リ エ ー シ ョン が 豊

富 に と れ 、 ドア の 位 置 ・風 呂 形 式 ・窓 の 位 置 の 選 択 が 容 易 で す

・バ ラ ン ス 型 外 だ き 釜〈シ ャ ワ ー 付 き 〉を 組 み 込 め る ‘ 内 法1，150

X  1  ，600 X  2  ， 000 (  H  ) の パ ス ユ ニ ッ ト も 準 備 し て い ま す

. 仕 横 川 士 械 は 変 更 する こ と があ り ま すの で ‘ ご 了 承 く だ さ い

ヰI 目 1上 機 備 持

.t  内 i!  1. 1∞ ( 1，150) X I ，ωOX 2 ，∞O( H )  

法 ド ア 有 効 附 円 670X 1.831.5 

{圃)
防ぷ パン 外寸 1，146( 1  ，20I ) X I  ，646(l ，65I )  

天 ｊ ｾ＠ 耐水合I & l fi量+ ポリ i塩化ビ ニール l :i ，険11 f.t 曹

材

ｾ ， ｾ＠ カ ラーア ル ミ+ 石綿蟻酸 カル シウ ム板

品E F R P  

排水ト ラップ A B S !Iil 封水 臼 醐

排 本 パ イ プ 5Omm; 塩 ピ管 ユニ ｊ ト 外 は ｾＧｊｩ 童

質

ド 7  カ ラー アルミ フラ γ ンユ

取 下 円筒錠

ド ア 枠 アルミ 押 出 し材 ド7 級紙は)J rli 童

タ オ ル tJfli S U S 初 4 長さ 450mm 座 I A B S

!! ({  IIJJ コ γ プ' . v. : 防温! l : ! 向熱灯 4 0 W 

アウ トレ y トポ y クス

まで結 線は);lli 圭

f.t 

換 気 " Ｑ ＰＰ 田 併 Ｉｌｾ レジス ター

バランス担外だき量 。セ ミ外 どき筆m- 臼在本位J >B

盛岡己脊 は)1ll i圭
( T OT O - T 30ARI3)  

給 ホ 佼

給泌 JJ 式 混 合 点 栓 J >B

k 阪 ガス38- 621!盟

取りf . t け可

( T O T O - T 33AEI3)  

3提配特は日1J.i童

給泌 Jj 式ー布li 下車III ( F R P)

』元 I ，IOOX 鎚 5X S60( H) また は 1，100X 715 X 595( 1I )

浴 そ う

外だき 量 。七ミ 外どき釜 給渇 JJ式の

700X 800X 640(  H) F R Pまとはホ ロ 浴そうも f史m可

バランス型 外ど き釜問

700X 800X 印刷H) F R Pまたはホーロー

セ ミ外だ き釜ー釜 ( .， - 184型 )渇 かげんハ ンド ル と

パー ナーは太阪ガス傑単品 とし ます。

nロu  風 呂 釜

外だ き謙一筆 (. ，- 702型 )識かげんハンド ル と

バー ナーはよ阪ガス様 単品 とし ます。

バランス型外ど き韮 しゃm，反と

ＨＡ ｵ Ｍ Ｕ ∞盟 ＭＵＰ Ｓｾ 目 Ｉパラノスト γ プ ｓ ｕ ｓ ぬ Ｔ 20酬 の脚 をつけ る

ガ ス コ y ク パ ラ ノス ｾ外 どき 韮ｊＱｬ Ｍ Ｈ｟ｊ ホ ー スコ ｹ ク 凶， -335型

官E 枠 アルミ 押出 し材 ( 見込み96と150""，) または本 ); 11 途

圃 他 機種 の 仕 横

Ifi 日 ( U  B  1  3 0型〉 ((ii 身)

寸 内 t主 1，1∞ X I ，ω OX 2 ，IOI ( H)  

法 ド ア li効開 rr 6 nX  1，859 

(圃)
防本 パン 外寸 1，I6 0 X I ，飴O

天 J r- エポキ γ 樹脂1111 l l 粉体塗装鋼板1 . 0， 点検11 (，j き

材

ｬ｜ ｾ＠ エ ポキ ン樹脂静電粉 体塗装鋼板 1. 0， 嵐山イ j '!"i 'ボー ド 9 ，

床 F  R  P ( ホ γ トプ レス )

排ホト ラ y プ F R P (防水 パンと一体成型 ) スラプ上排本 主J 水 40酬

排 水 パ イ プ 50問 弁温 ピ管 ユニ y ト外は耳lli 主

質

ド 7  カラーアルミ フ ラ γ シュ

取 F  円筒錠

ド ア 枠 アル ミ押wし材 ド7 i11i線i紛' Ji童

Ifi 目 ( U  B  1  5 0 型〉 (削 巧 )

‘r  内 ?よ I ，IOOX I ，ωOX 2 ，020( H)  

i!  ド ア 手I 効l間rr 645X  1. 830 

(圃)
防水パノ 外寸 1.145X I ，ι 15  

)ii. J t- ポ ') エ ステル化粧合板 点検11 f.tき

H  

日空 アク リル樹脂焼付 ケイ 駿 カル ンウム板

床 F R P  

排ホト ラ y プ A B S 樹脂 製 封水 50胴

排 ホ パ イ プ 50mmO温ピ符 ユニ γ ト外は日11;' 童

質

ド 7  カラーア Jレミ 7 ラ y シュ

J(lt 手 円筒錠

ド 7 枠 アルミ 押 出 し材 ドア綴 織は別途

平 面 図

』

「

|

室
町

r

g

4

 

!iOt l i  

断 面 図

量

- 平 面 図 バ リ エーション

( ノ官ランス型外 だ き 釜 方 式 ・ 後 方 排気 の 場 合)

RF  
しS

しF R S  

ｉ ｾ＠ リエー ショ ン の配 号

R  ドアの吊もとが浴室内から見て右 ( 円) を示し ます

L  ドアの吊もとが浴室内から見て左 ( L ) を示し ます

F ・ドアの位置が長辺倒lにあるこ とを示し ます

S  ドアの位置が短辺倒lにあることを示します
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伊奈ユ=・: . : . . I - J tコJ I.，・6

く タ イ ルパ ネ ル 式 〉

伊 棄 割 問 臓 試 吉 社 大 阪支 庖

干550 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 1 - 62 電 話 06- 532 - 6081

オーダーメイドのユニ ッ トパ スルーム
. S P- 1 2 16T 

単一で画一的になりがち Tごった F. R. P.にかわって壁面

全体にタイルを採用したユニットパスルームの個性派0

・仕 梯 ( B P - 1216T )

外 法 rlJl ， 680 x  !処1Tl ，280 x  l. )j さ2，255mm

内 法 rlJ 1，600 x 奥行1，200 x 高さ 2，050mm

|刻 口 者1¥ rlJ 600 X 高さ 2，000mm

床 F .R.P  

天 井 化 粧 合 板

，くス} しーム

壁 100mm角内装タイル貼リ

，-j¥: {本

ドア ー枠 アルミ

ド ア ー アルミフラッシュ

F4Fbr而、 J司 L、，、金日詐;

雌ネジ付接続金共Y 2 B

自己

β口>" ;  
1。h£〉 t1M1 目

雌ネジイ寸接続金共Y 2 B

維持 ｾＷ ｋ 管 V P.50 

- 器具仕様

純日IJ 番号 名称、 品 番 付Ii 」号

ノ、守t

ス 1  
ノ〈スタフ品

B. 1200 F .R.P  

2  ｩｬｾ 合水栓 B F.633A ハンド y ャワ一、ンャワー持ト付

3  排 水 金 具

その他 4  !!¥¥日月 探 具 L  W. 56103  | 坊出白熱灯40W

5  タ オ ル 控|、 KF. l l S  ステンレスノマイプ

6  換 気 口 D K.150M 7 ' ラスチック 150世

7  ドアーロ y ク US.49WES  スアンレス

8  ドアーガラリ プラスチ ック、山形440x  190 

9  目 1Il 1  M. 200D スアンレス

10 ト ラ ッ プ 鋳 鉄

11 戸 当 ステンレス、コート 7 "J 'l 付

12  

ロH

『

1

1

1

4

円
、u

一
番
一

一
川

町

灯

、

-

-

唱i

n

d

T

A

I

l

-

-

一
η

L

A

峰

唱

A

種

汁

巨

↓

↓

↓

雄

氏

;

p

p

p

似

む

一

B

B

B

.

浴 匝二回

1，200 x  1  ， 600 

1，400 x  2，000 

1. 100 x  1. 600 

n

u

n

u

 

ト

T

T

T

T

Y

「

l

l

J

P

O

R

v

n
E

R

U

ぺ

:

I

l

l

-

--

-

E

一

1

2

2

4

・
・

j

1

1

1

1

ユ

一
1

一

一

一

一

一

レ

一
白

川

一

p

p

p

p

.

「

L

e

c

c

e

d

L

L

L

L

 

卜

B

B

B

B

室
公

ロ

回二百

1， 100 x  1  ， 600 

1， 200 x  1  ， 600 

1  ， 200 x  1  ， 800 

1. 400 x  1. 800 

( 平面図 J{o)

( 断面図 J{o)

l 1[ '  j1LI ｬ ｬ ｾ＠ ， 
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東芝ホテル用パス凡p ームユニット

(Pシリーズ)

- 特 長

・独 自のデザイン

F R Pのサ ン ドイ ツチノf ネル構造 の特性 を生かした継目を極力

少 くした 設計で、やわ らかな Ij11面と 、mかな平面を組合せた独

自のデザイ ン

・建築の自由度大

F R P カプセル構造の ように建築側を拘束するこ とが少い。

. 優 れた特性 を持つ F R Pパ ネル

鋼 板の ように錆 の心配が無〈 、無機質素材より機械的必度が

きく丈ゴニ

- 仕 様 ( TBU- 1416P)  

No  Jti 目 {士 品世

1  ]]，1パネノレ F R P サ ンド イ ソチ 中反

2  防 水 パ ン F R P . J:J[ ビ 床 板R占り

3  天 井 ノマン F R P  

4  カウ ン タ ー 人工大型T i

5  浴 槽 F R  P  .  :m:芝 オ リ ジ ナ ノレ

6  y ャワノ〈スセッ ト T O T O  T U B110 C L R  

7  f史 官非 T O T O  C U4 5 n奇

8  フラ y シ パ ノレブ T O T O  T U S  141  V E  

9  洗 間 総 T O T O  L 516  

10  洗 面 総 似合 住 T O T O  T G L 306A 

11 m¥1りl総 共 蛍 光 灯束 芝 オ リ ジ ナ ノレ 2 0 W1 灯

12  3見 670 X 912  

13  ペーノマー ホ ノレダー リライ ンス 976S

14  Ti け ん 受 陶 器 製

15  ihl リ十キ リ ラ イ ンス 3207 - 3

16  タ オ J レ4まいす T O T O  T S  1 1 3 W 

17  カ ー テ ン レーノレ ス テ ン レス φ19  

18  給 水 給 湯 管 主同省' ( A S T M M タイ プ )

19  ア メラ ミン 化 粧合 板 フ ラ y シパネノレ

20 

寸 法 |

内 法 1，400 x  1， 600 x  2，050 Ｈ ｾ ｾ ｾ Ｉ＠

外 法 1，520 x  1， 720 x  2， ＲＶＰ ＨｬＮ Ｇｾ Ｉ＠

- 他機種

他 に寸 法の 繰 るT B Uー 1420P 、T B U- 1620Pの 2 機 組 が あ る。

T B Uー 1420P I  内 法 1，400 x  2， 000 x  2， 050( 高 )

T BU ー 1620P I  内 法 1，600 x  2， 000 x  2， 050( 日 )

東芝ケミカル株式会社

干 105 東京都港区新橋 3 - 3 - 9 電 話 03- 502 - 32 11

(  'iZilil 図 1 / 35 )  

- 平面図バリエーション

回 田 国 回

1620P- A  1620P- B 1620P- C 1620P-D  

団 田 国 国

1420P- A  1420P- B  1420P- C  1420P- D 

開 町
E百 ｾ＠

1416P- A  1416P-B 14 16P- C 1416P- D 
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T O T O: I 二、，トハヌJ L-Ia

(j谷室ユニット)
東陶機器株式会社

(I) 802 北九州市小倉北区中島2丁目ト1 (093)  - 951 - 2111 

- 特長

・壁材は l耐久、耐火性にすぐれたカラーアルミ接合パネルを

使用しています ・天井、壁パネルの継目をなくし、水漏れの

ない構造とし、しかもふんいきにバラエティをもたせるため

の壁パネルは柄物( 木目 ・花柄) も組込めます。

J 8 1 2 1 6  (給湯)

- 仕様 ( J B 1 2 1 6 ・給湯タイプ)

Nu 名 干{ド f士 守護

1  天
対二 カラ ー ア ル ミ彼 合パネ ル

2  日2 カラ ー ア ル ミ複 合パネ ル

3  床 F R P  

4  ド ア カラ ー ア J レミフ ラ y シュノマネ ル

5  ド ア 枠 ア ル ミアルマイト処L理

6  F合
総1 ポ リパス P U163R ( L )  

シャワ ノ〈スセ ッ トT UM1 5 C

7  !1a H開 防湿型白熱灯

8  アクセサリー タオルノ { - J t ちゅ うク ロームメ y キ

T U S  113 P 2  

9  J灸 必買n 口 j訊fJ ; 調盤式 100φ

10  排水ト ラップ A B S t針}J 旨 J非水守" SV. P5 0  

ームロ

- 浴室ユニットの他機種
寸法は内寸を示す

J B 1116 (バランス釜) J B 1 2 1 6 (バランス釜)

J B 111 6 (給湯) J H  111 6  
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T O T O:J.二vトA ヌJ L - A

( トイレユニット)

J C 0 8 1 2 : Srイプ

東陶機器株式会社

〒 802 北九州市小倉北区中島 2丁目ト1 (093)  - 951 - 2111 

- 特長

・壁 材 は 耐 久 、 耐 火 性 に す ぐ れ た カ ラ ー ア ル ミ

複合ノ叶、 ル を使 用 し て い ま す ・天 井 、 壁 パ ネ ル

の 継 目 を な く し 、 水 漏 れ の な い 構 造 と し 、 か っ

全 体 を 調和 の と れ た 明 る い 色 に し ま し た ・ユ ニ

ッ ト の 組 立 、 解 体 は 内 部 か ら で き ま す。

J C 0 8 1 2  

- 仕様 ( J C 0 8 1 2)

Na 名 称、 i士 あ主

1 天 弁 カ ラ ーアルミ被合パネル

2 蛍 カラー 7 ) レミ複合ノマネル

3 床 化 粧合 板

4 ド ア カ ラ ー ア ル ミ 7 7 ッシュノマネ J レ

5 ド ア 枠 7 ) レミアルマイト処理

6  I  f更 器 使 器C 420 ロータンク S 518 ( S 517 )

ロータンク金具 T S 4 2 0 P L S ( P R S }

便 座TC262 紙 巻 緑T U S 116  

7  アクセサリー タオルパー其ち申うクロームメッキ

T U S  116  

8  um 明 防 湿 主I白熱灯 60W

9 換 気 口 風冠制重量式 100世

10 排 便 管 塩ピ管 75A ( 不燃材 被 磁)

. トイレユニットの他機種

庁 ｾ つ ｔ J C悶 l 寸 法 附 印

J . < 市0 -→J

門事j∞

円i刊

リンナイf ノ〈ランス型ガス風呂釜シャワー・給湯付

R BF" - 2 0 S  りシティ株式会社大阪営業所

〒550 大阪市西区西長堀南通 4 の55

A  

- 特 長

1 . 給 湯 と 風 呂 の 追 焚 き が 同 時 に で き ま す 。

風 呂 の ill 焚 き と シ ャ ワ 一 、 浴槽 、 f; 所 へ の 給 泌

が1百]11寺にできますから、とても{ 足手IJ で す。

2. 湯 沸 か し は ツ マ ミ ひ と つ で、 お 好 み の湯 温 が 得

ら れ ま す。

い つ も お り み の 熱 さ の お 湯 が 科 ら れ る 出 皮 切 り

換 え つ き な の で 、 シ ャ ワ ー の 使 用 が 快 適 で す 。

3.安 全 で 、 操作 か 簡 単 て'す 。

取 扱 い は し ご く 簡 単。しかも、 i1 火安全装法、

-a  

空 焚 き 11:方11ニ装也 、過熱| 幼 11: 装也、 凍結| りIj _ j ヒ装位、

ガス ・水! 玉;那1守主総 な ど 、 安 全 を 守 る 多 く の コ ン

トローノレシステムカ什立たらいています 。

4. メ ン テ ナ ン ス 性 が す ぐれ て い ま す 。

コントロール百11の集約化で、前而ノマネ J レをはず

す だ け で 簡 単 に事Ilifl 基 点 検 が で き ま す。

5.配 管 、 施 工 が 容 易 で す 。

総体ヒ持11後 方 に 設 i泣 き れ た 給 水 緩 和t 口 と 、 総 体

前而七古I1に 設 置 さ れ た ガ ス 接 続 口 は 、 そ れ ぞ れ

使 い や す さ と 安 全 性 を 巧 r&し て 設 計 さ れ て い ま

す。 余 分 な 配 信ース ペ ー ス が い ら ず 配 管 . Ij車 工 が

容易です。

電 話 06- 532- 300時。

. 仕 様

ill f止 (kg ) 32. 6 ( 本体のみ)

を1 ス 13A ゴム管( 自在ホースエンド)

筏
総 水 15A  ( P  F オネジ)

外 部 給 湯 15A  ( P  F オネジ)

争ん 風 呂 i車給水管 50A フレキンプルゴム管

給 排 気 部 235X342 H 又 230X 345 H  

点 火 方 法 圧 i l L 在 火

船も内 且呂 ・渇梯向B軒史用 19. 500Kc. 1  /  h  

，胃 風 呂 6. 800 ， 

ス量 t晶
沸 13，2∞Kcal  / h(半開切替可能7. 4∞Kcal/ h)

?品 沸 H. 1 湯量 6.6  t  / mi n( 水温+ 2 5・C .I : 抗)

紋 (1]; 作 動 水 圧 0. 5kg/ r m'  

Y ャワ→Vl l 時希望水圧 0. 8kg/ c附

熱電式パイロソ卜安全装置、ガス圧

自動安定装置、水圧自動安全装置、

空焚防止装置( 風呂用) 、過軌防止装

置、凍結防止装置、安全弁( 過圧安

安 全 装 置 全弁) 、ガスロ y ク( 湯沸 1問火残り時

の消火装置) インターロ y 7  ( 口火

』風 呂コ y ク) 、フィルター付パイ

ロットガパナ、水フィルタ一、自動排

水装置

6 耐 久 性 、 耐 湿性 は 抜 群 で す 。

本体ケースは' ; U : 気 'IE鉛メ y キ 似。 Iま 似 、 脚 は ス

テ ン レ ス 鋼 板 ， 表而 にアクリル焼イ・j " I 全装を焔し

て あ り ま す 。 本 体 の 脚 を 日 く し 、 ね じ 矧 も 古t 銅

烈にするなど、 i W.irのt:i い浴己主で使うものだけ

に 耐 久 性 に は 万 全 を 却l し て い ま す。

7 バ ラ ン ス 型 で す か ら 室 内 空 気 が 汚 れ ず 衛 生 的 。

浴 宅 f人j の 空 気 は 汚 れ ず 衛 生 的 です 。

給 排 気 筒 は 、 オ ー ル ス テ ン レ ス 製 で 耐 風 性 能 が

1J.: 併 で す の で 中 高 層 住 宅 に も f弘 通 で す。
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松下電工設備ユニット

( 社名) 松下電工株式会社・住設事業部

干571 ( 住所) 大阪府門真市( 電話)(06) 908- 1131 

各種住宅に合わせて選べる豊富な機種。

迅速に納入できる体制も整えています。

数年間にわたって全国各地に納入して参 りました実績から選U激いた

8 機種です。マンシ ョン・公共 住宅な どの中 ・高層集合住宅から 、

アパー ト・小集合住宅までいずれにも採用いただける品ぞろえです。

また標準品ですので、 ご注文後 2- 6週間で納入 で きる体制も

整 えていま す。

圃代表機種 (BEo1116洋)

- 仕様

ac - 圃 Ｍ・・・・・・ ｉＮＭＭ ｾ 置・・・固・・・ ｅ 克直・・ ｅ 若君・・・・・・・

床 F .R. P 製

2  壁 塩ビ鋼板( 鋼板0.81.塩ビ0.25t) 裏鮎石コウボー ド9t

3  天 弁 同 上

4  ド ア 枠 アルミ製アルマイト処理 、付枠用ピース 付

5  ド ア 塩ピ鋼板フフッシュ 、プフスチック製ガラ リ付、戸当り付

6  浴 権 F .R. P 製

7  混 合 水 栓 固定兼用ハンドシャ ワー付( 伊奈 )B F- 633A L

8  $l オ ル 錨 スァンレスQ= 455  ( H :  F L  + 900)  

9  照 明 防湿型 、白熱灯40W 、乳 白ガフ スグローブ付

10  天 井 点 検 口 糧ビ鋼板 450口

11 天 井 換 気 口 A.B.S 製 接続 150世

12  給 水 管 媛続 : PJ .+ " (材工共含ま ず)

13 給 湯 管 J妾続 : P.J .+ ぺ材工共含ま す)

14 雑 排 水 管 V .P.50A  

15  
日 フ ュ 7

鋳鉄製 後続 2"

(BE o1116洋 %。平面図)

(BE o1116洋 %。断面図)

- 平面図バリ工ーション

町六|卜|口11口Id じ|巴|
BEo11 16洋AR L BEo1116洋A L L BEo 11 16洋BR L BEo 11 16洋8 Lし

- 他機種

田

…田
回

…

;

ー

閃

U
一

町

白 川 田

3 j [ C $lイ プ

3 j [ A )l イプ

ｬ ￰ ｾ＠ t q  

- お問い合わせ ・カ タログのご請求は 、 上記の松下電工ま たはお近 くの松下電工営業所へ
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日宜佐宅岡システムユニγ ト

くカプセルタイフ〉
8 %1ヒ戎. 2 : . 株式曾淀

本 柱 東京都町宿区西新宿2- 1- 1新宿三持ピJl Pl 担l IIJ i l 第2お号 <<1!1印 東 京( 03) 346- 3111大 代

大阪営業所 大阪市費区北浜4 - 6 ( 包生日立ビJし) <!l!541 大 阪( 06) 203- 5081大 代

- 特 長

目立住宅用システムユニ ッ トは浴室、 トイレ、洗面所を各々独

立させながら、 F R P 一体成形で、一つの ユニ ッ 卜にまとめた

ものです 。一体成形なので材料と材料の接合部分もきれいにお

さまる上、水洩れの心配もないわけです 。 プラン ニ ングの上で

も、各々が独立しているので、浴室と トイレ が一緒ではと、 し

りごみしがちな、日本の湯殿の愛用者にも抵抗なく受け入れら

れ るでしょう 。66
m

' (約20坪) 以上の 4 、 5 人家族の住宅でもこ

れ一 つあ れば、 不便な〈充介まかなうことができます 。 洗面所

もぜいたくな位ゆったりしている し、洗濯機や乾燥機の設置位

置もきちんと用意されているので、室内に出っばって狭い思い

をせずにすみます 。 またタ オル パ一、化粧棚、鏡、ペーパーホ

ール ダーもきちんと取りつけられているので、後であわてずに

すむでしょう 。 日本の生活シス テム に合った近代的 セ ンスの設

備 ユニ ッ 卜だといえましょう 。

- 仕 様

室 名 | 項 目 | 仕 織

J 切レーム | 庫 ・ 量 時 I F R P製

a 浴 槽 I F R P製

22二;1 共 用 胎 柑B

灯 具 160W白鳥灯( 防湿形)

9 オル僻| クロームメ ッキ晶 / =4路

排 水 目 皿 | ス テ ン レ ス 製

ドアパネル| カラーアルミ フラッシユ

ド ア 枠 | ア ル ミ 押 出 品

問 仕 切 り | カ ラ 一 ア ル

去→イ引1明庁附刷イぺ| 床 1  FRP狐塩ビ噸劃州州ル峨レ貼)

l 盛 突 井 I F R P製

緬カ的ウン叶人造大理

洗面器木栓| 同独立跡水栓榔A (ω2 ケり)  

灯 具則1 4酬脚ポ件一Jル岬b円ラン刈穴 1.，.川ケり
)  

コンセント | アース付

鋭 I SI X7SS X 914

タ オ ル 州 知 - A; I ッキ品 /=260

化 粧 棚 | ガラス製

電話器用E 菅 1V E  14  

驚な"ヲキッチンと町組合せも可能です.

室 名 |項 目 | 仕 織

ト イ レ | 床 |抑 制4 塩ビ型的b貼)

壁 ・天 井 I F R P製

制 大 便 器 |締 L 便器A

便 座 | フ 夕 刊 割 便 座A

トタンク| 平付ロ寸ンク(手 鮒)A

灯 具 1
4脚 白 熱 灯

ヤ 同 時 | 目 立MA - IOO

タ オ ル 錯 | クローム〆 ッキ品 / =2印

コンセント| アース付

ドアパネル| カラーアルミフラ 山

ド ア 枠 | ア 川 押 出 品

. 問 仕 切 句 | 力 ラ 一 ア ル

柑壇畑置叫場叫| 庫 畳 貫井 1 F R P製

目給 水 栓 | 自 在 水 制

灯 具 I I SW鐙光灯

ンセン ト |アース付

給 水 配 管 | 塩ビライニング蜘OA

鎗 渇 配 管 | 鋪菅 IS 叫 Mタイプ

雑 排 水 管 |塩ピ管VPS O

汚 水 管 |塩ビ管VP7S

内法 2. 430 X 2 . ωOn開 設置必要寸法 2. 515X 2. 525 nm

トイ レ パ ス ル ー ム

• 

込
o  
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S R C部材のせん断

設計法

南 宏 一

1975年 11月に、鉄骨鉄筋コ ンク リート ( S R  

C と称する) 構造計算規準 ・同解説の第 2 次改

定版が発行されたが、この改定版において全面

的に改定された事項は、 17粂の「部材のせん断

力に対する算定」である 。

せん断破壊を生ずる苦I1材は、じん性に欠ける

ので、 曲げ破壊を先行させることによ ってせん

断破壊を起こさせないようにせ ん断設計式を変

更したこと、また、大変形振幅の繰返し載荷で

は、鉄骨とコンクリートとの付着が切れてしま

うことが多いこと、鉄骨が角 ば っている ために

周囲の コンクリートが割れる 可能性が大き いこ

と、などの理由から、せん断設計では、鉄骨と

コンクリートとの付着を期待しないでもよいよ

うな設計式に変更したことが、改定に対する基

本的な考え方である。

S R C基準に採用された S R C音I1材のせん断

設計法 の婆約を 、表に示すが、設計式に i刻する

精細な解説は、規準の解説を参照していただく

ことに して 、ここでは、 設計式の概略を述べる

ことにした い。

せん断設計の方針は、長期荷丞時の柱材では、

せ ん 断 ひ び街l れ を 生 じさせないように するが

伯母式) 、長期 ・短期荷重時のはり材、および、

短期荷量時の柱では、せん断ひひ' 1 1 ;11 れは、考慮

せず、鉄筋コンクリート ( R C と称する ) 部分、

お よ び 鉄 骨 ( S と称する ) 部分の、それぞれの

せん断耐力が、設計応力を上回るようにする

Ｈ 側、 ｾ Ｔ Ｉ 式、および刷、制式 Ｉ。 また、短期荷重

時では、せ ん断破壊に対 して、 曲げ破壊を先行

させることにしているが、 S 部分に対しては、

ウエプ部のせん断降伏は、ある程度のじん性を

期待できる ものと考え、必ずしも、 曲げ降伏を

先行させる必要はないと考えられる。 しかし 、

この場合には、 S 音I1分の音I1材としての力のつり

合い条件より、ウエプの降伏せん断力より求ま

る部材端の曲げモーメントを 、音I1材端 S 部分の

許容曲げモ ーメントとしなければならない。 同

様の主旨で、 S 部分の終局 l出げモーメントとし

て、短期許容曲げモ ーメントを 採用することに

している( 刷 、$Q拭 ) 。しかし 、 R C部分につい

ては、 曲げ降伏を先行させることを原則として

おり、 R C部分の設計せん断力は、部材端の R

C 部分の終局 IHl げモ ーメントに対して求める こ

とにしているが( 側、制式)、 場合によっては、

( とくに柱材において ) 昔I1材端の終局 l蜘げモーメ

ントが、短期許容 rJ 担げモ ーメントよりは なはだ

しく大きくなる場合があるので、この場合の緩

和措置として、せん断破壊によるじん性の不足

* )  (  ) 内向数字は SRC栴 i主計算e 規離の本文円式番号を示す. また、記号は

褒 S RC部材のせん断設計j去の要約 同鋭機的第 2 粂に単じている.

長 期 短 期

検定式

S  部分 ｳｑｶｾ 玉 ｓｑａ (33) *  

RC部分 r Qv壬r QA (34) 

答Z午

S  部分 s QA=純鉄骨のはりとして計n

r QA= MIN  ( r QA1， rQA2)  

せ

l立
ん r QA 1  =  b' r  j  ('" ・J s + O，5叩'J t ' P山) 包官

断力

RC部分

伽 =b' r j (2 f J S + WJt ' PW)  白骨

設
S  部分 s z  自由

Q  s Z  Qo + s Mα +f#-a 帥

1十
sQv=. . 7.+ ｲ α ニ ｉｊｾ s (，J v =  .• Ｗ｣ 平 τ α ヱ ｽＢｉＮ ｯ • - t， 

せ ｲｑ ｶ］ 話再 Ｔｴ ｑｯＫｾ ア ｍ｢ Ｈ ω
ん

ra t ， rJ 。。
断

RC部分
r Qv =  s z + ; α t万Q または

カ r Qv =2  ( Q- s QV)  (43)  

検定式

B 昔11分 s Qv壬SQA 品目

Q孟 QA Ｈ Ｔ ｾ＠
臼カRC部分 r Qv妥 r QAs

S  部分 QA =  ( 1+β)  r QAL  (48)  S QA=純鉄骨・の伎として計算

Z午

r QAL=br j ' k ' j s  臼骨

r QAs = MIN  ( rQAsl ， r QAS2)  

勿t ヤr  

同 α : 〕 i s QAS1=b・η (j s +0.5叩>j t ' P叫) 倒

せ

$0)  

ω 円 η ( 2 f J s +叫'ft ' Pw)  $4)  
ιb くよ3α : k  = 3手0  

ん RC部分

…15特 |柱

断

ラチス ｊｦ ｾβ ］ Ｓ Ｕ ｃｏ ， ｓＸ ・ ｳｩｾＧＸ A d  ｾ＠ Ｄｾ＠
力

b‘ rj  

格 子 形 β = 0

設
S  部分 s Qv  

sMa + sMb  

6自

ｾｩ ・
Q = 応力百十nで' * めた他

せ r Ma + r Mb  

6司

ん

r Qv  

断

RC部分

または

カ r Qv =  2  ( Q- sQv)  $8)  
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を耐力 の曹IJ 引 きで補う という意味で、基準法渓

度によって求めた R C部分のせん断力の 2 倍の

値を、 短期荷量時の設計せん断力と してもよい

としている Ｈ 附、 Ｈ Ｕｾ 拭 Ｉ。 なお、長期荷重時めは

り材の S 音I1分、お よび R C部分の設計せん断力

は、 S R C音I1材として生ずるせん断カが、 S部

分、および R C部 分の曲げ剛性に比例して分配

されるものとし、便宜的に、それぞれ、断面係

数に比例するものとして求めることにしている

( 側、例式 )。 同様の考え方で、短期荷量時のは

り材で、中間荷量がある場合は、せん断力 Q。が、

分配されるものとしているＨ 側、白肘ｾ Ｉ。

長WJ有iill 時の柱材 は、 S R C柱を、 R C柱と

して考え、 R C柱のせん断 υ び出lれ荷量、ある

いはせん断付着ひび割れ荷重が、鉄骨ウエプに

よって ( 1 + β ) 倍 、だけ大き くなるものとし

て設計する (側 式)。

長期 ・短期l荷盛時のはり 材、およ び短期荷重

時の柱材の S 昔日分の許容せん断力は、純鉄骨の

はり、あるいは柱として 3平定すればよいが、こ

のような計算法によると、 裕 子形の S 苦I1材は 、

フィレンディ- ) レ形式の苦I1材として取り扱うこ

とになるので、通常の形状、寸法の裕子形苦I1材

の許容せん断力は、きわめて小 さく評価 される

ことになる 。

また、 R C部分の許容せん断カは、せん断破

壊 ( 斜猿力破域、あるいはせん断圧縮磁波など

が含まれる) によって決定される許容耐力 ( 閥、

$3)式) と、せん断付着破壊によって決定される

許 容 耐 力 ( 側、 (5{拭 ) のう ち、いずれか小さい

方の値をとることにする 。 ｾｾ、制 Ｚ ＩｪＮＱＺ［ Ｑ 立、現行の

R C構造計算規準に示される設計式より、やや

優遇する形となっているが、これらの 2 式に対

して、 P叩の上限他を、 0，6% としてい る。

今回の改定で、新 しく設けられた側、 (54:拭 は 、

鉄骨フランジ位置のコンクリートが、直接せん

断 されるときの許容耐力を検定するもので、昔日

材の断面中高に対して、鉄骨フラン ジの幅、ある

いは、直交する鉄骨部材のせいが大きい場合に

は、 R C部分の許容せん断力が、きわめて小さ

くなるので、注意を要する。

なお、前に述べたように、格子形鉄骨を用い

た、 S R C部材は、ほとんどの場合、設計でき

なくなる 。しかし、従来 からの慣留もあるので、

移行措置として、裕子形の鉄骨を用いた S R C

昔I1材のみ、等佃i あばら筋比、あるいは等fiHi ' 箭筋

比 を用いた、 R C苦I1材として の計算法を認める

ことにしたが、格子形の S R C昔I1材のせん断破

壊に対するじん性は小さく、また 、繰返し荷了

による耐力低下は、大きいので、応力が大きく

作用する音I1材に対しては、あまり使用しない方

がよいが、 使用する場合には、 S 苦I1材の弦材の

イサ箔を検定することが必要である 。

ｓｒｃ 規準 ｾ Ｒ 次改 定版におけるせん 断 設計

法の要約について述べたが、この内容の中には、

笑 ! 験的 あるいは理論的な裏付け が十分でないも

のもあ り、 今後の研究成果に lVJ することが大き

い。実務家の方からのご意見、ご批判を いただ

ければ幸いである 。

( みなみニういち 大阪工業大学m語学料点目市)
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- ガ ス 焚; 令温水 発 生 機の 現 状

最 近 ピ J レ の 冷 温 熱 源 と し て ヒ ー ト ポ ン プ

式 の 熱 源 設 備 と と も に 、 ガ ス I丘 焚 式 の 吸 収

式 冷 温 水 発 生 機 が 多 用 さ れ る よ う に な っ て

きた 。 こ れ は 大 気 汚 染 防 止 を 目 的 と し た ク

リーンエアプラン( 大阪市、 1973年 ) によ

り 亜 硫 般 ガス、 煤 煙、主主紫間変化物の排出規

制lが 強化され、オイノレの使用が困難になっ

た こ と 、 公 害 防 止 の 住 民 込lfili7J に よ り 供 給 設

備 建設 の 立地卵Lか ら 需 給関 係 が 逼 迫 し つ つ

あ る こ と お よ び 供 給 設 備 の 効 率 的 運 用 の 観

点 か ら 、供給者側1I か ら 需 要 者fUl I に 対 し 、 電

気またはガスエネノレギ ー の 冷 房 ま た は 暖 房

の い ず れ か一 方 の み を 目 的 と す る 単 用 使 用

の 回 避 が 袈Ji ・1さ れ て い る こ と に 起 因 す る も

の で あ り 、 さ ら に オ イ ル シ ョック 後 の エ ネ

ル ギ ー fi 困 絡 体 系 の 変 化 に よ リ 、 オ イ ル と f区

気 ま た は ガ ス エ ネ ル ギ ー の 単価 の 差 が 縮 少

傾 向 に あ る こ と 、 お よ び 冷 温 水 発 生 機 が 機

能的にも低: i " ' t 桁 l侍のエネノレギー効率が良〈、

さ ら に 大 型 機 胞 で あ って も 日 圧 ガ ス 取 り 扱

い お よ び ポ イ ラ 技 士苦手 の 取 り 扱 い 有 資 格 者

の 必 要 が な い こ と な ど も 、 多 用 さ れ る 原 因

にな って い る よ う でh ある 。

- ガ ス 焚 冷 温 水 発 生 機 の 屋 上 設 置

従 来 の ピ ル 熱 源 設 備 は 冷 温 熱 源 と も に 地

下 室 に か な り の ス ペ ー ス を 取 って 設 置 さ れ

ている 。 こ れ は ポ イ ラ で は 燃 料 輸 送 と 管 理

上 のi Il ll約 か ら で あ り 、 冷 凍 機 で は 騒 音 と 機

械 娠 動 の 対 策 上 の flill 約 に よ る 。 し か し な が

ら 冷 温 水 発 生 機 は タ ー ボ 冷 凍 機 の よ う に 機

械 運 動 により熱サイクノレを 循 環 さ せ る も の

で は な く 、 冷 媒 ( 水 ) 、 l吸収減 ( リチ ウ ム

ブ ロ マ イ ド ) の 蒸 発 熱 、 吸 収 熱 の 物 理 作 用

を利 用 し て い る か ら 、 大 き な 機 械 運 動 を 伴

わないため、振動、級官ー等も少なく、設置

場所にi J j llkiJ が 少 な い 。 したが って 屋上 設 置

も可能であり、 由主近 で は 数 多 く の 例 を 見 る

ようにな っ た。

そこで屋上設澄のメ' ) .y ト、デメリ ッ ト

を比 較 すれば、

ロメリ y ト

1  ) 立 地 条 件 に よ っては 尚 ，'，'i， fi lli 他 の 高 い 地

下 部 分 の利 用準 を 大 き く と る こ と が で き る 。

2  ) 建 設自 の 川 河 な 地 下 部分 の 而 積 を 小 さ

くて・きる 。

3  ) 煙突のスペースが不要であり、その安' } J

冷温水機

地下室設置

よ1さは高層建物ほ ど著しく、レンタプノレ 比 ( 有

効 利 用 而 似率 ) が上 が る 。 ( 上図)

4  ) 煙 持 、 冷 却 水 管 が 短 く て よ い か ら 、 設

備 コ ス ト が 安 く な る 。 ( 上 図 )

5  ) 冷 他水 発 生 機 を ! 坊滴仕僚 と す る こ と に

よ り 被 い 程 度 の 保 識 でl至 上 屋 外 放 置 と す る

ことも可能であり、機械宅を: s : tre率 算 出 対

象 か ら 除 外 で き る 。

6  ) 冷温水発生機は冷温阿サイクノレの運転

と も ご く 低 圧 力 下 で 行 っ て い る た め 、 ポ イ

ラ 、 冷 凍 機の よ う に 、 危 険 物 関 係 法 規、 ポ

イラおよび圧力答株安全規則、日圧力' ス取

締 法 等 の 諸 法 令 の 対 象 と は な っていないが、

多 量 の ガ ス を 燃 料 と し て 使 用 す る こ と か ら

安 全 Iニも 屋 上 設 置 の 方 が 祈利 で ( 者日市ガス

の 比 重 は 一 般 的 に は 空 気 よ り 小 さ い ) 、 換

気 設 備 も J也下の 場 合 よ り ;'fll 安 となる 。

7  ) タ ー ボ 冷 凍 機 等 のm気式と呉なり、 m

気 容 量 は わ ず か で あ る か ら、 屋 上 設 世 で も

電 気工事 Ｑ ｾ の ｊ 首はわ ずかである 。

8  ) 高 層 建 物 の ;場合機昔話の耐水圧が問題に

なるが、 ｾ［｡ｍ 機等の Ｒ 次官 ＱＱＱ の設備は別とし

て、 J令 温 水 機 等 の 1 次 官111 の 設 備 の 耐 圧 は 小

さ く て よ く 、 コ ス ト 」ニ有 利 で あ る 。

ロデメ リット

1  ) 重 量 物 ( 通 't ;;規肢のピノレで l 台 15- 20

トン) を屋上 に 設 置 す る こ と か ら 、 梢 造 補

強 を 必 婆 と す る 。

2 )  ｾ怯枕 室 から泣いところに位置するため、

通 常管 羽! および故障時の 対 応 に 慨 が あ る 。

3  ) 多 品の ガ ス を 搬 送 す る 大 口径の ガ ス 管

が 建 物 内 の バ イ プ シ ャ フ ト を 通 過 す る こ と

か ら 、 災 害 時 の 事 故 に 備 え シ ャ フ ト 内 で の

パ イ プ の 保 J盟、シャフトのうえ密、送ガスの

緊 急 遮 断 等 対 策 に 万 全 を 裂 す 。

4 )  m: mにi J j lJ約 があ り、 さ ら に 更 新時 の た

め の 配 慮 を 嬰 す 。

・ ガ ス 焚 冷 温 水 発 生 機 設置 上 の 注 意 事 項

前 項 で 屋 上 設 置 の メ リ y 卜、デメリ ッ ト

'* ｾｾ＠
負1: 11 rく

4司

屋上設置

の比 較 を 行 っ た が 、こ の項 では 一 般 的 な 計

画 上の 注 意事 項 に つ い て ili ぺる

1  ) タ ー ボ 冷 凍 機 の 場 令 も 問 機 で あ る が 、

コイ ノレ消侃11寺の 引 き抜きス ペ ー ス の 考 慮 を

要 す 。 屋 上 設 訟 で あ れ ば 屋 上1U11外 壁 に引き

抜 き用 |品j 口 を 設 け る こ と も で き る 。

2  ) 冷 温 水 発生 機 の 丞 誌 は 非 常 に 大 て ¥ 分

;守1I 搬 入 が可 能 とはし、え 、 時 によ りビ J レ建設

の 錫 霊 計 画 の 最 大 重 量 と な る こ と が あ る 。

ピノレ建設計図上のぬ重機の性能内あるいは

建 築 部 材 の 段 大 重 品 以 下 と な る よ う 計 画 を

行 わ な け れ ば 微 量 コ ス ト が 著 し く 大 と な る 。

3  ) 振 動 は 少 な い と は い え 、 柔構 造の場合、

娼 体 に 振 動 伝 達 を 起 こ し 、 思 わ ぬ と こ ろ で

二 次 放 射 に よ る 騒 音 問 題 を 生 ず る こ と が あ

るから、 l坊J辰 対 策 は 必 要 で あ り 、 機 械 室 階

高 に も そ の 考 慮 を 要 す 。 また 附 属 機 器の |坊

振 も 忘 れ で は な ら な い 。

4  ) ガ ス 供 給 条 件 に よ り 中庄 引 き 込 み と な

る こ と が 多 い が 、 こ の 場 令 ガ パ ナ 一室 ( ガ

ス圧降下、，] 1 t . j 務 設 備 宅 ) を 必 姿 と す る 。 こ

の ガ パ ナ ー 宅 は そ の 用 地 ま た は 建物 内 に ス

ペ ー ス を ガ ス 会 社 に 従{共 す る こ と が 前提 で 、

，、

地 上11l 皆または地下 I 階 に設けるものとし、 外

部 か ら 直 接 ガ ス 会 社 が 出 入 り で き る こ と が

条件である 。 ｔ 市 平 ｩ Ｇ ｻ はガ ス 使用 ｩ ｾｬ により呉な

る が 、 緊 急i広附i弁 室 を 含 め 30m'位 j支 ( 有 効

隻高さ 3 m以 上 ) 以 上 必 要 で あ る か ら 、建

築 平 面 計 画 上 引 き 込 み J レ ー ト を 巧 肢 の 上 配

置 計 画 を 行 う必要がある 。 ( 大 阪 ガ スの 場

合)

5  ) 冷 温 水 発 生 機 の 冷 却 水 出 口 温 度 は タ ー

ボ 冷 凍 機 ( 通 常37"C ) に 比 鮫 し て 同 < ( 42 

- 3

0

C ) 、政支以外の中! 日J JtJ lに 冷 房述 伝 を

必 要 と す る 場 令 、 多 i立 の 水 蒸 気 が 発 生 す る

か ら 、 冷 却I苓 は 、 そ の 配 泣 上 他 の 建 物 へ の

影 響 の 少 な い 位置 を 選ぶ べ き で あ ろ う 。

( うちだまさ ふみ大成怨設は建築部設計球主任)

. f ! 築と社会 / 1975年 12月号 5 9  
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木 村 は 伝 統的 に 日 本 位 築 の 主 if，[ を な す 池

袋 材 料 であ り、 今 日でも住' 七 を 'l' 心 として

依 然 と し て そ の お・裂 は 大 きし、 。 木村 の 総;幻

袋 の k，(; 60% は 何 らかの Jf3でll¥築 /i ，)け である

こ と を み て も そ の if( 'ili 'l' l:が う か が え よ う 。

し か し な が ら 木 村 資 源 は ドト界的 に不 足 化の

{ばiJ i，) を た ど リ 、 北 米 など fti Jf. (1足手' i IEIの ，，-，に

は 愉 :H制 限 を始 め た 同 b ｮｾ ている 。 したが

っ て 木村 の II 給 率 が36% ( Ui'l初48年 度 ) に

も低 下 し た わ がn，1にと って、 木 村の J 司法 を

め ぐ る 十J; 勢 は 、 l:f l/ 人l 森 林'tf:.iJJ; (の 現 状 か ら み

ても 今 後 ま す ま す 厳 し く な る こ と がニh lil l さ

u る。

. ); 最 近の ｻ主 ｦ ［ｬｊＭ ｊ ｾ の変 化 、 Ｈ i: 機能/1. ) 1-.の

袋 消 お よ び1i ニ宅 生 /)'( t の 工 業化 とい っ た動 き

にfl い 、{ ヒ'1:'. JTl 池 村 に苦2・，)< さ れ る'l'I:Ii gは |坊

火 作 、断 熱 Ｑ Ｇ ＱＺ 、 ＺＱｬＡ ￬Ｎ 干 Ｇ Ｑ Ｇ ＱＺ 、耐 久 Ｇｾ ｉ Ｚ 、 生 産 ｮｾ よ

どきわめて ，Ｇ，百Ｉｾ化 多 機化 の{ぜ[/ i，) を み せ て

いる 。

ｾ＠ 2  木 材 代 替 材 料 技 術 プ ロ グ ラ ム

こ う し た 内 外の 状 j兄を' ，''f l;t に、 H召平日49
1
1三

j文よ りj泊施 行 が " ，心 とな り、 未 li' li
i
戸新 技 術

ｉｬ ｦＮ ｬ ｾ ｭ ［ 巴Ａ の Ｍ ｦ ｌＱ として木 村 代将 材料 技術プ

ログラムカ勺 十/'hi さ れ た 。 このフ' ロ グ ラ ム に

お い て は 木 村 がイ了 す る 長所 と ヒ記 の よ う な

袋ボ Ｇ Ｑ Ｇ ｊＺ￭ ￬ ｧ をあわせ イ耐 えたｾ ｊｦ 主 ｴｴ 材 の ｉＩｾｊ ｾ によ

っ て木 村 ｦｴｩＩ Ａ［ Ｈ の が ￎ ｩ ｾ に 対処 寸るとともに 、

コ ス ト の fJ li/，j ( やさらには住吉 '1三絡の工業化

ノ

金属繊維

無機繊維

5 亙亘E
無機高分子

無機塩類、結品

無機発泡体

〔研究内容〕

6 0  l . 開と社会/ 1975年 12月号

を促 進 す る こ と を 主 な ね ら い と し て い る。

従 来 、 木 村 代 符 材 料 と し て の 新池 村 の Il日

発 は lo;;間 企 業 を '-1'心 にさまざまな形て' 行わ

れ て き た が 、 と も す れ ば相 互 |見Jj白性を 欠 い

た り、 知 ｊｙｊ 的 な Ａ日 ｊｾ にかたよ り がちであ っ

た り、ＩＮｾ礎研究 が イ汁 ー 分 であるなどの 欠点

をイT して い た。 す な わ ち し っか り とし た Lf:

WJ 的! 畏マl が 欠如 l していたと 巧 えら れ る。 こ

の プ ロ グ ラ ム は .iill im' (i が 中 心 とな り! ム〈 目指

'1': 庁 、，γ:議 終 験 .fi 、{i }f ';)t .fi' '，l } に日乎びかけて 、

こ う し た 欠 点 を お ぎ な い 介 い 、 i司'j-ll¥.f1の 1m

ｾをすすめるわけである 。

唱す? は か ね が ね か ら 新処 村 Il f. J発 の段 階 で

て 干 ら れ ねばならなし づ此低ｼ以 の約 束 Ｇｊｾ として Ｚ

① その，述 村 を つ く る こ と が社 会 的 に イ'T.U人

務 で あ る か

② 建築 物 の性 能 を/i ，) 1二させ仰 るか

① 廃棄処J l llが 解 決さ れ て い る か

σの〉 亡三三乙".'収s弐1をあ If て き た 。 こi L はいわ{ は立ま，テク/

ロ ジ 一 ア セ ス メ ン ト て，あるカずヘ、 こ う し fたよ f校支支;  

締:1ri干(1困も車古E広:j は '1' :γc'γつ，♂ワ"下i

な 6仰研!汗f究 l日開3非羽}日肝jげヲ発Eイ体本;制Ii制例i/川/J が あ つ て は じ め て 可 能 とい

えよう 。

ｾ＠ 3  研 究 分 野 の 体 系

この 研 究 Il f. J党の1 ' 1' 心 と し て は 従 来 処 材 と

し て ほ と ん ど ri: 11 さ れ て い な か っ た無 機 伐

材 料がと り k げ ら れ て い る 。 概 念的 に は 図

一 1 に 示 す よ う な 体 系 を と る わ け で あ る が、

ｾＭＱＭ体的 に 述 べると 以 下の Ｘ 項目に分類され

る

① 令 属 お よ び )! ¥1，機物 nに よ る 繊維 の 物 '1'1:

お よ び 製 法

② 令 Ji1!， お よ び 無 機物 ' [ ' [ によるウイスカ ー

の 物 '1'1 : および製法

③ 合成 ｾ ｾＱ， 機 内 分 ｲＭ の 物 Ｇ Ｑ ザＱＺおよび 裂法

@ 弁 純 無機 t包世Ji . 車J

⑤ 各亭純 ｦ￯ ｾ無照 機発 ｩ泡包削 ｻ休本 の ｼ日附［持川ｦＮ ｊ 発

｀ 千 千純ｾＡ型 機 ｉ 孟 ｾ￭ｩ . 車市品 ・発 泡 { 本主字と 有 機

自 分 ｦ ーとの ｩ ｊ Ｎ ｾ ｻ 干

〔応用分野〕

⑦ 為的 無機出 Ｚ ｭ Ｎ 結 品 ・ 発 泡ｻ 本ｾ ｲ［Ｍ ［と ｾＡ担 機

ｉＱＱｩ 分 ｦ ーとの ｩｬｾ イ干

@ 手千附繊 維 と 無 機材 r民合充 てん 材 の 似介

手 法 と し て は ま ず ぷ材イI司別 の 材 料 特a陀 お

よ び 製 j立技術 に つ い て 研 究 を す す め 、つ い

で こ れ ら の 泌 介 物 ・絞介 物 に|県! する 研 究 を

q  i うわ け で あ る 。 さらに こ れ らの ダ片山 を i.E

が か リに し て 処 築 以 外の 応 m分 野 に令〈 新

しい，A.f1 と し て 供給 し、 i折た な発!日差の ii 住を

J)f. J くことを 11 ざ し て い る 。

建 築 活動 に は 膨 大 な なの 材 料が 必 '}l! : と

れ る た め 、 こ れ ま で の 往材 開 発 の パ タ ー ン

をみると 、 ど ち ら か と い え ば他 の 分 針 で開

発 さ れ た 材 料 を迫 従 す る Jf3で，悠材 としてと

り入 れ て ゆ く と い う 、 い わ ばi去手 に 1111 っ た

7ぷに をと っ てきたようてーある 。 しカ、しこの

プログラムは 処材独ＡＧＡ の 研究開 発から ｮｾ 発

す る と い う き わ め て セ体 '1'1:の 強 い点 が特 徴

て' あるといえよう 。

ｾ＠ 4  新 建 材 開 発 の 動 向

こ う し た 1i); きと」並行 し て かt近 作所 で無 機

伐 材 料 を '1' 心 と し た 新 建材 の 開 発 が 的 発 に

行 わ れ ている 。 とくに 排 他 脱 硫イ in. の ill 村

化 は そ の !Jf- (yリであろう 。 こ の こ と は 単 にf.: a

m似 全 と い う 芯J受ばか りか 、今 日の t 'i!! ill

築 材 料 である .-1<: 1'1や セ メ ン ト 等 の 節 減 を も

な l味する 。 I，;J じ こ と が1it: ;f(: は 単 な る 派 知 従

来 物であ っ た ｉ ｾＧ ，ij 炉 ス ラ グ や ア ル ミ の 亦泌、

ま た 未平IJJ 日f t iJ f . ( であるシラスなどの 和Jl ll に

も い え る で あ ろ う 。 この 問 題 に は わ が1"1の

み な ら ず I.(J; .1と，;l'i l Ｂ Ｑ もこぞ っ て芯 Ａ ｾｾ次 Ｈｉ Ｈｪ に Ａ ｛ｪＨ リ

キ11む 姿 勢 を ボ し て い る 。

し か し こ う し た j針必H1 の !日l 発 は ま だ や っ

と そ の 途 に つ い た ば か り で あ る 。 す で に di

坊に ｮｾ 川リ始 めたものもあるが 、ＭＱ Ｑ 止 終 的 に

ill 築物 に品Il み こ ま れ た 際 の 建材 と し て の す;'i-

'1' 1: に つ い て は 多 分 に 未知! な点 が あ る こ と は

符めなし、 。 しかし い ず れ に せ よ わ れ わ れ は

必 然的 に 同 |人J fJ; l . mと 11，1内 技術 の 訓千1/ による

独 ＡＧＡ の新 Ａｩｬｬ 材ｼ持 ｊｾ の ｩ 丘を歩むことになろう 。

ｾ＠ 5  むすひr

以 仁JI " ，' i¥' に 慨時 的 に わ が 同 の 同 家 的 プロ

ジ ェ ク ト と も い う べ き 木 材 代符 材 料の Il日 発

について Ｎｩￆ べた 。 すでに 初 年 ｪ 交分 の Ｉ ， ｾ ｉ 低制

作 と い うJf3て¥ 本年 3 月 に木 村 代 将 に つ い

2)  

ての 制 作 報件 、!? もIHさ れ て お り、 1t: '1三にお

け る 木村 代将 の 可 能'1'1: に つ い て 1; 11位 別 木村

使 用 地の持制11ゃ れ 純 ケ ー ス ス タ デ ィ ー な ど

興 味 深 い 調 作結 氷: が 報 骨 さ れ て い る こ と を

つ け 加 えておく 。

今 後 は わ が|正!の 独 n性 を 卜分 認 i減したう

えで、 作 手間 分 野 とも 約 極 的 に 協 ) j を は か

つて 長 WJn(jJ _A"i' i に」工 l問l した イ吋イイ u 料、4料 の

IJf.J発 を す す め て ゆ く こ と を WJ 待 したい 。
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ト造建物の耐久性調査について鉄筋コンクリー

写真 一 2

内部鉄筋の発舗によ

るコンクリートの剥落

，F '  

kι 三
すく、 トラ y シ ッ トやレベノレにより iJII J Mを 行 い 、 沈 下 の 状 態 を 調 べ

る も の で あ る 。 この不同沈下がi 1 主めば上音JIの構造体に計$ "):外 の 負 荷

がかかり、 ｃ ｲ ｡｣ ｫ や ｊＩ ｾｊ 1-1怖 の変 形 ( たとえば窓等の| 朔附不可 ) を 生 じ

さ せ る 原 因 に も な る 。 当 所 で 最 近 行 っ た 調 査 で も 、 以 前 に 池 の あ っ

た 場 所 を 埋 め 立 て 、 そ こ に 処 て た ( 大 正12年 ) 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

3 階 建 の 学 校 で か な り の 不 問 沈 下 を 生 じ て い る ケ ー ス が あ っ た 。

2 一(c) コ ン ク リ ー ト の 強 度 試 験

(イ) ) ド破峻試験 ( シ ュ ミ ソ卜 ・テ ス ト ハ ン マ ー に よ る 圧 縮 必l交 の 悦

定 )

こ の シ ュ ミ y トハ ンマ ー に よ る 測 定 は 現 在 で は 官 公 庁 を は じ め 民

間 の 間 で も 広 < ｾ ｬＡ ｦＦ しており、その簡便さは周知のとおりである 。

し か し 、 そ の 測 定 に は i直切なコ ン ク リ ー ト 聞 や 測 定 個 所 を 選 定 す る

必 嬰 が あ り 、 不 用 意 な ) y 法 で 行 え ば 非 常 に 危 険 な 判 定 を 下 す 結 栄 に

も な り か ね な い 。 測 定 上 の 細 か い 注 ; な は 日 本 材 料 学 会 「シ ュ ミ y ト

ハ ン マ ー に よ る 実 地 コ ン ク リ ー ト の 圧 縮 必 度 判 定 方 法 指 針 」 に 明 記

されているが、とくにi : l : : i J : すべき点を 一 例 あ げ て お ら 試 験 は コ ン

ク リー ト 表 面 ( 仕 上 げ 材 等 は 取 り 除 く ) で 行 い 、 そ の 表 ばfi は、附ij に

する 。 と く に プ ラ ス タ 一 等 の 仕 上 村 を は つ り 務 と し た 而 な ど で は 若 手

い主主 脱 や 粉 末 が 付 泊 す る こ と が 多 〈 、 こ れ ら は と 石 や グ ラ イ ン ダ 一

等で' p : 討すにする必要がある 。 また、‘ IZ滑 面 に あ っ て も そ の 内 部 の 状

態 に よ っ て 、 た と え ば ‘ ド 治 l百の 直 下 に 大 き な 骨 材 が あ る 場 合 ( 図

1  ) 、あるいは空| 泌がある場合 ( 図 - 2 ) は と も に 災 常 な 他 を 示 す。

前 者 で は 高 い 数 値 を 、 後 お で は 低 い 数 値 と な り 、 こ れ ら の 数 値 は 除

外 す べ き で あ る 。 また、同じ苦11分 の iJII J定 例 所 に お い て も か な り の バ

ラ ツ キ を 生 じ る こ と が あ り 、 こ れ は 多 点 iJII J定 ( 一般 に 一 部 分 に つ き

20点 ) に よ り バ ラ ツ キ を 布Ii う。 しかし、 前 述 の よ う な 測 定 時 の 注 意

は 測 定 者 の 判 断 に よ る だ け に 、 で き れ ば コ ン ク リ ー ト に 知 織 の あ る

測 定 者 が 行 う の が 望 ま し い。

つ ぎ に iJII J定 値 ( 法 部 硬 度 R o) か ら 強 度 の 推 定 を 行 う に は 、 っ さ 「 の

式 が 用 い ら れ る 。

F = ー 184+ 13Ro (kg/cm' )  

年 数 を 経 過 し 乾 燥 状 態 に 似 た れ た コ ン ク リ ー ト は 、 硬 度 が か な り

大 き く な っ て お り 、 こ の 他 か ら さ ら に 経 過 年 数 に よ る 補 正 ( DI N

4240 ド イ ツ 規 格 ) を 行 い 、 最 終 的 な 推 定値 と し て い る 。 DI N 4240 

に よ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト の 経 過 日 数10 日- 3000 日 ( 約 8 年 余 ) ま で

の補 正 係 数が表 ー 1 の よ う に 示 さ れ て い る 。 当 所 で は そ れ 以 上の 経

過 日 数 に な る と 0. 60- 0 .62の 係 数 を 釆 じている 。 シ ュ ミ ッ トハン 7

ー に よ る 圧 縮 強 度 の 批 定 は 表 1m破 皮 か ら そ の 内 部の コ ン ク リー ト強

度を推定するのであるから、どうしてもその信頼Ｉｾは低い 。 したが

っ て 正 確 な コ ン ク リ ー ト 峨 度 を 特 た い 場 合 は コ ア に よ る 試 験 を 行 っ

た 方 が 賢 明 と い え よ う 。

わ が 国 に セ メ ン ト 工 業 が 開 始 さ れ て 100年 、 ま た 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト 造 往 物 が 出 現 し て 約70年 を 経 過 し 、 と く に 大 正12年 の 関 東 大 災 災

以 後 急 激 な 発 展 を と げ て い る 。 一方 、 建 物 の 老化 も 年 数 の 経 過 と と

も に 進 み 、 寿 命 の 問 題 に 関 心 が も た れ る よ う に な っ て き た。 一 口に

寿 命 と い っ て も 人 間 の 寿 命 と 同 じ よ う に 側 々 の 建 物 の 寿 命 を 推 測 す

る に は な か な か む づ か し い 問 題 で あ る 。 一般 に 建 物 の 寿 命 は 大 き く

分 け て つ ぎ の 2 点 か ら 決 定 さ れ る と 思 う 。そ の一 つ は 機 能 的 な 問 題 、

もう 一 つ は 安 全 性 ( 耐 久 性) の 問 題 で あ り 、 そ の い ず れ か に 支 障 を

き た せ ば そ こ で 寿 命 は ほ ぼ 決 定 さ れ る の で あ る 。 こ こ で は 後 者 に つ

い て 、 す な わ ち 、 建 物 の 耐 久 性 に つ い て そ の 調 査 方 法 等 を 紹 介 し て

い く と と も に 問 題 点 な ど を 検 討 し て い き た い と 思 う 。

1  . 序

当 所 で は 、 昭 和43年 以 降 約50件 の 建 物 調 査 の 依 頼 を 受 け 、 ( 実|祭

に 調 査 し た 建 物 の 件 数 は そ れ 以 上 に の ぽ る ) 調 査 し て き た。 老 化 し

た も の 、 火 災 に あ っ た も の 、 爆 発 事 故 に あ っ た も の 、 そ の 他 さ ま ざ

ま な 状 態 の 建 物 に つ い て 調 べ て き た が 、 一 般 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の

耐 久 性 の 澗 査 に は つ ぎ の 方 法 が 多 〈 用 い ら れ て い る 。

(a)  外 鋭 に よ る 調 査

(b)  不 同 沈 下 の 有 無

( c )  コ ンク リ ー ト の 強 度 試 験

(イ) 非 破 壊 試 験 ( シュミ ッ ト ・テ ス ト ハ ン マ ー に よ る 圧 縮強 度 の

1f t 定)

(ロ) コ ア に よ る 圧 縮 試 験

(d)  中性 化 試 験 ( フェノ - J レ フ タ レ ン 治 液 を 用 い る 方 法)

(e)  j協和f試 験

以 上の 調 査 方 法 に は そ れ ぞ れ 長 所 短 所 が あ り、 建 物の 状 態 に よ っ

て そ の 調 査 方 法 を 決 め て い る 。 な お 、 老 化 に よ る 建 物 の 調 査 で は で

き る だ け 多 く の 調 査 を 平 行 さ せ 総 合 的 な 判 断 を 下 す こ と が 望 ま し い。

2 ー(a) 外 観 に よ る 調 査

この調査は建物の. j J ! f創 立 合 を 外 見 的 に 調 べ よ う と す る も の で 、 比

較 的 簡 単 に 行 え る。

しヵ、しなカずら C rack

一 つ に し て も 榊 巡

上 、 ど の 程 度 彬 轡

を及ぼすか4 ' IJ 断 が

非常にむづかしし、。

当所では写真搬Ｉ［ｾ

や 図 面 に t負 傷 状 況

を 舎 き 込 む な ど し

て 総 合 判 断 のー 資

料 と す る こ と が 多

い 。 ( 写 真 一 1 、

2 参 照 )

2 一(b) 不 同 沈 下

の 有 無

こ れ は E欽5百I也:1!ll:

上 の 建 物 に 生 じ ゃ

2  建 物 の 調 査 方 法 に つ い て

.Il l 築 と社会 / 1975年12月号 6 1  

内部鉄筋の発錆によ るコ ンク リートの亀裂
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日本建築総合試験所だより 40.

袋 一 1

図 - 1

(ロ) コ ア に よ る 庄 紛 試 験

図 - 2

この } j 法 に よ る コ ン ク リ ー ト の 庄 紛 試 験 は 当 所 に お い て も 増加 の

一 途をたどっている。 こ れ は柿 造 物 か ら コ ア ド リ ル で コ ン ク リ ー ト

を 直 接 抜 き 取 る の で 設 も 正 確 な 強 度 が 科 ら れ 、 最 近 で は 老化 し た 建

物 だ け で な く 、 務 令 の 建 物 の 訪j 在 ( 実 地 コ ン ク リ ー ト の 強 度 調 査 )

に も 多 〈 用 い ら れ る よ う に な っ て き た 。ま た 、 抜 き 取 り 機 械 も 以 前 と

と比べ非 Ｑ［ｾＧ にコンパ Ｗ トになり、使いやすくなっている 。

試 験 方 法 は J I S Al l 07 に 明 記 さ れ 、 当 所 も こ れ に 準 じ て 行 っ て い

るが、 ｨ Ｏ ｢ による 補 正係数 α については全体にやや ｾｬｩ l . 、値のようにも

思え、小坂 ｦｾ 士の係数を用いて付記することもある。

この試験方法による調査では部分的ではあるがコンクリートの ｦｊｾｬ

J交 を 正 仰 に 犯 似 て が き 、 建 物 の 耐 久 性 を 判 断 す る ー 資 料 と い え る 。

2  - (d )  中 性 化 試 験

ill 物 の l耐 久 性 を 淵 べ る う え で 最 も 霊 視 さ れ る 試 験 で あ り 、 ま た 必

ず 行 う 試 験 で も あ る 。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 椛 造 の 鉄 筋 は ア ル カ リ 性 分中 では錆びないが、

コ ン ク リ ー ト が 中 性 化 す れ ば あ!j び や す く な る こ と は よ く 知 ら れ て い

る 。 また、鉄筋 ｊ が Ｄｾｉ びれば体制膨阪を起こし、コンクリートに ｃｲ｡｣ｫ

を 生 じ さ せ る 原 因 と な る 。 ( 写 真 一 1 、 2 参 !m) ま た 、 鉄 筋 自 身 は

断 1m絞 め 減 少 に 応 じ て 強 度 を 失 う わ け で あ る 。 し た が っ て 鉄 筋 コ ン

ク リ ー ト の 勾z命 は 耐 久 性 の 問 題 か ら み れ ば 、 こ の 中 性 化 の i並行によ

っ て 決 定 さ れ る と い っ て も 過 言 で は な い 。

こ の コ ン ク リ ー ト の 中 性 化 に つ い て は 古 く か ら い ろ い ろ と 研 究 さ

れ、鋼材のあ ｴｦ との ｼ 刻係も明石在にされてきた 。 鋼材のｾＩｾＮの発生は ｰｈ と

の |剥係 で 明 ら か に さ れ て お り 、 ふ つ う pH"'"' l Oま で が 限 界 と さ れ て い

る。 新 鮮 な コ ン ク リ ー ト は p H= 12- 13 を 示 し 、 鋼 材 を 保 護 す る 。 ま

た 、 コ ン ク リ ー 卜 は 空 気 中 の j尖 般 ガ ス ( C O2 ) お よ び 混 気 の 作 用 に

よ っ て 中 性 化 し 、 表 面 か ら 漸 次 内 部 に 進 行 す る 。 そ の 作 用 を 式 に 示

す と 下 式 の と お り で あ る 。

C a ( O H)  2 +  C O2→ C a C 0
3
+ H20  

この 中性 化 の il ! l ) 定はフエノーノレフタレン法を用い、この溶液をコ

ンクリ ー ト 断 面 に 吹 き か け る と p H= 8. 5 を境として、 p H= 8. 5 以 上 は

赤 変 し 、 そ れ 以 下 は 変 化 し な い。 す な わ ち こ の 部 分 は 中 性 化 の 領 域

となる 。 当 ｲｾｲ て ＢＱｔ

っ た 澗 査 に お い て

も中性 化 し た 部 分

では鉄筋は錆び、

中'性イじし て い な い

音11分 の 鉄 筋 は 錆 び

ていない; 場合が多

〈 、 こ の フ エ ノ -

J レフタレン法によ

る コ ン ク リ ー ト の

中性 化 お よ び 鉄 筋

写真 一3 中 央 部 が 赤 変 Lt二部分

の l腐 食 状 態 を 調 査 す る の は 高 い 料 j立 で 行 え る こ と を 実 証 し て い る 。

巾所 で 用 い て い る フ エ ノ ー ノ レ フ タ レ ン j谷液はフエノーノレフタレン l

6 2  

g を65c c の 無 水 ア ル コ ー l レに溶かし、これに水を加え 100c c としたも

の で あ る 。 ( 水を力nえ な い 溶 液 の 場 合 も あ る が il ! l ) 定値に大差はない)

写 真 一 3 に 中 性 化 試 験 の 結 栄 を 示 す。

中 性 化の 進 行 速 度 に つ い て は コ ン ク リ ー ト 自 身 の 性 質 ま た は 周 J ! tl

の 状 況 な ど に よ っ て 大 き く 災 な る が 、 j兵l坦 博 士 は つ ぎ の 式 で 表 し て

いる 。 t = 7. 3 .i' t =経 過 年 数

x = 中 性化 の 深 さ (cm)

なお、主主近ではさらに研究が進み、7 ) ( セメント比の変化をとり入

れ た 場 合 の 進 行 式 な ど も 発 表 さ れ て い る 。 当所で行った調: r t では経

過年数に対する中性化の詰程度はそ の コ ン ク リ ー ト の 質 な ど が 大 き く

左 右 し 、 大 小 さ ま ざ ま で あ っ た 。 一 般 に 密 実 な コ ン ク リ ー トほど中

性 化 の 進 行 は 遮 〈 、 組 雑 な コ ン ク リ ー ト ほ ど 速 い。 仕 上 材 ( タイ J レ、

石 、 モ ル タ J レ等 ) が あ る 場 合 は 若 し く そ の 進 行 を 防 止 す る 。 こ の ほ

か 屋 外 よ り 屋 内 の 方 がi並行は速いが、これはCα の 濃 度 の 彬 轡 と 々 え

られる 。ま た 、 調 査 例 で は し っ く い あ る い は プ ラ ス タ ー 塗 の 仕 上 材 は

タ イ ル 、石、モノレタ J レ等に比べその効来はl ¥' t い。

中 性 化 試 験 は 耐 久 性 の 調 査 の ほ か に 、 火 筈 を 受 け た 建 物 の 翻 主 主 な

ど に も よ く 用 い ら れ る 。 Jii Jー 建 物 で も 火

告: を受けた部分は f也の 部 分 に 比 べ 中 性 化

のi並 行 が 著 し く 、 火 熱H寺!日1が長いほど、

ま た 、 温 度 が 高 い ほ ど 、 そ の ;μ 轡 は 大 き

い。 こ こ で も 仕 上 材 が あ る 場 合 は コ ン ク

リー トの中性化の進行を| りj 止 す る 上 で 非

常 に 有 効 で あ る 。

2 ー(e ) 載 荷 試 験

こ れ は 単一 部 材 ( 主 に 梁 や l米) につい

て，1&荷 ( 荷 量 は 設 計 に 用 い た 干1'1; 1&荷 量 の

2 倍 ) し 、 部 材 の 変 形 性 状 お よ び 残 留 率

な ど を 調 べ 、安 全 性 を 検 討 す る 。 調 査 の

対 象 と し て は 局 部 的 な 被 当 ( た と え ば 火

災 、 プ ロ パ ン ガ ス 等 の 燃 発;' )i . 放など ) を

長 け た 建 物 等 に 良 〈 用 い る 。

制 公 例 で は 火 害 を 受 け た 昔11材 て ¥ 目 視

図 - 3

で き な い 無 数 の Hai r  ｃｲ｡ ｣ ｫ による彬切と」号えられるが、ｊｴｾ Ｇ［［ ｾＧ な残儲

率 を 示 す も の が あ っ た 。 な お 、 峨 荷 試 験 に つ い て の 詳 細 は J A S S 5  

「 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工:[ )¥. J に 示 さ れ て い る 。 ( た だ し 、 昭 和 50年 改

訂 版 で は 苫1) 愛 さ れ て い る 。)

図 - 3 に そ の 載 荷 方 法 を 示 す。

3  まとめ

建築ｾｩｙ ｴ 造物の安全性については先日の学会においても議題にされ、

そ の 重 要 性 は 皆 がZEめ る と こ ろ で あ る 。 し か し な が ら 、 建 築 物 を 建

てる 前 な ら ま だ し も 、 い っ た ん地 上 に 建設 さ れ た 建 物 の 安 全 性 を 把

鋸 す る の は 非 常 に む づ か し い 。極 端 な 話 で は あ る が一 つ の 建 築物 が ど

の 程 度 の 地 震 に 耐 え れ る か な ど は 地 猿 に あ っ て み な け れ ば わ か ら な

い の が 実 状 で あ る 。 現 在 で は こ れ ら を 行ti Jtl )す る の に 前 述 の よ う な 翻

査 方 法 に よ り 資 料 を 得 、 総 合 的 な 判 断 を 下 す し か 仕 方 が な い 。

今 後 、 老化 し た コ ン ク リ ー ト 椛i立 の 建 築 物 が 増 し 、 当 所 で こ の よ

う な 調 査 依 頼 も ふ え る こ と が 予 想 さ れ る が 、 安 全 性 を 問 題 と す る 調

査においては、 一 つ の 角 度 か ら 調 査 す る だ け で な く 、 あ ら ゆ る 角 度

か ら 調 査 し 検 討 を 行 っ て い き た い 考 え で あ る 。 な お 、 今 回 は 建物 捌

授 の 方 法 を 主 と し て 述 べ た が 、 機 会 が あ れ ば 具 体 的 な 調 査 結 栄 を も

と に し た 報 告 も し て み た い と 考 え て い る 。
( 研究只 星野馨孝)

参考文献

1 )  rコン 7

'

) ート町中性化と鉄筋肉腐食 J :  i.民間稔セメント コンクリ ー トN0272， 

1970 

2 )  rコン7 リート中町鉄筋の腐食 J :  ｾｩ 土谷苧 ー セメ ン ト コン 7

'

) ート N0289，1971

3 )  r建築物の寿命と解体」 小林治悶 コンク' ) ート ジャーナル、 J an. 1973 

• 



日本建築協会

月間の動き

昭和50年 10月分

15 日 正午 - 1 時半 於会館集会主

出席 者 塚 本 、福田正副会長ほか 9 理 事

議事 (1)評議員会にかえて書面表決の件

(2)青年技術者選考結果の件

(3)建築 6 団体新年交礼会開催の件

(4)工事請負契約約款第 23条一部変更

に I品lする{ 牛

(5)入退会者承認の件

(6)報告事項

住 宅 委 員

A

Q

玄

住宅資料小委員会

8 日 5 11寺半 - 8 時半

1於ト会館 3 階会議室

出席者 高野副委員長ほか 4 名

議事 (1)スラ イ ド「マイホーム見て歩る記」

一部修正の {牛

スライド「住宅の庭」作成の件

住宅展打合会

8 日 6 時 - 9 11寺 於会館集会室

出 席 者 岩 本 、 高 田 両 副 委 員 長 ほ か 3 名

議事 (1)会場計画一部修正の件

(2)出展者との打合会の件

委員会

14 日 5 時50分 - 8 時於会館集会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 16名

議 事 (1)住宅展の進捗状況報告

(2)住宅委員当番目の決定

住宅展出展者打合会

17 日 2 1侍- 4 時 於そごう百貨広

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 4 名

出展業者19社

議事 (1)展示要項説明
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事

一

若い会員の集い小委員会「防災計画」分

科会

7 日 6 時 - 9 時 於会館集会室

出席者 ゲスト大阪市消防局栂井係長、

赤木主査ほか 3 名

議事 (1) 防災計画の企画 内容の検討

(2) そのほか

若い会員の集い小委員会「ディスカバー

大阪」イラスト制作分科会

8 日 6 時一 11時 於会館集会室

出席者 中村主査ほか 5 名、コラムデザ

インセンターより 3 名

議事 (1)参加者動貝について

(2)イラスト 制作作業について

(3)そのほか

若い会員の集い小委員会「教育環境J ( 第

4 回) 分科会

16 日 6 時半ー 9 時 於会館 3 階会議室

出席者 関恨主査ほか 2 名

議事 (1)新資料による検討

(2)そのほか

若い会員の集い小委員会「防災計画」試

写会

20 日 4 11寺 - 8 11寺 於大阪市消防局

出席者 大阪市 消防局紛井係長、赤木主

査はか 2 名

議 事 (1)企画参考映画の 上映 ( 5 本)

(2)企画内容について

(3)そのほか

若い会員の集い小委員会「ディスカバー

大阪」企画分科会

30 日 5 時 - 6 時 於会館 3 階会議室

出席者 中村主査、森下幹事ほか 1 名

議 事 (1)実施当日雨天のため 中止した報告

(2)今後の企画についての分科会とし

ての方針

(3)そのほか

若い会員の集い小委員会「みどり学習会」

講師打合会

30 日 6 時 - 9 11寺 於会館集会室

出席者 ゲスト 沢田宗久氏( 大阪府) 、

鋒 '{((l 正治氏( 大阪市) 、大回| を信氏

( 坂念事務所) 、 西良祐氏 ( 大阪

園芸学校) 、大附主査、森下幹事

ほか 5 名

議 事 (1)会告原稿により経過報告

(2)ディスカッション「みどりを建築

に 一考える」のスケジュール及進

行方法について

(3) そのほか

若い会員の集い小委員会「防災計画」分

科会

31 日 6 時一 9 JI寺半

於会館 3 1;管会議室

出席 者 赤 木 主 査 ほ か 2 名

議 事 (1)テーマについて

(2)会告原稿の案について検討

(3)そのほか

広報IJ 、委員会研修分科会

31 日 6 時 - 7 時半 於会館総務課

出席 者 栂井主査はか 1 名

議 事 (1)本年度の事業企画について

(2)  r建築と社会」誌 3 月号「医療地

設」特集セミナー 開催について

広告企画小委員会

8 日 4 時一 6 時半 於会館集会室

出席者 松村委員長、伴副委員長ほか4名

議 事 (1)10月号、 11 月号の 収支の 件

(2)12月号広告企画

(3)昭和51年 2 月号広告企画

(4) 3 月号広告企画

3 月号「医療施設」特集編集幹事会

16 日 5 時一 9 時 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 (1)医療施設( 仮称) 特 集の編集方針 に

ついて

(2)医療施設特集広告企画について

作品作風小委員会

24 日 4 時一 6 時 於会館 3 階会 議 室

出席者 横 山副委員長ほか 4 名

議 事 (1)12月号作品 、、集合住宅かの選定

(2)  1 月号作品 情宗教建築。の 件

(3)  2 月号以降 の作 品の笑

「建築基礎精進のあり方」特集編集幹事

会・執筆者打合会

30 日 2 時 - 4 11寺 於会館集会室

出席者 須賀幹事、 中島志郎 、小泉 昇 、

福井実、井原篤、金 田宏 の各 氏

議 事 2 月号「建築基礎構造のあり方」 特

集執筆内容について

3 月号「医療施説特集」第 2 回編集幹事

L>、

=  

31 日 5 時一 9 J1寺 於会館集会室

出席者 池田有隣特別 幹事ほか 5 名

議 事 医 療 施 設 ( 仮 称 ) 特 集 第 1 回幹 事 会

案の具体化

一

会
A

一

一

ロ貝

一

一

委

一

一

宮同

一

一

教

一

工高生デザインコンクール作品検討会

13 日 4 時 - 7 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 斉 藤 副 委 員 長 、上野幹事ほか 2 名

議 事 応募作品の予備審査

工高生デサ' インコンクール審査会

22 日 2 時 - 7 時半 於会館集会室

出席者 池田審査委員長ほか審査員 13名

岡田委員長、斉藤副委員長 、上

野幹事ほか 3 名

応募作品の審査

i 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

14 日 正 午 - 2 s寺 於会館 3 階会議室

出席者 酒舛幹事ほか 2 名

談 事 (1)今後の作業方針について

(2)そのほか

委 員 会

23 日 5 時半 - 7 時 於会館集会室

出席者 其塚副委員長、岡本幹事ほか 10名

挫築と社会/ 1975年 12月号 6 3  



議 事 (1)No52号 ( 51年 2 月発行) の 発 行 予 定

シートについて

(2)企画分科会からの提案について

(3)そのほか

法 規 委 員 会 |

委 員 会

20 日 3 時 - 5 時 於 会 館 3 1渚会議室

出席者 山本副委員長ほか13名

議 事 (1)凶会合同法規委員会の件

(2)  r建築基準法と消防法との相述点

と問題点」の取り扱い

(3)法令特集幹事の件

建 材 委 員 会 |

委 員 会

28 日 5 時半ー 9 時 於会館特集室

出席者 山問委員長ほか 5 名、日銀金属

業 5 1 ' ，、中川ラス 2 名

議 事 (1)ラスについての検討会 ( 第 2 回)

』
習

建築工事実習講務会 於大阪証券会館

第30回 15 日 9 時一 17時半

第 31 回 21 日 9 時 - 17時

恥l 識者 m30回 66名

第31回 94名

講 師

地工計悶

大成往設附大阪支 j苫前工事長

梅 原 洋 氏

現場製図

附大林組l工務官11技術課長

越 本 昌 弘 氏

fl' l  t1 

( 欄竹中工務府見和音I1見積謀長

渡 辺 隆 氏

若い会員の集 ｾ

なにわのかくれた散歩道を歩〈

一一ディスカバー大阪 ・その 1 一 一

18 日

当日雨天のため急棟、分科会で検討の結

栄中止した。

旧

」

ム同

寸 ・

.6、

A  

大徳寺の茶室見学の会(1)

25 日 1 時 半 - 4 時 半

参加者 35名

講 slli 帝塚山学院大学教授工学115士

岡田孝男氏

回 会 連 合 協 定 工 事 請

負 契 約 々 款 委 員 会

6 4  

経 歴

大 正14年 4 月 和 歌 山 市fr，f- rl' に生まれる

和歌山県立工業専修学校卒業後建築に従事し

昭和 17年 4 月 和歌山市役所建築諜に勤務す

fI 18年 5 月 株式会社党組に勤務す

fI 26年 1 月 山下建築' )' ; 務所を設立する

fI 29年 10月 山下建設株式会社を創立する

以後建築請負業者として市および県または一般建築事業とな

すなお昭和46年日本建築協会和歌山支部副部長となり、建築

協会の発展のためにぷくされておりましたが、昭和50年 10月

Ｑ Ｖ 日不 ｬ 者Ｎの災 ｾｪｧ に会し、死亡されました 。

故 山下宗一氏

山下宗一氏はまじめな人で社 Ｑｾ および各業界より ｌｾ ， ｴｪ ｪＨされて

おりました青年建築家でありました 。

家庭にありては良き父であり社只よりは親として信頼され、

建築業の「かたわら」建築協会文書11役員として? 主に協会発展

のために努力せられた人で、 l，ilJ 部長に就任以来、会員増加lに

一方ならぬ尽くされた人でありました 。

今度の突然の死により協会支部役_ i : i - 同悲しみの! 去に務ちた

のです。 将来を約された 77年建築家山下宗一氏を失 ったこと

は真に悲しい極みであります。

ここに山下宗一氏の冥福を御祈りし、たします。

薮本芳一

29 日 1  11寺 半 - 3 11寺 於日本，建築学会

出席者 制チ|同委以長ほか 7 t ， 

議 .l )'; Ｈ Ｑ Ｉ 工 Ｇｆ ， ｕＱｓｾ 契約々款第 ＲＳ 条 一 部変更

に|英jする要望について

(2)そのほか

議 'F (1)11 凡例会講師の件

(2)12片忘年懇親会の件

(3)51年 1 月以降講師li の件

(4)そのほか

建 築 6 団 体事務局打合会

g
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-

-
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建 築 業 務 基 準 委 員 会

21 日 2 11寺 - 4 11寺 於日本建築学会

出席者 山似正次郎ほか

議 4: )'; (1)往築業務基準委只会当凶の諸問題

について

(2) そのほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 1

14 日 8 時 - 9 1時半

出席者 65名 於大阪グランドホテル

当 H は注土L ! /i 且lりl J 住職六条 fl¥¥f;"il t . 氏より

「今日このほIJ をテーマにお訴を伺 っ た

運 営 委 員 会

28 日 2 /時一 3 1時半 於会館集会室

出! 前者 塚本代表、海上委只長ほか 4 名

(  ! t ) ヨ - 1 ' イ

〔例人会員 Ｑ Ｕ ｾ ， )  

小 野 栄 上 城戸 正昭 街 地 敏IVI

h'l 水 市 術 的 水 辰 雄 渋谷 成Hi'l

，( 1 的義日目 玉 悶 雅 美 中)1 兆二日日

中 北 消 防 田 卓 也 イ.111 W，.;J 

松H 版文 山 崎 将 干 .NI 日1み どり

建 築工事実務積習会 於大阪証券 会館



新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和 ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ 堂ピル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市主主合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前田 ｡ 臥一間ｾ帯

本 社

大 阪 出 張 所

名古屋出張所

札 桃 出 娠 所

) 苧 ヲ q イ ト

東京都中央区銀座 8 - 4 ー 1 1  電話 03(571)2703- 4・2370. 4064. 0264

大阪市都島区都島中通り 2-3- 1  電話 06(921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 052(811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 税 市 中 央 区 北三 条来四丁目 電話 011(231) 7  5  1  1  

旦 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1- 12 日生ビル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東 京 -横 浜 -妓 岡 ・郡 山 ・水戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富山 ・大 津 ・京都 ・堺 ・神戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

6 5  



空 調 ・衛 生 設 備の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

手口設: イ緒

設 備設計施工

空 気 調

衛 生

設 計 ・施 工

郡朝日3 : 業社
《診 備工業株ま富赤土

6  5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  ( 代)

殻 町 2 - 22 電話 ( 667) 3431  ( 大代)

幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・機 浜

三建設

阪 市 北 区 紅 梅 町

東 京 都中央 区 日 本 橋 嬬

名 古 屋 仙 台 ・札

φ  

大 阪 支 底

本 社

支 社

東京都港区芝松町 1 -25- 7  frr話 ( 434) 6171( 大代)

大 阪市淀 川区加 島 1 -58-59  包括 ( 302) 227 1  ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 ぬ ・ 福 岡

釧 路・ 函 館・ 盛 岡 横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

電 気 ・空調 ・給 排水衛 生 設 備

設 計 施

‘  

調

電 話 03- 344ー1911

電 話 06- 363ー 1371

;Ii話052- 581- 8571

Ｇ［Ｑｌ ｾ ［ｦ［ ＰＸＲＲ Ｍ 47 - 4535 

空

宿 新 宿 住 友 ビ ル

悶 町 16 番 地

下 笹 ぬ 町 11 - 2

1 丁目 2 番 22 号

2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795

. 神戸 ・松江 ・沖縄

- 衛 生 設 備

発
-ー

--圃・

空 気 聞和

#式会社

東京都新宿区西新

大 阪 市 北 区 w

名 古 屋 市 中 村 区

広 島 市 紙 屋 町

福 岡 市 中央 区 大 名

横浜 ・稲 井 ・京者11

。
東京本底

大阪本応

支 庖

工

大 阪電気暖房株 式会社

本 社

支 底

営 換所

出 張 所

大阪市西区江戸糊 1 - 60 ;le祈 (441)8231代 表

東京 名古屋・大阪 ・縮問 ・仙台 金沢/ : L: ! ; ，¥

札帆 ・新潟 ・岡山 ・高松 ・熊本

盛岡 ・秋田 ・償浜 ・M山 盟国 ・稲作・京郎 ・

事，. 戸鹿児J斗 ・7郎新

• 
出 張 所

大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代 表 )

中央区八丁場 4 丁目 11 番 7 号

( 神谷ピル )

点 京 (551 ) 8  0  4  1  ( 代 表 )

・俳 馬 宇 部 宮 ・君 i lt

. t.¥ 問 ・松 山 ・高 松

、機器配 管 、 設計施 工 一 一

所業工7j く

一 一 冷 ・暖 房 、衛生

ご重三

J 同

株 式

会社⑮ 

設 計地工

ヨミ

気

*- ・1桁

房 ・J免

t

t

A

n

 

封

切

、

，
f

給

H是

式

社

株

会
大 阪 市

f正. 1f i

* 京都

本 社

干 5 3 1

東京支 l山

干 1 0  4  

口 研 究 所大 阪 城

ＮｾｴＲ＠ :1fi 

，(j 取

jゐ m

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 - ｾｾ話大阪 ＳＷＲ 局 Ｗ Ｑ Ｕ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 泣 訴 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 泣 訴 事11戸 341局 5 8  9  2  

庸口城取 締 役 社 長

出 ＱＱｾ 所

. J ! I色

墨画E乙

司1 &

各 秘 送 風 機 ・風 力 輸送 装 置

設計製作

空調機器類・公害防止装澄

空 気 調 和 設 備

給排水衛生設備設計施工

各種プラント段備

空調株式会社新日本

続 試 盆 社 g・:'4Jl.シ⑪ 区立 ｬＺｾｪ 浜 ｩ 血 Ｑ - 2  5  ( 新 大 ビ J レ)

06)  344 - 6  0  3  1  (代)

央区日本僑本石町4- 2( 三井第二目1)館)

03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

・札 帆 ・東 海 村 北 陸 ・大 分

大 阪 市 北

nl 話 (

東 京都中

fE話 (

古 屋 ・九 十H・広 1: ，1;

応

本社・* 京支庖

支阪大

本 社 大 阪 市 住吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 T  E  L  ( 672) 1281(大 代)

営 業 所 東 京 ・名 古屋 ・京 都 ・ 広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名 古屋

テ レ ッ クス : 本社 No. 562ー 7688 和 泉 工 場 No. 53 8 - 5898 

r， 

- 給排水衛生 . 冷暖房

. 空気調 和設備

・そのイ也管工事一切の設計 ・施工

⑮ ( IR緋 久 利 工 務 所)

斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 底 大 阪 南 北 区 常 安田J II 篭 話 06- 443- 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日 本 ビ J レ デ ン グ )

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

札 似 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・同 僚 岡 山

首" 弁 ・ 合 敷 ・ 広 1::) . 苫 小 牧

生 設 備/ 設 計 施 工

業工貝

律I空 気 調 和

多買

)!量 1- 14 T E し 06- 441 - 5 17 1

阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

大 阪 市 西 区 土 佐 堀

支 l吉 東 京 ・大

営 業 所 札 幌 ・千

出 張 所 金 沢

営 業 所

tl1 ｾｕ 所

ム ー 機 械

化 学 鉱 山 機 械

株 式 - +- ｉｬｾ士・同］
会 社 八 I奴 . え J 白

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2帯 地 電 話 大 阪 ( 202) 代 袋3071

本 庖 東京 ・日比谷 ー三倍ピル

支 I苫 名古屋、縮問、札税、広島、仙台、北陸

出 似 所 横浜、問松、静岡、 政 凹、岡山、金沢

冷 凍 冷 蔵盤 凍 結土也空 気 調 和

環 境 術 生 施 貫 生冷 暖 房

給 排 水 ・術生 水 道

気

厨 房

三 機 工 業

能 繍%f;;;' :t

瓦屋町 3 番丁68番J也( オートセンターピル2階)

2 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

悶区九段南 2丁目 2番 5号( 九段ビル 8階)

2 電 話 東 京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

著書苔膏3告

大阪市南区

郵便番号54

東京都千代

郵便番号 10

キ土

⑧ 

* 京営業所
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空 調 ・衛 生 設 備の 頁

3舎町震局毎leJ4 ，ft'. 

備 ・ 塗 装量生備

連機器量/ 設 計 ー製作・施工

- 空 気 閥 和 設 備 ・ 給 排 水 衛生 段

- 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機 ・ 公 害 防 止 問

、f 茄土

...e= 

ヌ1大
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾＮ可 Ｚ ｾ Ｚ ｕ 唱 Ｚ Ｑ

ー・F電'ー....

③同掛場槍持

材 社)

附住友ピル12' 13F) @( 344)1851大代

之品 2 - 22 ⑨( 203)3721 代

2  - 2  - 13 ⑧ ( 211)1535 代

閉 ・ 金 沢 ・神 戸 高 松

岡・沖 縄 パ ン コ ， 7

建

本社 東京支l;lj = 東京都新宿区西1綿H (

大 阪 支 鴎 = 大 阪 市 北 区 中

名 古 屋 支 J古= 名古屋 市中 区錦

出銭所］札帆 ・ 仙台 ・ ｾＡｴ

広 品 ー総 山 ・筒

( 旧社名

給 ・排水 ・衛生 ・消火・暖冷房設備

日

明

4

ヲ

附

混

境

等

唱

，

目

印

刷

~

t

閣

制

也

牢

認

…

m

a

 

お 顎 西原衛生工業所大阪庖
大阪市大淀区中 i市本通 l T

〒 531 'l'It 附 大 阪 ( 06) 37  

東 京 都 中 央 区 日 本 械 本

干 103 ' l ' I t 結束京 ( 03 )24 

徳 岡 名 古 屋 広

本 社

支 I苫

.. 

淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

大 阪 市

営 業

品

目営園陸所

平' " 互業株式会社@  

1jill 温 度 調 整 装 置

施

H是 ・冷 房 ・空 気

昌 4

-← 

工

妻拘

号 It. 去 L

i V t 日 l

fi!!: 高回
衛生 ・空気調和設備 ・設計 ・施工

番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

5  1  1  (代表)

駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55大阪支庖

T  E  L ( 441 )的1994・( 443)附 0331大阪市西区江戸沼通 2 の 2

電 話 大 阪 (372 ) 2  

東 京 都 千 代 田 区 神 田社本

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水 衛 生 設 備 設 計 施 工

置、暖房

送 機 設 備

施 工

社大阪支庖

ノ 内 3- 3- 1 ( 新東京ピノレ)

1  1 ・ 8 5 6 1 ( 1-¥:)

伝 馬 町 6 0  

東 門 前 町 3 - 6  

温 ・湿度調整装

設備・ 2令 濠 冷 蔵 設 備

段 備 そ の 他 上E己 に 附

工 事 の 設 計 ・ 施 工

シト繍ヨ8 n

社 長 北 川 一 郎

目 2 帯 地 ホ ー コ ク ピ ル

2- 5171(代 表 )

関T 3 円 1 共 同 ピ ル

2- 5521  ( 代表)

ι5 ・ホL Ｎ見ー ｦｾｊ

@ 不ニ熱紅葉撤去舎紅

搬

ニ

A

Q

一

A

a

性

式

J

お

株

材

業

エ
第

ｾｉＡＺ ｩｬｦ￯＠ 261- 2436(1-1:) 

ｾｴｌ話 ＷＷＳ ー ＱＲＳＱ 附

神 戸 ・ 払i 問

大 阪 市 南 区 iIII ii .車町 2 - 5  0  

東京都大田区西馬込 1 - 2 ー 1

銀 r'i! . 浜 松 ・ 京 都

本 庖

東京支l苫

営 業 所

大 阪 市 北 区 岱 田 町 3 0  11I“ 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸

電 話ー ( 2 11 ) 8  5  

仙 台 市 新

電 話 ( 21 )  

名 古 屋 市 東 区

包 括 ( 971 )

仙 台 支 l苫

名 古 屋 支 庖

和 設 備

設計施工

除塵設備

空 気 調

換 気 ・

く m哩 胆 コ 税 切 工 工 心 で 御 用 さ せ て 1頁 き ま す

大Ｑｦｾパッケージ、ヒータ一等々

( 市f面 的 半 他 以 下 の 出 物 も 少 量 あ り ま す )

宮 地 空 調 専 門 l苫
胃

代 表御 用 役 宮 地 一彦

大 阪 市 西 成 区 山 王 3 - 16 ー 7

会 経 大 阪 安 倍

T E し( 433) 8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 沼 4 丁 目

本 社

東 洋 熊 工 讃 織 武

夜間 641-1242代表 649- 0008

東京都中央区京僑 2 丁目 9

名 古 屋 ・ 福 岡支 底

冷 暖 房 ・温湿度調整・水 道

衛 生 ・環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

温 湿 度 調 整 ・暖 冷 房 ・換気

設 計 並 施

⑨ 日 本 管 工

給 排水・ 衛 生 設備

4丁

業株式会社

朱ｾふ
;t:¥， 'i:t 

本 社 Jに阪 Ilii ，珂区 J，t 町 樹 l 丁 ト16  2  ¥[ 話 06 (443)8161(よ代. &)

名古肢支社 名 占 州 市 中 医 栄 2 T  n  16ー 13 ¥Ie，lf; 055 (202)  0077( f t m 

，j( 阪ピル

出張所見 ｮ［ 叩 ＱＱ 港 ｉ 更 ｾｴｗｬｬｬＳ 丁円 Ｖ - 1 8  

ｊｾｉＢｉ ビルディング山 ＱＱＱ Ｓ 附Ｇ，ｻｩ，，ｉ［ 03 (409)  8  9  0  5  

神μ ，li'l o川阿北 J H主JUJ 7T rIl 町1 ';11，，1; 078 (341)  1718 .  4386 

社工回山

盟 国 町 2 0 番 地 内 1

5 ・夜間 専 用 ( 691 ) 1045  

筋 1 - 37(天満橋北詰 )

昔話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑮7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13- 15 1'11昔話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 包括 0592 ⑧ 3 6 1  0  

条

-

橋

也

九

1

筒

西

日

天

区

5

区

南

)

北

市

ω
市

都

甑

阪

京

也

大庖支阪大

桝土及京都支底

6 7  

四 日市 支 I苫

滋 賀 営 換 所

津 営 換 所



⑤ 設 計 施 工

I7Eヨ Eヨ: . . t: : ='  . L. &L __Jヨ』

l場 竜 丸 俳 誌

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 3  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 垂 水 田T 3  3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 町'1 市 右 京 区 西 京 極 高 野 町 2 1  

T E L  )j ' ....' 1  075 ( 3 1 1 )  1 1 8 5  ( 1-1: )  

市 中 央 区 薬 院 1 1  4  8  

T E L  判長t岡 092  (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

電 気 設 備

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注

凶
"X 

営 機 所

営 換 所

本

本命士

e京 都

社

取 締 役 社 長 菜 原 信 英

大 阪 市 北 区 間 垣 町 1 6 番 地 ( 来阪急ピル)

屯 話 大 |仮 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名古屋 ・舞 鶴 ・大阪南 ・神 戸 ・広烏 九州

式株業工原栗

名古 I日1出 張 所
キ8'司

電気設備工事設計施工

光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取締役支社長 姉 川 正 男

阪市東区日間橋五丁目 二八 番J也 ｾｬｌｍ￮大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ Ｐ Ｓ Ｒ Ｕ Ｍ 9 番

社 * ｾ ［ ｴ 都千代日 ｬ 区商事 Ｑ Ｑ 旺 Ｑ 1 丁 目 4 帯 地 5 号

-11 札 眺 ・仙 台 . JL / 内 ・名 古 w・r!l ¥ 1吋

業 所 出世J所 会 凶 主 要者1I 市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

‘  

会 社東

大

本

支

営

圏i
，、

代 表取締役 林 敏 夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 町f 5  0  ( 掌ビル 7 r滑)

氾 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

束 京 都 中 央区日本 絹符i崎町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 山奇 ・ -t ll 模 原 ・ 堺 ・ 稲 山

社一
一
一

株 式 会 社

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事
工

会

A

三

時

式

i

一

株

札

一

一

機

嘉

房

電

出

令

聞

暖

{

玉

制

気電

ゐ 社

A

G

一

A
本 竜中

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 械 点 区 野 i I m之 町 三 丁 目 - ti 

世 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市岐点区 ｾｴｩｉ 点之町 Ｓ 丁目 Ｑｉ " 正話大阪 (931)7004 

4モ良県御所r I 'jf卸['fil il!i 3  6  0  '，{ L 話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚 }J rli 山之上内町 1 の 1 i l LJ f i 枚方 (43)8659' (44)9232  

本

ー阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新情 2 - 1  6  ( ニュー新橋 ビル 7 1埼)

ｾ ｕ 話 Ｈ ＵＰＴ Ｉ 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

11I 話 (991) 5 1 3 1  (代 )

場1 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 熊 本

ι
L
 

4

4

4

 

応

本

支

庫

所

所

倉

蝶

蝶

I

営

営

占

必

十

良

方

資

奈

枚

応3ι  

神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 川 淀 川 区中(11且 町 1 丁 目 1 1  0 帯 地

1氾立 コ話丹 大 阪 (μ472幻) 代 2表巨匠， 1  1  0  1 一7

3点』紅.[J点i江ミ R問郎l目1，百品f

、l正よ元!i;;，吊号 見i J五;-.; ( 491) 1746  (492) 0182 '  0350 

」北ヒ 九 州 t山h一 小 介 区 幸 剣 銚l品} 物 自向削附H耐li 町 2  3  1得枠 I地也

'.1I ［ ｾ ｬｩ 小合 Ｈ 56 )  5  6  6  5  '  5  8  1  8  

.I .! t)  千 必 和歌山 ｾ ｉ ，J i 庄

l t 

野

文

.If>: 

社

6 番 地

8  8  8  1  

A

Z

A

 

電 気 工 事 ・骨十装 工 事 ・設 計施 工

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平 木 寛

大阪市北区傍ケ校 ｾｉｔ 5  

屯 話 大 阪 大代表 ( 312)

J在 京 ・名 古 l-li . Ilq 日1' 11 ・神 戸

松 山

:fI: 本

戸斤
世

止

支 ! 市

営業所 l洋戸斤日¥ｾｬ 会

電 気 工 事 設 計 施 工

富士電業株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・11 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締役 社 長

圃両国

司炉

社

A

Q

一
品事 株 式

自日四
+
小

企

庁

・

エ

取締役社 長

藤エ太 陽

全土本大 阪 di 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L (06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

大阪市此花区恩 ｪｾ ｴ 南之 町 ｦ 7  3  

T E L (06)  462- 1  3  0  1 (代)

干上

';tl 力工・j¥本l'iI l

本

業所営

A

Q

一

A
商

電気工事・計装工事・設計施工

式会社 ヤ マ ト 電 気

力え

仲

木

4

T

R

1

・

電気設備設計施工

高千穂亀縦株式会討

取 締 役社 長 岩

間

v

?益三

1 0  本山

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 各 地

fE  JFi 大 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

点 点 神 戸 ・広 j; 』

名 占 l五 ・岡 山 水 品

札脱 ・ 滋Ａｾ ・ 高砂松 山 三 原 ・沖 縄

取締役社長

十i

吉

正

斤

『

h

E

'

-

r

本

↑X

川

出

山

山

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358ー 1 1  7  1大代表

東京・ 神戸・ 九州

久崎

キ土本

業

川

悦

営 業 所
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奉 仕 感 謝 のl吉

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  '1) 淳 窯 零 歳 定

本 社 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁目 9 8番 地 ( 靭 本 町 パ ス 仰1拘)

l t L 簡大阪 0 6( 532) 代 0461 ｾ＠ 5  

姫 路 管 機 所 姫 路 市 北 条 口 1 2  6 番 地( 伎友生命 保 険 ピ ル 7 F )  

11t 結 姫 路 0792 ( 82) 0999  ｾＶ＠

建設省犯定の防火材料

セメント系吹付材 ソ リ ジットスタ イン 基材同等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 萎 材 同 等 o0  0  3号

アクリル系吹付材 工 ， { ー サ ン ド 基 材 同 等 o  0  0  4号

社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 ｾ ｉｉ 訴 Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＰＲ 一 ＷＸＱＴ Ｍ 7  

東 京 事 換 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922) 代表4421 - 3  

⑩ 

建 材 ・ そ の 他 の 頁

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手 ｾＭＹ ・・ミ Ｉｴ ー ｪ レ

倉

田

市

“

商

配

れ

章

一蜘

一一一

諮
問

Standard 

@問

Board &Slate 

現 宵

フ タ パ 需 3阪

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 唐

大 阪 支J吉

大阪市東区j¥Jil11l 続 2 丁目 9 野村ビル5階 m話大阪 (202) 4905

E E圏園

- 用途に応じて選べる1.3m'( O.4坪) から

6.6 m' ( 2坪) までの豊富な8 機種

・素材はさびを知ら怠い特殊カラー鋼板

・色| まクリームとローズのツートンカラー

「一一一一一一一--，

r 一一一一一「

「一一一一一- - ，

1..-------. 「一一一一一一寸

「一一一一「

「一一一一一一「

「一一一一「

⑤ｾ＠
ヨ.⑨⑨

I  ， I  

※ マンション・団地などのベランダに

ヨド物置ミニガ好評です。

巨

1¥ ｾ哩思 ｔ綱 Ｑ展嗣慢嗣］不 窓 社 嫡……欄楓叩区闘叩吋一甫脚悶即…訓相和町T刊 川 吋4灯叶一丁司目鴻糊池 刊刑一一一l川判判創帥叩侃ω)凶剖拘5
車 京 宝 社 烹京置郁刊中央区八丁掲4丁目3番地 l号{ 京偶高市ピル} 干 IC但" 宮 { ω)河55日1- 1171

嘗' 祭震 所 Ｔ似 ｌ ｉｾ 町 ＺＨＲＵ 訓ＱＩ Ｔ ＷＷＷ 盛岡剛 ＨＱＱＩＸ 創 ｉｉｉ 仙古創怖おげ田阻ＱＭＱＮ抗品泊刈剖沼日胆掛 卜 千璽劉 ＨＴＳ 叫 Ｓ卦 ＩＰ 飽盟邸 Ｕ号Ｎ軍軍釈 ＨＵＵ 日 ｬ ロ ｬ

:1ij 償浜( 刷 1)9123・高崎 (61) I 2BI 静岡(53) ∞19 富山(32ロおル名古屋( 571) 2421

大阪(245) 1201.広島( 48) 2431・高松( 34) 3611 緬伺(781) 臼35 冨噛( 53) 3161

おしゃれな

ヨドコウの生活関連商白

画 t
- ヨド物置の看板のお居、または全固有名百貨后でお求めください。 目
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社
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柏 原 涯
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、

.

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471) 0  
2  4  

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

$  

ヤ

-e(.マ

ｾ￰＠ 1-

3従

ｾ＠ . ". ，.  

/ F / Fインテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

(旭化成ミューJ レコート・セッ卜品)

ｾｳＮＭＺＺＮＺＺＱ・スト Ｍｐ
ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

(旭イヒ成ミュ- ) レコート・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 | 新 興 建 材 工 業 所

，J.議

青 株 式

発

売

元

- 全 国 有 名 建 材J吉 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 )5757 - 9  

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 ・姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

70 



邑 式 l 装飾天井くクロッパ-I
フロッI i ーは光と影をだくみに合成し芝光天井の一種で、色々の基本パターンを

持ち、その建物や使用用途によって幾通りもの組合せガ可能です。その柔和な光

と影は現代感覚にマッチし疋最高の人工空間を創ります。( P A丁、 6 件〉

大 阪 市 北 区 伊 雲 寺 町 22 番 地

買号京都中央区銀座 1 丁 目27番 9 号

福 岡 市1専 多 区 住 吉2 丁 目16番 27雪

名古屋市西区俵町 2" ] " 自 T 番 6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 香 川 雪

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

千 530 電 話( 06) 312  - 4131 ( 代〉

〒104 電 信( 03) 563- 3351  ( 代〉

〒812 電 信( 092) 291 - 0459( 代〉

干 733 電 笥( 052) 522 - 5436( 代〉

干 733 電 信( 0822) 91 - 1  533( 代〉

守司983 電 信( 0222) 52 - 2631 ( 代〉

奥村重兵衛株式会社 日
鹿

島

台

古名

広

仙

后商衛兵重

4

d

J

 

奥+ム会式
生

z
m

名
る

ム
口
同

年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

A M.  1O. 00- P.M 5 .00 

日曜 ・祝日は 休館

|実|

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

モルタル・コンクリー卜用

* マ ノ ー ル 防 水 斉IJ は セ メ ン ト の加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 援 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 カ を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 初J 呆 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 饗 す る こ と な くセ メ ント ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 ' 1 1 . て ¥ 水 や 空 気 中 の 猛 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ _ f 1 J 離剤・早強剤・防凍剤

Z 2 : : ' - " _ ( セメント起泡剤) ・ s .. ::.'・aι (22222)  

セ メ ン ト 混 和 斉IJ . 肋 材 綜 合 メ ー カ ー

253由 脂4t : 工事土
東 京 都 品 川 区 大 井 1 - 15 - 1  f i  東 京 ( 774 ) 4111代 表

関 東 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  f i  土 浦 ( 21)  5  1  8  9  

東 北 営業 所 杭 烏 県 福 島 市 下 野 寺 字 速 原 f i  相 }: -h ( 34 )  7  1  1  1  

ご一報次第 盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 12 - 50 宜主 脱 岡 ( 24)  0  2  1  3  

カタログ進呈します 大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17 - 26 t 主 大 阪 ( 971 ) 4  7  6  5  

7 1  



燃 え な い

オフ才L るご、、

腐 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

長 尺 物 色 彩 自 由 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ｔｴ ｉｊｉｾＹｊｬ ヌヲ ｊｴ 製造跡式会祖

本 社 兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 り 3- 26松 本 ビ ノ レ 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

九 州 支 1吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支J吉 及 工 場 名 古 屋市 中 村 区 泥 江 町T l の 24第 2中 経 ピ J レ 電話 名 古 屋 (581 ) 2781 - 4

最高のコンクリートを最良の減水剤で・・・. グ

. 特 許 コ ン ク リ ー ト 減 水 剤 . 各 種 擁 壁 工 事 ・ 宅 地 造 成 用

ｾＮ， ，｟Ｎ ］ ］ Ｑ＠ 1・EE宮 両 帯 雨 曹 同

. フ ッ 素 樹 脂 加 工

〈そ の 他 製 造 及 び 取 扱 い 商 品 〉

・ガ或71<剤l リ グ コ ン

. A E 斉IJ リ グ ポ ー J レ

・ 建 設 資 材 全 般

・ コ ン ク リ ー 卜 二 次 製 品

会カタロクご入用の方は本誌名記入の上ご一報下さい 。

⑩神戸材料株式令淳土

本 社 神 戸 i l i 立 合 区 熊 内 町 1 丁 目 3 7  f i 078 ( 231) 1421 (代 )

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 1丁 目 12- 12 ( 美 土 代 ビ ル ) 宮 03 ( 294 ) 6167 ・6177

九 州 営 業 所 福 岡 市 中 央 区 笹 田 2 丁 目 1 6  - 7  f i 094( 731)  2  4  7  7  

北 海 道 出 張 所 函 館 市 吉 川 町 8 番 6 号 f i 01 38 ( 41) 7  8  7  4  



⑭東西アス協組

防水ならー・という自信は、一朝一夕では生まれません。

東西アス、生まれて 20年。写真集はその歩みの集約です。

に

H

1' ).  

地 哩 並 品 生 壁 空 塑Z47

今固までの積み重ねをパネとして、新た

東西アス責任施工による実績( 累計)

50年

マ 東西アスフ川崎業協同組合

田島ルーフィング株式会社

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 場 1- 74 電話 (06)443- 0431

東京: 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13 電話 (03)862- 8531
48年45年昭和35年 40年
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郵
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混

可

話iネ止の国からやってきた。

第

日

輯

第

日

号

長 尺 吸 音 床 材 砂 :Jl':::J:::J.:F-:J D :J1' 砂 9一時ヨit.. -: J日F

品 名 規 格 車E 成 色 数

ア コ ス チ j車 幅 A  
表 層 塩化 ビニ ール樹脂80%

(一般用 ) 3. 5mm x  184cm x  25m 
可塑剤 、顔料、安定20%  

7 色

劃l

ジ ム
発泡層 : 塩化ビニ ール樹脂

1色

5. 5mmx  184cmx 21m 

(体育館専用) 可塑 ｾｊ ( グ リー ン)

- 規格・組成
スウェー デ λ 社 会 保 証 が 高 度 に す す ん でl 、る図。

病院、学校、老人ホーム、図書館、体育施設などの

あらゆる公共施設ヵミも っとも充実している因。

定

価

六

百

円

(

送

料

共

)

- 使用接着剤一一一一標準工法一一一一セメン卜 L

耐水工法一一一一セメン卜 N E P

・園 地部介は合わせ切りで施工 、

特に耐水性を要求される箇所では目地溶接施工。

価格 アコスチフロアー4，800円1m' (材工共)

ターケットジムフロア - 9，200円/ 附( 材工共)

耐水工法は 200円1m'高。溶接は 300円1m'高。

(価格lれ 、ずれも 300m' 以上の場合)

この人間中心の土壌から生みTごされた、画期的な長尺床材、

ことに吸音 性、断 熱性にすぐれたヒュー7 ンな床材、

これがアコスチフロア、ターケットジムフロアでホー

アコスチフロア、タ ーケットジムフロアは、その機能面、施工面に

おける独特のメリ ッ卜により、

北 欧 は じ め 欧 米 各 国 の 著 名 な 設 計 者 に よって採用され、

重 要 建 築 物 に 数 多 〈 使 わ れ てt 、ますL

そして ｾ ，;1:や“ 世 界 の 床 材"“ 新 し い 時 代 の 床 材" として

高 い 評 価 を 受 け てt 、ますh

そのア コスチフロア、ター ケットジムフロアが

日本にもやってきたのですL

表

紙

・

松

岡

外

科

病

院

(

解

体

前

)

き

円

え

加

路

義

明

+! + Tarkett 
、.. MAOE  I N S WE DE N 

振替口座大阪 39975番大阪市東区北浜3- 37 電 話 大 阪 (06)231- 9648 ・9649 ・9640

マ;;;
; 語使、閉

寸A . J 爪パA O Y O  K A K O  C 口，じ下0 .

日 本 建 築 協 会 干54 1. ご入会のお申込およびI 建築と社会」の購読は ・社団法人


